
１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／１００

１／１００

１／１００

１／１００

１／２０００１／１０００

２階平面図

１／１００

１／１００

１／２００

１／２００

断面詳細図 １／４０ １／８０

配管系統図

１階平面図

展開図－１

展開図－２

リモコン配線　１階平面図

リモコン配線　２階平面図

附近見取図、配置図

凡例、機器表、バルクタンク詳細図

図 面 リ ス ト

【  電 気 設 備  】【  機 械 設 備  】 【  建 　 築  】

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

高圧受変電設備　単線結線図

Ｅ－１０

Ｅ－１１

Ｅ－０２

Ｅ－０１

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

Ｅ－０８

Ｅ－０９

Ｅ－１２

Ｅ－１３

特記仕様書

附近見取図・配置図

電気配線システム系統図及び盤リスト（Ｓ－Ａ）

図面番号 図　面　名　称

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

Ａ３

１／２０００

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

Ａ１

１／１０００

縮　　尺

盤リスト（Ｌ－Ａ）

既設　電灯盤結線図（体育館）

幹線設備　校舎棟Ｂ１階平面図

幹線設備　校舎棟１階・２階平面図

空調設備　体育館１階平面図－１

空調設備　体育館１階平面図－２

空調設備　体育館２階平面図

照明設備　１階平面図

照明設備　２階平面図

１／４００

１／４００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／１００

１／１００

１／１００

１／１００

１／１００

図　面　名　称
Ａ３Ａ１

縮　　尺
図面番号 図　面　名　称

Ａ３Ａ１

縮　　尺

Ａ－０１

１／２０００１／１０００

１／２００

１／２００

１／２００

１／２００

１／１００

１／１００

１／１００

１／１００

改修工事特記仕様書（１）

改修工事特記仕様書（２）

改修工事特記仕様書（３）

改修工事特記仕様書（４）

附近見取図・配置図兼仮設計画図

１階仮設計画図（参考図） １／２００

１／２００

１／２００

１／１００

１／１００

１／１００

２階仮設計画図（参考図）

１階平面図（改修前）

１階平面図（改修後）

立面図（改修後）

１／１００

１／１００

１／２００

１／２００

矩計図（撤去・新設） １／４０ １／８０

１階天井伏図（撤去・新設）

建具符号図１（１階）

建具符号図２（２階上）

建具表、建具詳細図（参考図）

展開図１（改修後）

１／２００１／１００展開図２（改修後）

屋外付帯詳細図

１／５０,５ １／１００,１０

１／５０,２０,６ １／１００,４０,１２

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

機械特記仕様書－１

機械特記仕様書－２

図面番号

Ｍ－１０

Ｍ－１１

Ｍ－１２

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

Ｍ－０８

Ｍ－０９



イ）冷媒　※HFC系（R407C， R410A， R134a, R32等）

（・ 水道直結方式（・直圧　・増圧）　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式 ）

34.8℃

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

ホ）室外機の基礎（・標準架台  ・防振架台）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

階　　数

屋　　外

建　　物　　名　　称 構　　造

一式 一式

一式 一式

Ⅰ．工　事　名　称

一式一式

一式

工事種目

一式

一式

一式 一式

一式

※ 各工事の特記仕様書を確認のこと

建物別及び屋外

一式

一式

一式

１.　工　事　場　所

Ⅱ．工　事　概　要

延面積(ｍ2)

３．工　事　種　目　（・印を付けたものを適用する）

１．量 水 器

イ）形状　　・スリット形　　・パネル形　 ・ダンパー形

・亜鉛鉄板製　　・普通鋼板製

・要　　・不要

　　　　構成・機能

・要（・本工事　　・別途電気工事）　　・不要

排 煙 口

ダ ク ト の 材 質１．

電 源 装 置

中 央 監 視 制 御
自
動
制
御
設
備

別紙による。

ロ）開放装置　　・手動　　・手動及び遠隔操作可能なもの

１．

２．

３．

中央監視制御装置の２．

温 湿 度 調 整 目 標 値１．

JIS 5K とする。ただし特記部分はJIS 10K とする。

防 振 継 手

ﾌ ﾚ ｷ ｼ ﾌ ﾞ ﾙ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ・ベローズ形ステンレス製　　・合成ゴム製

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。

　　ｂ)ダブル形　　　250×（L＋100）×300H

　　ａ)シングル形　　200×（L＋100）×300H

ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

　　ｂ)ネック径が200φをこえるもの　　500×500× 300H

　　ａ)ネック径が200φ以下　　　　　　400×400× 250H

イ）シーリングディフューザーには、下記の接続チャンバーを設ける。チ ャ ン バ ー 等

風 量 測 定 口

ハ）分岐方法（※割込み方式　　・直付け方式）

・スパイラルダクト　・ステンレスダクト）

ロ）工法・種類（・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

下記のものは本仕様による。

ハ）吸込口　　・鋼板製　　※アルミ製（外気吸込口には防虫網付とする。）

ロ）シーリングディフューザー　　・鋼板製　　※アルミ製（ シ ャ ッ タ ー 共 ）

吹出口・吸込口の材質

10．

11．

12．

ダ ク ト９．

防 煙 ダ ン パ ー13．

ロ）復帰方式　　※遠隔式（※電気式　　・空気式）　　・手動式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

ハ）温度ヒューズ（・取り付ける　　・取り付けない）

ニ）表示用端子（・設ける　　・設けない）

鋼板厚（・4.5mm　　※3.2mm）煙 道14．

下記のものは本仕様による。

イ) 建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の項による。

ハ) 還り風道の保温（・要　　・不要）　　ニ) 膨張水槽の保温（・要　　・不要）

ホ) 内貼りチャンバー等の保温（・要　　・不要）

保 温

ハ) 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ロ) 施工箇所は、図示した風道並びにチャンバー類とする。

ヘ) 隠ぺい風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

機 器 類 の 架 台

・防振つり金物（・シングル　　・ダブル）（・中央機械室　　・各階機械室）

７．

８．

15．

消 音 内 貼 り16．

17．

18．

弁 類６．

冷 媒５．

イ）種別（※低圧ダクト　　・高圧ダクト）

11

12

13

イ ) 内貼りの材料及び施工法は、標準仕様書の当該事項による。

標準仕様書によるほか、取付を図示された部分に取付ける。

（DB）
温　　度 湿球温度

（WB）
湿　　度
（RH）

温　　度
（DB）

湿球温度
（WB）

湿　　度
（RH） （DB）

湿　　度
（RH）

温　　度
（DB）

湿　　度
（RH）

％

％

℃

℃％

％夏　季

冬　季 ℃

℃

外　　　　　気
室 内

電 気 工 事 の 範 囲２．

３． パッケージエアコン

ハ）冷媒管及びドレン管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）・無）

※施工区分表による。　　・図面詳細による。

イ）パッケージ形空気調和機（・防振パット　　※木台　　※転倒防止処理）

ロ）ユニット形空気調和機（・標準架台　・防振架台）

ハ）送風機（・標準架台　・防振架台） ニ）ポンプ（・標準架台　・防振架台）

ホ）冷凍機（・標準架台　・防振架台）

ヘ）チラーユニット（・標準架台　・防振架台）

排
煙
設
備

イ）ユニバーサル形吹出口　　　　・鋼板製　　※アルミ製

ロ) 空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管

　　の項による。

機械室(配管・風道)の

・

・

・

・

・

浄 化 槽 設 備

さ く 井 設 備

電 気 設 備 工 事 ※

建 築 工 事 ※

給 水 方 式

戸数・浄化槽人槽
受水槽有効容量等の　種　別

防火対象物

※長さは標準仕様書による。

・ベローズ形　　・合成ゴム製（・合成ゴム製　・３山ベローズ形）

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

・

・

・ 排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

換 気 設 備

空 気 調 和 設 備

一式 一式一式一式・ 排 煙 設 備

一式 一式 一式一式 一式・ 中 水 設 備

・ 現場施工型 ・ 放流水質BOD　　mg/L

・  ポンプアップ式・ 重力式

・ 建物内汚水と雑排水（ ・ 分流　　・ 合流）

・ 局所式 ・ 中央式

・ ユニット型

・ 屋内消火栓( ・1号・2号・易操作性1号)

・ 合併処理

排 水 方 式

浄 化 槽 の 形 式

給 湯 設 備

消 火 設 備 の 種 別
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ ・連結散水 ・連結送水

・ 屋外消火 ・ 水噴霧消火 ・ 泡消火 ・ 不活性ｶﾞｽ ・  ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火 ・ 粉末消火

給

排

水

衛

生

設

備

・ 都市ガスガ ス の 種 別

上水水源（・ 市水　・ 井水）　　法的区分（・ 小規模貯水　・ 簡専　・ 専用水道）

給水方式

中水給水方式 （・ 水道直結方式　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

57.1％

Ⅲ．工　事　仕　様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

１．適用仕様等

３

共

通

事

項

※HFC系（R407C，R410A， R134a, R32等）　・自然冷媒（CO2， NH3)

  ℃

  ℃

    ℃

    ℃

・ 液化石油ガス ・ 簡易ガス

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

1.8℃

27.5℃

-0.7℃ 59.2％

２.　建　物　概　要

温　　度

・学校（一般系統） ・学校（厨房）

28.0

19.0

25.0 80

・（　　　　　　　　　）

％

％

　　　　つり金物

・ 敷地外放流方式

・ 直放流（ ・ 合流式　　・ 分流式）

・設ける

※要（指定機器）　　・不要

※要（指定機器）　　・不要

※ファンコイルユニット付属品　　イ) 運転表示ランプ　台数の1/2以上

                            　　ロ) フィルター　各型番台数の1/2以上

※自動巻取形空気濾過用フィルター（各台1巻）

※ユニット形空気濾過器　　　　　　個

・設ける（煙道の直線部に直径80φ以上のフランジ付とする。）　　・設けない

予 備 品

圧 力 計 及 び 連 成 計

ファンコイルユニット

用調節弁

油 サ ー ビ ス タ ン ク

地 下 貯 油 槽

※標準仕様書による。

※要（※標準仕様書による。　　・図示による。）　　・不要

・流量調節弁　　・定流量弁（流量設定が可能なもの）

イ）防油堤（コンクリート製）　　※別途工事　　・本工事

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

・給油ポンプの起動、停止　　・満油警報　　・減油警報

ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

イ）タンク室　　・設けない　　・設ける（・別途工事　　・本工事）

ロ）計量器（・計量尺　・直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　・遠隔式）

ハ）土工事　・オープンカット　・矢板（・有　・無）　・特殊基礎（・有　・無）

温 度 計 ※標準仕様書による。

瞬 間 流 量 計

19．

20．

21．

22．

23．

24．

25．

26．ア ワ ー メ ー タ ー

27．度 数 計

28． 煤 煙 濃 度 計

29．ば い じ ん 量 測 定 孔

５

給

水

設

備

※計量法　検定合格品とする。

・標準基礎　　・防振基礎

　　　　防食管継手

量 水 器 桝２．

ポ ン プ 基 礎

６．引 込 納 付 金 等

８．

７．

他の設備項目の適用

※別途

イ）防振継手　ロ）ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ハ）防振吊り金物及び支持金物（ただし揚水管のみ）

建 物 導 入 部 配 管

管 の 埋 設 深 さ ・一般敷地（・300 mm　・　　 mm）　・構内車両通路（・600 mm　・　　 mm）10．

11．

９．

器具接続用管端

・水道事業者指定品（・貸与品　　※買取り）　　・国土交通省型　　・その他

　とし、青銅製弁は管端防食継手の規定に準じた管端コアを備えたものとする。

・塩ビライニング鋼管及びポリ粉体鋼管の配管に取り付ける鋳鉄製の弁はライニング弁

・鋳鉄製ストレーナーはライニングを施したものとする。

４．弁 桝

配 管 材 料５．

３．弁 類

・その他の部分　JIS（・5K 　　・10K ）

・水道直結部分　JIS（※10K 　　・　　　　）

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※標準図（・（a）　・（b）　※（c）スリークッション）による。 

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)　・鋳鉄管（　　　型　　　種）

※用いる(図５による。)　塩ビライニング鋼管と給水栓・銅合金製配管附属品等との接続

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VA)

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VB）

・子メーター（・貸与品　　※買取り）　（・直読式　　・遠隔式）

・親メーター（※貸与品　　・買取り）　（・直読式　　・遠隔式）

厨房、浴室等のシンダー内配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）  ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

・屋内消火管　（・要　　※不要）　　　・屋外露出消火管　（※要　　・不要）

※要消 防 設 備 士

５． 管 類

６．

・配管用炭素鋼鋼管(白)(屋内)　・外面被覆鋼管（・SGP－ VS ・ SGP－ PS）

１．

２．

種 類

管 類

保 温４．

・標準基礎　　・防振基礎

※減圧弁付屋 内 消 火 栓 弁

１．

２．

３．

消 火 ポ ン プ の 基 礎

・要　　・不要

８

消

火

設

備

及びサクションカバー
フート弁・呼水槽

９

ガ

ス

設

備

・都市ガス（ガス種　※13A　・12A　）   ・液化石油ガス

屋外埋設配管　・ポリエチレン管JIS K 6774

一般配管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・ガス用ステンレス製フレキシブル管

　　　　　　　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

ピット内配管　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

・本工事　　・別途工事

※ガス漏れ警報器工事は、住宅工事においては原則として行わない。

液化石油ガス設備士による施工とする。

（財）日本エルピーガス機器検査協会、検査合格品とする。

※要　　・不要

建 物 導 入 部 配 管

絶 縁 継 手

ガ ス 栓

施 工 資 格

ガ ス 漏 れ 警 報 器

・標準図（・（ａ）　・（b）　※（c）スリークッション）による。

都 市 ガ ス３． イ）ガスメーター　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

液 化 石 油 ガ ス４．

連動スイッチ（・要　　・不要）ガス湯沸器の付属品５．

ハ）転倒防止用の鎖（・別途工事　　※本工事）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（※別途工事　　・本工事）

イ）ガスメーター（・買取り　　・借用）　　ロ）集合装置（・別途工事　　※本工事）

６．

７．

８．

９．

10．

３．

図面詳細による他、下記による。

図面詳細による。

伸 縮 継 手

グ リ ー ス ト ラ ッ プ

差込ソケット（VV）

満 水 試 験 継 手

10．

ビニル製伸縮継手

排水流し下のビニル製排水管には差込（VV）ソケットを使用すること。

特記以外JIS 5K とする。

排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付ける管は45° 2回曲りとする。

９．

８．

11． 図示による。

床上掃除口直下の曲管

可 燃 材 の 区 画 処 理

弁 類

小 口 径 桝 ふ た

コンクリート桝ふた

７．

６．

５．

４．

空気調和・衛生工学会規格SHASE-S 217（グリース阻集器）によるものとする。

　　ミカゲ（未舗装部）　鋳鉄（歩道部）　保護鋳鉄（車道部）（・T-8　・T-14　・T-25）

１．管 類 イ）・ステンレス鋼管（・圧縮接合　・溶接接合）　・保温付ステンレス鋼管

ロ）銅管使用の場合はＭ管とし、電食防止継手を取付ける。

２．器具接続用管端

　　　　防食管継手

JIS 5K とする。ただし、特記部分はJIS 10K とする。

ロ）コンクリート埋設部（・防水麻布巻　　・保温施工）

保 温

・ガス　　・灯油　　・電気

・瞬間式　　・貯湯式　　・風呂給湯器（オートタイプ）湯 沸 器

燃 料

イ）膨張水槽の保温（・要　　・不要）

ガス湯沸器用排気筒は、JIS S 3025によるSUS304(厚さ0.3mm以上)とする。

・排気筒の断熱（※要（隠ぺいの箇所のみ）　　・不要）

５．

６．

７．

７

給

湯

設

備

・鋼　管（・ねじ込み式　　・MD継手　　・　　　　　　）

・排水用塩ビライニング鋼管（・MD継手　　・　　　　　）

換

気

設

備

・汚 水 管  ・硬質塩化ビニル管(VP) 　・耐火二層管

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)：ピット内

・屋外排水管・硬質塩化ビニル管（・VP　・VU）※呼び径125以上は原則としてVUとする。

・小口径桝立上り管・リサイクル硬質塩ビ三層管（・※RS-VU）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)：ピット内

・通　気　管・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP　　・耐火二層管

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)：ピット内

配 管 材 料１．

管 接 合２．

弁 類３．

排 気 筒 及 び 煙 突４．

・ 非直放流（ ・ 浄化槽　　・ 中水処理槽）

※用いる（図５による。）

ピット内配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

トイレブース内の紙巻器、リモコン類等についてはJIS S0026に則った配置とすること。

・普通　　・盗難防止形　　・耐食　　・盗難防止形耐食　　・身体障害者対応

　定めるF☆☆☆☆基準のものとする。

洗 面 化 粧 台

※節水コマ付　　・普通コマ付水 栓

※洗面化粧台キャビネット部材は、ホルムアルデヒト放散量が日本農林規格（JAS）で

小 便 器 洗 浄 方 式 ※専用洗浄弁式　　　・洗浄弁式

５．

４．

６．

７．鏡

・洋風大便器（※節水型　　・一般型　　・高座面形）

・床置型　　・壁掛型

大 便 器 洗 浄 方 式

小 便 器

・和風大便器（※節水型　　・一般型）　※耐火カバー（防火区画貫通部）大 便 器

３．

２．

１．

水 栓 柱８．

９．器 具 配 置

・フラッシュタンク式　　　・節水型ＦＶ（バキュームブレーカ付）　　・タンク式

４

衛

生

器

具

設

備

2.0

＊次に示す機器を、重要機器、重要水槽とし、それ以外の機器を一般機器、一般水槽とする。

・

＊耐震安全性の分類 （・特定の施設　・一般の施設）

（　）書きの数値は防振機器

13階建以上の場合は上層4階

　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～ 12階建の場合は上層3階、

＊上層階の定義は、次のとおりとする。

1.5

（ 2.0）

1.0
（ 1.5）

0.6
（ 1.0）

1.5

1.5

2.0

（ 2.0）

1.5
（ 1.5）

1.0
（ 1.0）

地階及び１階

中 間 階

屋上及び塔屋
上 層 階 、

設 置 場 所

重要機器 重要水槽 一般機器
・特定の施設

耐震安全性の分類

一般水槽

1.5

1.0

1.0
（ 1.0）
0.6

（ 1.5）
1.0

（ 2.0）

1.5

重要機器

1.0

1.0
（ 0.6）
0.4

（ 1.0）
0.6

（ 1.5）

1.01.5

重要水槽
・一般の施設

一般機器 一般水槽

1.0

0.6

0.6

　　　機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める

（１）設計用標準震度（Ks）

３．耐 震 施 工 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」による。

１

一

般

事

項

発 生 材 の 処 理

残 土 処 分 ※構外搬出　　・構内敷き均し・

※18建設副産物の処理についての項を適用すること。

※フロンの処理は、19フロン処理についての項を適用のこと。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。手続き

官公署その他への

機 能 試 験 工事の内容に応じて、機能試験を行うこと。

※施工区分表による　　　・図面詳細による他 工 事 と の 取 合 い

・配管（建築配管作業）　・建築板金（ダクト板金作業）　・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）

住宅においては20戸以上、住宅以外の建物については1,500m2以上の工事に適用する。

・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

技 能 士 の 適 用

あ と 施 工 ア ン カ ー

（※冷・暖房期前若しくは指定日に総合運転調整を行い、試運転成績表を提出すること）

２．

３．

４．

５．

６．

７．

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年度版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修
70°□×1300（※合成樹脂製　・人研製　・SUS製）

・国土交通省型　図４による。

図１による。

・雑排水管  ・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP　　・耐火二層管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管　　・耐熱硬質塩化ビニル管　　・耐火硬質塩ビ管（FS-VP）

　　　　　　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法） ・金属強化ポリエチレン管

　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）　・金属強化ポリエチレン管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管　　・耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（FS-VP）

・ 温風暖房

・ パッケージ方式（ ・ 中央式　　・ 各階式　　・ 個別式）

・ 鋳鉄製ボイラ

・ ファンコイルユニット　　・ ダクト併用方式・ ダクト方式

・ 鋼製ボイラ（ ・ 立てボイラ　　・ 炉筒煙管式ボイラ）

・ 温水

・ 直だき吸収冷温水機

・ 回転形

・ 遠心冷凍機 ・ 吸収冷凍機

・ ヒートポンプチラー（ ・ 水冷　　・ 空冷）・ 温風暖房機

・ 蒸気

空

気

調

和

設

備

・ 静止形

・ 往復動冷凍機

主 要 熱 源 機 器

全 熱 交 換 器

空 調 方 式

・ 法規（ ・ 建基法　　・ 消防法）

・ 機械換気（ ・ 有　　・ 無）

・ 機械排煙（ ・ 有　　・ 無）

換 気 設 備

排 煙 設 備

・ 空気調和機

・ 将来冷房可能

・ 直接暖房（ ・ 蒸気　　・ 温水）

・ 温風暖房機

・ 暖房専用

・ 全熱交換ユニット

そ の 他 の 区 画

令8区画（・有　　・無）

排煙区画（・有　　・無）

消 防 法

建 築 基 準 法

防火区画
114条区画（・有　　・無）

５．法令による区画（本工事該当箇所に・印を付ける　※有の場合は、図示等による）

６．その他　　　（本工事該当箇所に・印を付ける）

※工事内容、留意事項等を必ず記載のこと。

・情報共有システム活用　　・余裕期間制度対象

・週休２日促進工事　　　　・入札時積算数量書活用方式対象工事　　　・快適トイレ設置対象

　（１）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

３．現場に常備する図書等

１.適用仕様等 及び２.補足基準 のうち、当該工事に係る図書等については現場事務所に常備し、監督職員の承認を得ること。

４．特　記　仕　様

（１）章および項目は番号に ・印のついたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、原則として※印を選択するが、それ以外を適用する場合は　　 ・印をつけて選択する。

（３）図面に明記なくも関係法規上・機能上・意匠上当然と認められるものは、本工事にて施工すること。

２．補足基準等

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

　（１）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　　　　　(厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省 水・大気環境局大気環境課）

　（11）「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

　（12）「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」（環境省環境再生・資源循環局）

          する配管

給 水 管 等 の 材 質

４．

５．

防火区画等を貫通 給水管その他の管が、建築基準法施行令第112条第15項の準耐火構造の防火区画等を貫通

する場合の措置は、図１による。

　　　地域係数（Z）は、1.0とする。

（２）地域係数（Z）

飲料用の給水・給湯管,継手,弁類,水栓等については、鉛に関する浸出性能基準を満足すること。

ライニング鋼管の継手６． 呼び径100以下はねじ接合、125以上はフランジ接合とする。

掘削深さ（1,500 mm以上）の掘削には矢板を使用すること。矢 板

吊 り 及 び 支 持 等

は つ り

コ ン ク リ ー ト 強 度 イ）無筋コンクリートの配合は、1：2：4とする。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、18N/mm2 とする。

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔開けは、原則としてダイヤモンドカッター

埋 設 標 識 テ ー プ

　　上水（青）　　ガス（緑）　　消火管（赤）　　中水（黄色）　　油（茶）

　　その他については、監督職員（係員）の指示による。

地 中 埋 設 標

コンクリート内の防食は、防食用ビニルテープ巻（1/2重ね１回巻）とする。
  クリート内の防食
地中埋設及びコン

８．

９． ※標準仕様書による。　・図示による。

地中埋設は、ペトロラタム系ペーストを塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープ1/2重ね１回巻きを行

詰め、表面を平滑にしたうえで防食シートで包み、プラスチックテープを1/2重ね1回巻きとする。

う。さらにプラスチックテープ1/2重ね１回巻きを行う。継手は凹部分にペトロラタム系マスチックを

※鋼材・ボルトナットを屋外又は多湿箇所に使用する場合は、溶融亜鉛メッキ（2種35）

　又は、ステンレス鋼製（SUS304）とする。

電 気 工 事

鍵 類 この工事で設置する鍵類の仕様については、監督職員（係員）の承諾を受けること。

※特記なき電線は、600Vビニル絶縁電線とする。

※可とう電線管は、2種金属可とう電線管とする。

※特記なき電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。

図２による。

埋設深さは150mm、テープ幅は150mm以上（図３）とし、色については次による。

　及び電気工事士資格を要し、「軽微な作業」を自ら行うものは電気工事業の登録または届出を要する。

※電気工事士法に定める「電気工事」「軽微な工事」を自ら行うものは、電気工事業の登録または届出

11．

12．

13．

10．

14．

15．

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

この工事に使用する機材は、監督職員（係員）の承諾を受けること。機 材１．

ハ）電動機の周波数は、60Hzとする。

ロ）電動機出力は、原則として、表示された出力以下の容量とする。

イ）機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上とする。容 量 等 の 表 示２．

用水及びプールの水張りを含む）及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

２．

　　　　　・その他

工事用電力・水

監 督 員 事 務 所１．

この工事に必要な工事用電力（仮設及び試運転調整用電力を含む）、水（機能検査、消火

５.

６．

７．

総 合 仮 設 計 画 書３． ・要する　　　・要しない

４． 足 場 ・ 構 台

工 事 表 示 板 等

工事車両の出入り口

監督員の指示による。

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

２

仮

設

工

事 仮囲い等危険防止措置

・設けない　　・設ける　（　 10 ㎡程度）　備品については監督員の指示による。

あと施工アンカーの施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の有資格者にて行うこと。
ホ）蒸気及び油配管は配管用炭素鋼鋼管（黒）とする。

ロ）冷温水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・耐熱塩ビライニング鋼管

　　　　　　　・一般配管用ステンレス鋼鋼管

ヘ）冷媒管（・銅管　　・断熱材被覆銅管（製造者標準品））

ト）冷媒管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）　・無）

ハ）排水管　・配管用炭素鋼鋼管（白） ・硬質塩化ビニル管（VP）  ・カラーVP

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

ニ）冷却水管　　※塩ビライニング鋼管（※SGP-VB　・　　　）

（ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝを除く）

チ）膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料は、水道用亜鉛メッキ鋼管とする。

イ）給水管　　・塩ビライニング鋼管（・SGP-VB　・SGP-VA）配 管 材 料４．

ヘ）※2015年省エネ基準値対応品とする（各メーカ最高APF機種）

　　・耐熱塩ビライニング鋼管　　　　 　・保温付被覆銅管　　・被覆断熱銅管

ロ）冷媒管（※断熱材被覆銅管（断熱厚さ：液管10mm、ガス管20mm））

施 工 図 の 作 成 ※要　　・不要８．

16． 総 合 試 運 転 調 整

・温度　　・湿度　　・風量　　・水量　　・騒音　　・飲料水水質　　・雑用水水質

調整項目は下記の通リとし、測定表を提出する。なお測定箇所は監督職員（係員）の指示による。

・銅管

ト）機器表記載の能力を、定格ではなくインバータ最大能力で満たすこと。

排 煙 風 量 測 定

操 作 配 線 排煙口～手動開放装置の配線は、標準仕様書第4編1.5.1 表4.1.11による耐熱・耐火ケーブルとする。３．

４． 建築設備定期検査業務基準書 2023年版（一財)日本建築設備・昇降機センターの検査方法に準ずる。

　（４）「機械設備工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「電気設備工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

による。事前にＸ線探査機等を使用し、コンクリート内の配筋・配線等を避けること。

工事名称 図面名称

（公財）福岡県建設技術情報センター 尺度 図面番号
〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号 日付
１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

注記　※印を標準適用とし、○印がある場合は、○印項目を適用する。

　（13）「建築工事の手引き」　（公財）福岡県建設技術情報センター編集

福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧２１２２－１

Ｒ　Ｃ体育館 ２　階　 ７項

屋　　外

・

・

新設

新設

・

・ 新設

新設

中水水源（・ 雑用水処理水　・ 雨水　・ 井水　）　　

４　本　工　事　設　備　概　要　　　（本工事該当箇所に・印を付ける）

112条区画（・有　　・無）

延焼のおそれがある部分（・有　　・無）

共住区画（・有　　・無）

・体育館アリーナの空調、換気設備を新設する。

・災害時避難場所として空調及び電源供給を確保出来る設備とする。

学校運営中での施工となる為、施工にあたっては生徒、職員への通知を遅延なく行うと共に安全の確保を徹底すること。
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空

気

調

和

設

備

６

排

水

設

備

１．

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

ロ）排気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

イ）給気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚は、表１による

イ）給気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

※厨房排気は原則としてアングル工法とすること

・床置（・標準基礎　　・防振基礎）

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質

・天吊（標準図による。）

ニ）防煙ダンパー　　ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり金物

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※厨房　　※浴室（シール有）

イ）排気フードの補強及び支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

ロ）排気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

多 湿 箇 所 の 範 囲

他の設備項目の適用

送 風 機 の 基 礎

７．

８．

９．

ダクトの工法・種類３．

１．

厨 房 ダ ク ト の 板 厚２．

ダ ク ト の 分 岐 方 法

厨 房 排 気 フ ー ド

４．

５．

６．

換 気 方 式 ・有圧換気扇による第３種換気方式

ウ ェ ザ ー カ バ ー

ロ）材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

ニ）ドレン管の材質　・硬質塩化ビニル管（VP）  　  ・カラーVP（屋外露出部）

・耐熱塩化ビニル管（HTVP) : GHP屋外機排水管

機械工事工事特記仕様書（１）

・他工事　　　・本工事（建築工事図による。）

７．

体育館

3 3 1 4
.

2 3

GHP屋外機、　ＬＰＧバルクタンク

（アリーナ）

・他工事　　　・本工事（建築工事図による。）

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

交通誘導員　　・配置する（　　　名以上）　　　・配置しない1

Ｍ－０１

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、発注者および監理者と協議すること。

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、発注者および監理者と協議すること。



鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

Ｍ－０２

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　粘着テープ

１.アルミガラスクロス化粧付　　　 ２.アルミガラスクロス

保 温 種 別

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 

施 工 箇 所

営

繕

保

温

仕

様

屋外露出・多湿箇所

天井内･PS内･空隙壁中

床 下 ・ 暗 渠 内

屋 内 露 出

機 械 室 ・ 倉 庫

屋外露出・多湿箇所

建

設

副

産

物

の

処

理

に

つ

い

て

14

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス

15

受
水
槽

浄
化
槽

設
備

※浄化槽仕様書による。

設
備

※加圧給水ポンプ（住宅物件）の仕様については、加圧給水ポンプユニット仕様書

16

区 別

排水管 消火管 給湯管 ガス管

黒 管 塗 装

白 管 塗 装

（国土交通省仕様）による。

排水

メーターボックス内黒管

メ ー タ ー ボ ッ ク ス 内

屋内露出（住宅内）黒管

メーターボックス内白管

給湯 ガス

屋内露出（住宅内）白管

施 工 箇 所
給水

機 械 室 内

保 温 種 別

床 下 ・ 暗 渠 内

屋 内 露 出 （ 住 宅 外 ）

区　　　　分

床 下 ・ 暗 渠 内

住　

宅　

保　

温　

仕　

様

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　４.着色アルミガラス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　  　フィルム　　　　 クロス

17

天 井 内 ・ P S 内

１．保温チューブ

１．保温チューブ

屋 外 露 出

流 し 裏

１.ねじ部錆止め

洗 面 台 内

土 中 埋 設

スラブ上床板間転がし

屋 外 露 出 白 管

屋 外 露 出 黒 管

コ ン ク リ ー ト 内

スラブ上床板間転がし

１.保温チューブ

木 造 壁 内

屋 外 露 出

１.ペーストペトラタム系　　２.ペトラタム系防食テープ １/２重ね１回巻き

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１. 0.4m/m防食ビニールテープ１/２重ね１回巻き

※ 硬質塩化ビニル管及び鋳鉄管のコンクリート、地中埋設部は防食施工しない。

※ 支持金物仕様PS内（鋼製）、屋外（SUS製）、その他（樹脂製）とする。

※ 間仕切壁（PL板除く）貫通の場合は両側にプラスチックプレート取付のこと。

※ サニタリーベンド及び通気管の屋内露出部分は塗装する。

※ 屋内露出（便所）の通気管は塗装する。

※ コンクリート貫通部分には、防食処理を行う。

施 工 箇 所
区 別

保 温 種 別
温水管 蒸気管 冷水管

冷温水管
ブライ
ン管 冷媒管

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　　　粘着テープ

１.アルミガラスクロス化粧付　　　 　　２.アルミガラスクロス

空
調
設
備
工
事　

　
　
　
　

管

冷　

媒

冷
温
水

冷水管
(冷水温度2～4℃)

 　保温筒

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　 クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　 　・ガルバリウム鋼板

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　フィルム　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

 　　（２回）　　 　　（２回）

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.アルミガラスクロス

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 化粧原紙

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.合成樹脂製カバー

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

 　　（２回）　　 　　（２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.エッチング　　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.綿布　　　　　５.目止め　　　６.調合ペイント

 　プライマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.アルミガラス

 　保温筒  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　クロス

 　プライマー　　　 　（１回）　　　 　  （２回）

 　プライマー　　　 　（１回）　　 　   （２回）

 　（２回）　　  　　（２回）

１.エッチング 　 　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板

　 保温筒　　　　　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

 　　（２回）　　 　　（２回）

 　プライマー　　　　 （１回）　　 　　 （２回）

屋外露出・多湿箇所

屋外露出・多湿箇所
１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.・ステンレス鋼板
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

屋外露出・多湿箇所

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　

　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 

天井内･PS内･空隙壁中

屋 内 露 出
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム
１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

天井内･PS内･空隙壁中

機 械 室 ・ 倉 庫

屋 内 露 出

機 械 室 ・ 倉 庫

屋 内 露 出 １.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

天井内･PS内･空隙壁中

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.・ステンレス鋼板
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　　　　 ・ガルバリウム鋼板

１．錆止めペイント（鋼管部）

※ さや管ヘッダー工法におけるヘッダー管は保温を行うこと。
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給

排

水

衛

生

設

備　

管

類　

（２）軽荷重（１）重荷重

VU管

鋳鉄蓋・ミカゲ蓋

捨てコンクリート

VP管

1
0
0

VP管
VU・VP変換ソケット

台座

VU・VP変換ソケット

保護鋳鉄蓋塩ビ製中蓋

小口径桝

切込砕石　

VU・VP変換ソケット

小口径桝

VU管

5
0

VU・VP変換ソケット

参考図３　小口径桝取付要領図

給水管 中水管

※ 給湯器接続用フレキは保温チューブにて保温すること。

（※副管サイズは主管サイズより１サイズ下でも可。）

G.L

6
0
0
以
上

山 砂

G.L

参考図１ 　水槽類埋設 参考図２　ドロップ桝参考図

参 考 図

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚については、以下による

６．上記以外の異種金属接続部

５．水抜きテスト弁と塩ビライニング鋼管接続部

絶縁オスメスソケット

伸縮メーターユニオン（砲金）
伸縮弁（砲金）

水道メーター（砲金）

絶縁オスメスソケット

４．水道メーター（砲金）、伸縮弁（砲金）、伸縮メーターユニオン（砲金）と塩ビライニング鋼管

　　接続部

　　絶縁エルボ又は絶縁オスメスソケットを使用すること。

３．マイクロエアベンド及びエアセパレーターと塩ビライニング鋼管接続部

砲金製バルブ

絶縁オスメスソケット

シングルレバー混合水栓

絶縁エルボ
水　栓

絶縁オスメスソケット

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

２．衛生器具（水栓類、便器、洗面器等）接続管と塩ビライニング鋼管接続部

異種金属接続部は、屋外埋設配管を除き電食防止のため、異種金属接続用絶縁継手を使用すること。

使用箇所例を下記に示す。

１．砲金製バルブと塩ビライニング鋼管接続部（コア入りバルブは除く。）

亜鉛鉄板 ステンレス鋼板

板厚

0.8以上

0.5以上0.6以上

0.8以上

1.0以上

1.2以上

0.6以上

1,200を超え1,800以下

450を超え1,200以下

450以下

1,800を超えるもの

ダクトの長辺

〔単位：ｍｍ〕

20

中

水

道

配

管

設

備

水 源

２．配 管 材 料

１． ・雨水　　・雑用水処理水　　・井水

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VB）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PB）

試 験４． 誤接続がないことを確認するため衛生器具等の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通

水試験等を行う。

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－VA）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PA）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)(屋内） ・鋳鉄管（　　型　　種）

フ

ロ

ン

処

理

に

つ

い

て

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

３．地中埋設バルブの鉄蓋は「処理水」入りを使用すること。

１．バルブハンドルには若草色の着色塗装を行うこと。

２．バルブ等で誤操作する恐れのある個所には、標示板等を取り付け

　　処理水の等であることが識別できるようにする。

バ ル ブ 等

埋 設 部 の 配 管

メ ー タ ー １．メーター本体に若草色の着色塗装を行うこと。

２．メーターボックス蓋は「処理水」入りを使用すること。

（ 地 中 埋 設 部 ）

２．保温後の要所には「処理水」と表示する。

コンクリート内 ２．「処理水」の文字入り埋設標識テープ（黄色）を布設する。

地 中 埋 設 部 １．埋設前の裸管に若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

　　間隔に巻く。

配管

屋内隠ぺい配管 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

　　間隔に巻く。

２．保温後の上には若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

屋内・屋外露出 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

３．誤 接 続 の 防 止 対 策

注）若草色とは黄緑色をいう。

「処理水を雑用水」と読みかえる。

井戸水を雑用水として使用する場合は、上表において「若草色を紫色に」、

処理水用の若草色表示テープ、黄色の埋設標識テープは福岡市管工事組合に常備。

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

ピット内配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ポリ紛体鋼管（SGP－PD）

配　管　等　　※塗装できない管種にはテープ巻きを施すこと

第１項第７号に規定されており、次のいずれかに該当すること。

用途

の覆い有り

以上の鉄板
厚さ0.5mm

無し

覆いの有無

5.5mm以上

6.6mm以上

4.1mm以上

5.5mm以上

6.6mm以上

5.5mm以上

7.0mm以上

給水管等の外径

３０分
耐火構造

１時間
耐火構造

２時間
耐火構造

　 90mm

　 61mm

　 61mm

　 90mm

　 90mm　115mm

　 90mm

6.6mm以上

防火構造

肉厚

給水管

排水管及

び排水管

に付属す

る通気管

１
ｍ

１
ｍ

防火区画

不燃材料

モルタル埋め

　 90mm(75)

　115mm(100)

　 61mm(50)

　 90mm(75)

　115mm(100)

　 90mm(75)

　115mm(100)

　141mm(125)

※呼称寸法未満の給水管等については、JISに適合した硬質塩化ビニル管であれば、表中の肉厚に満たなくても
　同一の性能を有しているものとして取り扱う。

※表中の（　）内は適合可能な硬質塩化ビニル管(JIS K 6741のVU管を除く）の呼び径寸法を示す。

２．平成１２年建設省告示第１４２２号に適合すること。（下表）

　　（難燃材料又は硬質塩化ビニル管(VP)を用いる場合）

１．防火区画等の貫通部分及び両側１ｍ以内を不燃材料で

　　造ること。（右参考図参照）

※　耐火二層管は不燃材料に該当せず、後述の３．に従う。

給水管、排水管及び通気管等が防火区画等を貫通する場合の措置は、建築基準法施行令第１２９条の２の４

３．国土交通大臣の認定を受けたものであること。

　　例１）硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)に防火区画貫通用

　　　　　テープを用いる場合（右参考図参照）

　　例２）耐火二層管を認定条件に従って施工する場合

　　　　（立管はすべて耐火二層管とし、横管は立管の

　　　　　分岐から１ｍまでを耐火二層管とし、その延

　　　　　長部分を硬質塩化ビニル管とした場合など）

  900

25 以下

180x180

200φ

  700

120

  550

100

ｔ”

 75

100300x300

100～200

記号

MHA-P300

 75

ふたＴ

Ｂ１

ＶＣ－４

Ｂ１

 75
40 以下

450x450

120

MHA-P450

 50～ 80

ＶＣ－５

ＶＣ－１

ＶＣ－３

100

120

Ｂ

  850

100

ｔ’

100

1,200 120

弁の呼び径

ＶＣ－２

ＶＣ－Ｐ

Ｂ

注（イ）本表のB及びH寸法は、5K

　　　　仕切弁を対象とする。

　　　　要に応じ鉄筋を入れる。

　（ロ）コンクリート部には、必

　　　　場製品でもよい。
　　　　なおコンクリート部は工

　（ハ）桝底部には、必要ある場

　　　　合は、水抜管を設ける。

Ｔ

H

Ｂ１

ｔ
’

2
0

ｔ
’

砂利

弁桝ふた モルタル

切込み砂利又は切込み砕石

2
0

G.L

Ｔ

ヒンジピン

1
20

コンクリート

仕切弁等

8
0

200φVPB

G.L

VC－PVC－1～VC－5

埋設標識テープ

1
0
0

1
00

H

1
5
0

150

W1

W2

G.L

埋 設 深 さ H

１　　　300以上

２　　　600以上

３　　　　 以上

山 砂

表２　厨 房 排 気 ダ ク ト の 板 厚

※　原則、アングルフランジ工法にてシールを施すこと

図３　配 管 埋 設 参 考

図４　弁桝

図１　防 火 区 画 等 貫 通 部 措 置

図２　機器の吊り施工例

45°±15°

吊り長さ

Ｌ

全ねじ交差金具

締め具

防火区画
防火区画貫通用テープ

モルタル埋め

硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)

図５　異種金属接続部

屋外露出・多湿箇所

※ スパイラルダクト（フランジ部を除く。）の保温は、グラスウール保温板32K使用してもよい。

※ ＯＡダクトが室内空調空間を経由する場合は保温すること。

２．アルミガラスクロス粘着テープ　　３．きっ甲金網（鉄）

アルミガラスクロス化粧

アルミガラスクロス化粧

１．ロックウールブランケット　　２．鉄線　　３．着色亜鉛鉄板

円 形

保 温 種 別

１．屋内隠ぺい

屋内隠ぺい

区 分

２．１．鋲

煙 道

ロックウール保温帯

排

煙

風

道

矩 形 ３．アルミガラスクロス粘着テープ　　４．きっ甲金網（鉄）

※ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒及びﾛｯｸｳｰﾙ保温筒又は､保温板の使用が困難な箇所は､ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄを使用してもよい｡

ロックウール保温板

※ 防火区画を貫通する管の保温は、その貫通する部分をロックウール保温材とする。

※ ストレーナー・弁の保温は、屋内屋外ともビスなどにより容易に着脱できる構造とすること。

※ 蒸気管、温水管の保温は、ポリエチレンフィルムを除く。

※ 全熱交換器の一次側ＯＡ、ＥＡダクトは保温工事を施すこと。

円 形 風 道
（スパイラルダクト）

　 保温帯

１.グラスウール

４.鉄線

　 フィルム
３.ポリエチレン

２.鉄線　 グラスウール

　 保温帯

　 クロス化粧 　 保温帯

　 グラスウール

　 クロス化粧

　 保温帯 ２.鉄線

１.グラスウール １.アルミガラス１.アルミガラス

　 テープ

　 クロス粘着

３.着色亜鉛鉄板

　 クロス粘着

２.アルミガラス２.アルミガラス

　 テープ ５.ステンレス鋼板

屋 内 露 出
屋内隠ぺい

多湿箇所居 室 ･ 廊 下

屋外露出
区 分

機械室・書庫･倉庫

一

般

風

道

矩 形 風 道

１.鋲１.鋲

３.着色亜鉛鉄板

１.鋲１.鋲

２.グラスウール２.アルミガラス

　 クロス化粧 　 クロス化粧　　保温板 　 保温板

２.アルミガラス ２.グラスウール

　 グラスウール 　 グラスウール

　 保温板 　 保温板
３.ポリエチレン

　 フィルム

　 クロス粘着

　 テープ 　 テープ

３.アルミガラス

　 クロス粘着

３.アルミガラス ４.鉄線

５.ステンレス鋼板

・ ドレン管の保温は、排水管の項による。

１.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

１.被覆銅管の断熱材　２．ラッキング（・ステンレス鋼板　・ガルバリウム鋼板）

（ ・樹脂　・ステンレス鋼板　・亜鉛メッキ鋼板）

下請工事の場合は不要「再生資源利用実施書」の作成

「再生資源利用計画書」の作成 下請工事の場合は不要

「建設副産物の処理結果報告書」の作成 下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要「建設副産物の処理計画届」の作成

分別保管場所からの積込み・運搬・処分

現 場 内 分 別 保 管 場 所 ま で の 運 搬

現 場 内 分 別 保 管 場 所 の 設 置

現 場 内 に お け る 分 別

処　　理　　内　　容 備　　　　　　考

建設副産物の処理内容

※　工事請負業者は、第１種フロン類充てん回収業者にフロン回収処理を依頼し、回収後、引取証明書及び第１種

※　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）に該当する機器（ルームエアコン等）については、

　適切に処理し、管理票（家電リサイクル券）を竣工図書に添付すること。

フロン類充てん回収業者登録書のコピーの発行を受け、竣工図書に添付のこと。

引取証明書、業者登録書のコピー

工 事 請 負 業 者

発 注 者 (施 設 管 理 者 ）

引取証明書

・・・フロン類回収・運搬

フロン類引渡

委託確認書

回収・運搬・破壊費用支払

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に従い処理すること。

業務用冷凍空調機器の
有無の事前確認への協力

委託確認書
引取証明書、業者登録書のコピー
フロン回収証明書

業務用冷凍空調機器の有無の確認
確認結果を書面で説明

第１種フロン類充てん回収業者

フロン類破壊・再生業者 ・・・フロン類破壊処理、一部再生利用

表１　横走り管の吊り及び振れ止め支持間隔

横走り管の吊り、形鋼振れ止め支持間隔は下記の通リとする。

8015 20 25 32 40 50 65100125 150 200 250 300呼び径

ビニル管

銅　　管

鋼管・ステンレス鋼管 2.0ｍ以下

1.0ｍ以下

1.0ｍ以下

3.0ｍ以下

2.0ｍ以下

2.0ｍ以下

分類

吊り金物
による吊り

6.0ｍ以下

6.0ｍ以下
形鋼振れ
止め支持

8.0ｍ以下

8.0ｍ以下

8.0ｍ以下

12.0ｍ以下

12.0ｍ以下

12.0ｍ以下

ビニル管

銅　　管

鋼管・ステンレス鋼管

※冷媒用銅管の横走り管吊り金物間隔は、銅管の基準外径が9.52mm以下の場合は1.5ｍ以下、12.7mm以上の場合は

　液管25mm未満の形鋼振れ止め支持間隔はガス管の外径による。

　2.0ｍ以下とし、形鋼振れ止め支持間隔は銅管に準ずる。ただし、液管・ガス管共吊りの場合は液管の外径とするが、

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発生抑制、

再利用、適正処理を推進する。現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目

ごとに分別保管場所を設置し、集積すること。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物

　また、「再生資源の利用の促進に関する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、

適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。工事に際しては、工事着手前に

「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報告書」(共に添付書類を含む)を提出すること。

有価物（スクラップ）については受注者責任の元、適切に処分を行うこと。処分を行った場合は、

・廃プラスチック・がれき類

 指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）  その他の副産物

　(コンクリート塊）

　(アスファルト塊）

・木くず

・汚泥

・ガラス、陶磁器くず

・廃石こうボード

・金属くず

・繊維くず

・廃PCB等

「電気事業法：電気関係報告規制」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」

　２．除去処理

・廃石綿等

　　　アスベスト含有保温材等（煙突用断熱材は除く）の除去は可能なかぎり粉じん飛散抑制剤で十分に湿潤化

　　した後、手ばらしで行う事。手ばらし以外の除去（グローブバック方式による除去は除く）の場合は、「改

　　修仕様」９.１.３および「改修指針」９.１.３による。

　　　事前調査で石綿の有無が明らかにならない場合は、監督員と協議の上、必要に応じ分析調査を行うこと。

　　　また調査結果を石綿事前調査報告システムにより報告し、作業開始前に監督職員へ書面で説明すること。

　　　本工事は石綿有無の事前調査が必要な工事で、調査は法令で定められた有資格者が実施すること。

　１．事前調査及び調査結果報告

　３．汚染物処分

　（１）除去したアスベスト含有保温材等の処理方法は、「改修仕様」９.１.３（ｂ）（２）及び「改修指針」

　　　　９.１.３（ｂ）（２）により、密封処理する。

　（２）施工区域内において、アスベスト含有保温材等の廃材を高所から移動する場合は、揚重機を使用して、

　　　　アスベスト含有保温材等を高所より落下させない事。なお、アスベスト含有保温材等の保管、運搬、処

　　　　分等については、「改修仕様」９.１.３（ｃ）及び「改修指針」９.１.３（ｃ）による。

 特別管理産業廃棄物

に引き渡すこと。

に従い、報告書を作成し届出を行うこと。また廃ＰＣＢについては、適切に保管できるようにして施設管理者

マニフェストと別に、有価物としての処分量が確認できる伝票等を添付すること。

18

19

１.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

１.被覆銅管の断熱材　

１.被覆銅管の断熱材　

吊り長さが250mm以上、重量10kg以上の設備機器（天井吊型

のファンコイルユニット、天井吊型またはカセット型のパッ

ケージ形空気調和機屋内機、天井隠ぺい形全熱交換ユニット）
については、四隅を鉛直吊りボルトで支持し、隣り合う２本

※　Ｘ状斜材の規定取付角度（45±15度）が確保できない場合や

吊り長さが1500mmを超える場合は斜材を複数段設置するか、

プ（Ｗ1/2またはＭ12以上）の吊りボルトを使用すれば斜材同

ただし、吊り長さが500mm以下の場合に限り、ワンサイズアッ

毎にＸ状斜材を締め具で堅固に取り付けて、天井との相関変

位を抑制すること。

等として取り扱う。

鋼製架台を用いることにより、規定取付角度を確保すること。

工事名称 図面名称

（公財）福岡県建設技術情報センター 尺度 図面番号
〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号 日付
１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

注記　※印を標準適用とし、○印がある場合は、○印項目を適用する。

機械工事工事特記仕様書（２）



1

訂
2

3
正

4

鞍手中学校

小牧

八劔神社

コメリ

種善寺

セトル鞍手

ｾﾚﾓﾆｰﾎｰﾙ
鞍心館

鞍手町立武道館

鞍手町立体育館

タケシタ調剤
薬局くらて店

鞍手病院

鞍手町役場

鞍手歴史民族博物館

鞍手町中央公民館

福岡鞍手店

直方警察署
鞍手交番

鞍手あゆみこども園

剣南小学校

願照寺

上新橋

大池

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ

スーパーセンター

トライアル鞍手店

鞍手町民グランド

工事場所：福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧2122-1

附近見取図

〒 811-2416

１ 級 建 築 士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1 - 1 2 2 9 0号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中 　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡 県糟屋 郡篠栗 町田中  3丁目 10-20

附近見取図・配置図

図 面 名 称

工 事 名 称
縮 尺

A3　1/2000

A1　1/1000

図面番号

体育館棟

駐車場

歩道 歩道

車道 歩道歩道

国旗掲揚台

正門

▲ ▲

▼

渡廊下（新設）

屋外トイレ

▼

野球場

階段場客席

駐車場

階段場客席

倉庫

▼

車道

780

植栽帯

横断歩道 車道 -420車道

部室
棟２

横断歩道

-30

1050

（42台＋車椅子利用者用2台）

（111台）

プール

ダックアウト

ダックアウト

テニスコート

▼

駐輪場

-3420

グラウンド

-50

1,025

1300

（402台）

本館（校舎棟）
延床面積　10,737.44　㎡
建築面積　　6,115.00　㎡

プロパン庫

延床面積　3,629.47　㎡
建築面積　2,712.31　㎡

10
,0

0 0 道路境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

道
路

境
界

線

道
路
境
界
線
（
42項

1項
道
路
　
町
道
：
上
新
橋
・
伊
予
谷
線
）

42条1項1号道路（町道：中本町・小牧線）

10
,0
00

駐輪場

石灰倉庫

FL =GL+500

FL =GL+300

実習棟２

実習棟１

渡
り

廊
下

-850部室
棟１

N

配置図　　 S=1/1000

卓球場

柔剣道場
2階 ：今回工事範囲を示す。

N

N

N

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

Ｍ－０３

工事上の注意事項
１．仮設施工計画書を提出後、監督員の承認を得ること。
２．足場設置の可能な期間はR8.11月～R9.2月までとし、この期間内に機器類の設置が
　　できるように、機器類の発注を行うこと。
３．平日（月～金）の作業終了時間は、16:30までとすること。

11．工事中やその他工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は、現況復旧すること。
10．側溝・土間等に重機が入る可能性がある部分は、鉄板敷等で養生すること。
９．工事ヤードについては学校管理者と打合せを行うこと。
８．大型車両の廻りはカラーコーン等を設置して、安全対策を図り、事故防止に努めること。
　　時は交通誘導員が誘導し、事故防止に努めること。
　　時は交通誘導員が誘導し、事故防止に努めること。
７．工事車両と生徒との動線が重なる部分は安全対策を徹底し、大型車両の搬入・搬出
　　スクールバス発車前18：00頃、19：15頃）は、避けて出入りを行うこと。
６．工事車両は、登下校集中時（登校時間：7：30～8：30、下校時間16：00～17：00、
　　協議し、承諾を得ること。
５．やむを得ず、上記２・３以外の期間や日時で工事を行う場合は、事前に学校管理者と
　　原則として土曜日の13時00分までは作業しない。
４．土日祝日における作業実施については、学校管理者との打ち合わせを要することとし、
　



〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

配管系統図

Ｍ－０４

プ ー ル

×7

1FL

GL

2FL

RFL

5
5
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

配管系統図

B

C

D

E

F

記号 液管サイズ

15.9 28.6

28.612.7

12.7 25.4

9.5 22.2

9.5 19.1

9.5 15.9

本表は参考値とし施工にあたっては採用メーカー指定のサイズとする。

冷媒配管サイズ表

A

A

A

A

×7

ア リ ー ナ

BCDEFF

F

E

D

C

F

F D B
BD

A

×8

F

ガス管サイズ

A

バ ル ク タ ン ク

×6

N

HB

HB

HB

GHP

GHP

GHP

GHP

GHP GHP GHP GHPGHP

BCDEF
A

B-1 B-2 A-2 B-3A-1

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
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〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

凡例、機器表、バルクタンク詳細図

Ｍ－０５

(
2
0
0
)

機器番号 機器名称 性能・仕様

消 　 　 火 　 　 器 ＡＢＣ１０型　蓄圧式

消 火 器 保 管 箱 露出型ＳＵＳ製　ＡＢＣ１０型１本用

型式　　　　：　自然気化式　　い号プロパンGB-1 バルクタンク貯槽

数量 設置場所及び系統 備　考

1

1

1

バルクタンク置場

バルクタンク置場

バルクタンク置場

コンクリート基礎：建築工事

別途工事（備品）

注）（１）ガスバルク貯槽のガス残量計測を行い、警報信号をＰＨＳ回線にてガス供給事業者へ送信する。（ガス供給事業者工事）

　　（３）バルク貯槽は、アース接地の他、「液化石油ガス法」に適合した安全対策等を行う事。

　　（２）警報信号は、①過充填レベル警報　②補給警報　③下限警報とする。なお、各警報におけるバルク容量は監督職員、監理者と協議し、決定する事とする。

　　（４）バルク貯槽等の試運転は、実際にガスを充填し行う事。（試運転用のガス充填費用は施工者の負担とする）ガス供給事業者の選定は監督職員、監理者と協議し決定する事とする。

・液取入弁

・過充填防止装置

・均圧弁

・液面計

・安全弁

・液取出弁

等一式付属

ＧＢ－１　ガスバルク貯槽詳細図　（参考図）

番号

1

2

3

4

5

コーナー柱

パネル

扉

下枠

前上パネル

品　　名 材　　質

亜鉛メッキ鋼板　1.0t

亜鉛メッキ鋼板　1.0t

亜鉛メッキ鋼板　1.0t

亜鉛メッキ鋼板　1.0t

亜鉛メッキ鋼板　1.6t

バルクタンク用フェンス詳細図（参考図）

M

ガスメーター（貸与品）

50

メーターガス栓50A

50

Ｒ

M

バルク貯槽

ボールバルブ50A

ＬＰＧ配管系統図

漏洩検知メーター

（漏洩検知装置付）

バルク用調整器

バルク貯槽仕様表

ガスヒートポンプパッケージ形

空気調和機 （室外機） 冷房能力　  ：　56.0kW　　　暖房能力　：　63.0kW

自立時冷房能力(目安)　  ：　45.0kW　　　暖房能力　：　50.0kW

型式　　　　：　マルチ自己発電、冷暖切換型、高効率タイプ　 屋外機置場

：親機

3φ200V 非発電時

発電時

(冷房) 1.33

(暖房) 1.19

(冷房) 0.13

(暖房) 0.13

2

送風機　　  ：　0.75KW×2

停電時発電容量（最大接続容量）　  ：　3.0KVA

ガスヒートポンプパッケージ形

空気調和機 （室外機） 冷房能力　  ：　56.0kW　　　暖房能力　：　63.0kW

自立時冷房能力(目安)　  ：　45.0kW　　　暖房能力　：　50.0kW

型式　　　　：　マルチ自己発電、冷暖切換型、高効率タイプ　 屋外機置場非発電時

発電時

(冷房) 1.33

(暖房) 1.19

(冷房) 0.13

(暖房) 0.13

送風機　　  ：　0.75KW×2

停電時発電容量（最大接続容量）　  ：　3.0KVA

：子機

付属品　　  ：　冷媒分岐管　他一式

1φ200V

空気調和機 （室内機）

ガスヒートポンプパッケージ形 型式　　　 　：　天井吊形 アリーナ2階(冷房) 0.16

(暖房) 0.16

リモコンスイッチ

3φ200V

GHP

3

N 冷房能力　   ：　 14.0kW　　　暖房能力　：　 16.0kW

8

付属品　　   ： ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ、ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ×２（８台当たり） 4台同時運転×2

GHP屋内機＋輻射パネルユニット 壁掛型縦置タイプ 1φ200V アリーナ１階

リモコンスイッチ

20

7台同時運転×2
6台同時運転×1

冷房能力　   ：　 7.1kW　　　暖房能力　：　 8.0kW

付属品　　   ： ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ、ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ×3（20台当たり）

(冷房) 0.055

(暖房) 0.055

GHP
HB

ボールバルブ25A ×5

GHP-2 GHP-2GHP-2GHP-1 GHP-1

正面図 

付属品　　  ：　調整器、圧力計、漏洩検知装置、超音波式液面計、その他付属品

バルクタンクフェンス 、ガス栓ボックスユニット（５口以上）

10

11

12

13

14

8

9
低圧燃焼器用ホース
配管支持ブラケット

配管支持ブラケット固定用金具

ホース収納ブラケット
配管ＡＳＳ'Ｙ、ボルト類

ガス検知器
ガス検知・残ガス警報通信設備

1

1

1

1

1

2

2

２０Ａ－３０００Ｌ

番号 部   品   名 備      考数 量番号

１

2

3

4

5

6

7

部   品   名

供給ユニット（圧力調整器）
低圧金属フレキ管

低圧燃焼器用ホース

バルクベース

マイコンメータ

ガス栓ボックスユニット

備      考数 量

1

1

1

1

1

1

1 ガス栓5口以上、防滴型

ユニオンニップル型
容量：50ｋｇ／ｈ

2.9t型バルク貯槽

バルク貯槽  ：　地上式、縦型、充填ガス量　2,900㎏

平面図 
側面図 

消火器ボックス

燃料：LPG

燃料：LPG

防球保護枠付

記　号 名　　　称 仕　　　　様 規　　格 備　　　考
冷媒管

屋外露出部　　　：硬質ポリ塩化ビニル管（カラーＶＰ）

空調用断熱材被覆銅管

ドレン管

JIS H 3300

JIS K 6776

JIS K 6742

JIS G 3452

室外内機器渡り配線含む。

GHP屋外機排気ドレン

GHP屋外機凝縮水ドレン

JIS G 3452へJIS K 6720の
硬質塩化ビニル樹脂を外面被覆

屋外機排水管　　：耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

屋外土間埋設部　　　：硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

凡　例

屋内一般露出部、隠蔽部　：硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

JIS K 6742

JIS K 6742

ガス管

屋外露出部　　　：硬質塩化ビニル外面ライニング鋼管（ＶＩ）
JIS K 6720

地中埋設部　　　：ポリエチレン管（PE） JIS K 6774

空調設備　機器一覧表

機器番号 機器名称 性能・仕様
電気仕様

数量
電　圧 容量（kW）

備　考設置場所及び系統

有圧換気扇 アリーナ2階1φ100V

付属品　　   ：  SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）、保護ガード他付属品

0.2 4PF
1 排気用 送風量　　   ：　3,260 m3/h　　　機外静圧：70 Pa

集中リモコンスイッチ 校舎棟　職員室運転/停止、モード変更、集中個別切り替、週間プログラム 等の機能付 １

1）電気容量は参考値とする。

2）機器能力は表記の数値以上とする。

特記事項

3）機器仕様は製造者標準仕様とする。

GHP
HB

GHP
A-1

GHP

GHP
B-1

GHP

GHP

A-2

B-2

B-3

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

コンクリート基礎：建築工事図面による

ネットフェンス：建築工事図面による

コンクリート基礎：建築工事図面による

ネットフェンス：建築工事図面による

冷媒分岐管　他一式

付属品　　  ：　自立ﾕﾆｯﾄ盤（切替スイッチ盤共）　3台セット×１、2台セット×１　計2セット

型式　　　 　：　低騒音型有圧換気扇 6P （電気式シャッター付）450φ

4

2

1

3

5

12 13

4

12

12

5

12
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〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

A3　1/200

A1　1/100

１階平面図

Ｍ－０６

以降２階平面図参照

×7

GHP
HB

×6

GHP
HB

×７

GHP
HB

アリーナ

FL±0

ス
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ー
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下
収
納 FL＋1000

ステージ
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水
勾
配

UPUP
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倉庫
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UP 水勾配

5,500 6,500 6,500 6,500 6,500 5,500 7,0006,500 21,100
X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

▽上部 メンテナンス通路
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排水溝 W 200UP

プール機械室

下部:消火水槽

消火ポンプ室
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水
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女子更衣室
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電源切替盤×2面
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コンクリート土間斫り、原形復旧

1階平面図ー２

注）1.　　にて示す箇所はダイヤモンドカッター穿孔、原形復旧とする。

2.冷媒配管サイズは配管系統図参照
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側溝に放流

40HTVP

離隔距離5.0m以上

Ａs舗装部掘削
原形復旧

埋設標示

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｅ－Ｅ断面図

Ｆ－Ｆ断面図

配管支持架台 ： 125×65×6t

保護カバー、支持架台共　溶融亜鉛メッキ

Uボルト、ナットはSUS製とする。

プールサイド 配管支持架台 ： 125×65×6t

　溶融亜鉛メッキ

Uボルト、ナットはSUS製とする。

Ｇ－Ｇ断面図
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２階平面図

〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

A3　1/200

A1　1/100 Ｍ－０７

防火区画貫通部は、建築基準法施工令第１２９条の２の５第１項第７号の規定に適合する工法、材料で施工すること。

以降1階平面図ー２参照
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２階平面図

注）1.　　にて示す箇所はダイヤモンドカッター穿孔、原形復旧とする。

2.　　にて示す箇所は防火区画貫通部を表す。

3.冷媒配管サイズは配管系統図参照

30

2525 25 25 30 30 30

PF
1

PF
1

PF
1

外
壁
面
露
出
配
管

PF
1

階段室2

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
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〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

断面詳細図

A3　1/80

A1　1/40
Ｍ－０８

Ｂ－Ｂ断面図 Ｃ－Ｃ断面図
Ａ－Ａ断面図
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鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）



〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

A3　1/200

A1　1/100

展開図-１

Ｍ－０９

Ａ面　展開図

Ｂ面　展開図
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鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
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〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

A3　1/200

A1　1/100

展開図-２

Ｍ－１０

Ｃ面　展開図

Ｄ面　展開図
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〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

A3　1/200

A1　1/100

リモコン配線　１階平面図

Ｍ－１１

以降２階平面図参照
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鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

：個別リモコン配線（CVV-S1.25mm -2C)2

凡例

　　にて示す箇所はダイヤモンドカッター穿孔、原形復旧とする。
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〒811-2416

１ 級 建築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1-12290号

工 事 名 称

図 面 名 称
正

訂

1

2

3

4

縮 尺 図面番号

リモコン配線　２階平面図
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鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

：個別リモコン配線（CVV-S1.25mm -2C)2

凡例

　　にて示す箇所はダイヤモンドカッター穿孔、原形復旧とする。
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工　　事　　概　　要
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建　　　　物　　　　名　　　　称 構　　　　造 階　　　数 延面積（ ㎡ ） 防火対象物の種別 備　　  考
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一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式 一式 一式

一式

一式 一式

一式一式 一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式

一式一式 一式 一式

一式 一式 一式

建　　物  　別 工　　　　　　　事　　　　　　　種　　　　　　　別

屋　　　外

・ 電　　灯　　設　　備

・ 動　　力　　設　　備

・ テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

一式

工　事　種　目

工　　事　　仕　　様．

１　適用仕様等

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

２　補足基準等

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

　（１）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（１）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

３．工　事　種　目　　（ ○印を付けたものを適用する ）

・ 中 央 監 視 制 御 設 備

・ 火 災 報 知 設 備

・ 防 犯・入 退 室 管 理 設 備

・ 監　視　カ　メ　ラ　設　備

・ 受　 変 　電 　設 　備

・ 発　　電　　設　　備

・ 構内情報通信網設備

・ 構　内　交　換　設　備

・ 情　報　表　示　設　備

・ 映 像 ・ 音 響 設 備

・ 拡　　声　　設　　備

・ 誘　導　支　援　設　備

・ 電　力　貯　蔵　設　備

・ 雷　保　護　設　備

・ 電気自動車用充電設備

・ 遠　隔　量　水　器　設　備

・ 構　内　配　電　線　路

・ 構　内　通　信　線　路

・

・

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（11）「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省 水・大気環境局大気環境課

　（12）「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」　環境省環境再生・資源循環局

３　特　記　仕　様

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　（１）該当する項目のみ適用する。

　（２）特記事項のうち選択する事項は、○印のついたものを適用する。

項　　　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

この工事に使用する機材は、監督職員の承諾を受ける。機　　　　　　材１．

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

また、機材の選定に当たっては、グリーン購入法に適合したものを優先すること。

・ 一般用電気工作物 ・ 事業用電気工作物電　気　工　作　物２．

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。電　気　保　安　技　術　者

工事に必要な資格

３．

４．
(建設業法に関することを除く)

また、電線相互の接近により誘導障害が生じるおそれがある場合は、多条敷設は行わないこと。

る技術基準を定める省令」における関連事項に適合した資材の使用、及び施工を行うこと。

接　 地 　の 　種 　別 記　　 号 接地抵抗値

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

Ｅ A･C･D

Ｅ A･D

Ｅ A

Ｅ B

CＥ

Ｅ D

Ｅ

Ｅ LH

Ｅ LL

Ｅ t

Ｅ At

Ｅ

接　　地　　極

を設置すること。なお、接地棒 EB（１４）φ の長さは１,５００ｍｍ以上とし、１０φ・１４φは、

Ｗ＝４０として差し支えない。

多条敷設により埋設管同士を密着させる場合は、「JIS C 3653（附属書含む）」及び「電気設備に関す

　強電配線・弱電配線・その他配管等について、定められた離隔を考慮すること。

共　　　　　　　　同

共　　　　　　　　同

Ａ　　　　　　　　種

Ｂ　　　　　　　　種

Ｃ　　　　　　　　種

Ｄ　　　　　　　　種

高   圧   避   雷   器

低   圧   避   雷   器

交　　換　　機　　用

接地極の材料は下表による。接地極の近くに接地９０以上×１４０以上×１．０ｔ以上（黄銅製・刻印）

雷　 保　 護　 設　 備

本配線盤の保安装置

電話引込口・アンテナ保安器

LA

Lt

１０Ω以下

１０Ω以下

１５０/ＩΩ以下

ＥＬＣＢ共

避雷設備の接地抵抗値は、総合抵抗とする。

本工事における構内交換設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 配管配線まで本工事         ・ 配管のみ本工事　　　　　　　　・ 配線のみ本工事

工　 事 　範 　囲

構 内 交 換 設 備

・ 構内交換装置           　　・ 電話機取付け

２６．

本工事における構内情報通信網設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 配管のみ本工事

工　 事　 範　 囲

構内情報通信網設備

２８． LANケーブルの種類・色 ・ 幹線ＬＡＮ（ＣＡＴ６Ａ）：赤色　・認証ネットワーク：指定なし　・その他：指定なし

・ 機器取付調整　 　・ 配管配線まで本工事　 　・ 配管配線まで本工事

２７．

検　　　知　　　器

ガス漏れ警報装置 ・ 液化石油ガス用     　　・ 都市ガス用２９．

３１． 防犯設備工事範囲 ・ 配管のみ本工事     　　・ 機器取付調整、配管配線まで本工事

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路コンセント

躯体貫通場所 躯体貫通箇所においては探査機を使用し、コンクリート内配筋を避け貫通すること。

ハンドホール蓋

マ ン ホ ー ル

プルボックス 屋外に設置するものには、事前に水抜き穴を設けること。３６．

３５．

３４．

３３．

接　　地　　極　　・注　　記

指定副産物（原則として、再資源化施設へ持込むもの） その他の副産物

・廃　　石　　綿　　等

特別管理産業廃棄物

「再生資源利用計画書」の作成

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

　分別保管場所からの積込み・運搬・処分

　現場内分別保管場所までの運搬

　現場内分別保管場所の設置

　現場内における分別　　

処　　　　理　　　　内　　　　容 備　　　　　考

「再生資源利用実施書」の作成

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

※ 参考受入場所は、現場説明書による。

が　　れ　　き　　類

木　　　 く 　　　ず

建  設  発  生  土

汚　　　 　 　　　泥

廃　プ　ラ　ス　チ　ッ　ク

ガラス・陶磁器くず

廃 石 こ う ボ ー ド

金　　属　　く　　ず

繊　　維　　く　　ず

（コンクリート塊）

（アスファルト コンクリート塊）

そ　　　の　　　他 ・　廃蛍光灯および廃水銀灯は、水銀使用製品産業廃棄物として処理すること。

・　停電を伴う工事は、施設管理者と事前協議を十分した上で実施すること。

・　施工の際は、分電盤対象回路を遮断すること。

・　建築足場等により、自動点滅器が影に入る場合は、必要に応じて仮設措置を行うこと。

・　本工事は、週休2日促進工事対象である。（詳細は現場説明書による。）

・　入札時積算数量書活用方式対象工事である。

・　余裕期間制度対象工事である。

・　情報共有システム対象工事である。

・　快適トイレ対象工事である。

４１．

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省 水・大気環境局大気環境課

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関す

・廃　　Ｐ　　Ｃ　　Ｂ　　等

「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」　環境省環境再生・資源循環局に従い、

収集・運搬・処分を行うこと。

３９．

電気事業者へ確認

撤去後の補修 機器類の撤去後の取付ボルト孔、変色等は監督員指示により補修を行う。３７．

３８． 屋外の支持金物 屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛メッキ仕上げ又はステンレス銅製とする。

プレート色は監督員の指示による。

工事範囲

３０． 監視カメラ設備 ・ 配管のみ本工事　　　　　・機器取付調整、配管配線まで本工事

入退室管理設備

工事範囲

３２． ・ 配管のみ本工事　　　　　・機器取付調整、配管配線まで本工事

参　考　取　付　高　さ４０． 建築工事の手引き（電気設備工事編）による。

２５．
この工事に必要な資格（電気工事士等）を有する者を従事させること。

拡　声　用　増　幅　器 Dt １００Ω以下Ｅ

Ｅ O測　　　 定　 　　用 －

１６．

（１）設計用標準震度（Ks）

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

6．

本工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力等を含む）・水及び諸手続等

総合仮設計画

足場　・　構台

仮囲い等危険防止措置

監督員事務所

工事表示板等

工事車両の出入り口

その他

工事用電力・水

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること

・ 構外搬出適切処理

・　要する　　　　　・　要しない

官公庁その他への手続き５．

８．

９．

７．

１１．

１２．

残　　土　　処　　分 ・ 構内指示の場所に敷均し ・ 構内指示の場所に堆積

・ 施工区分表による他工事との取合い１４．

但し、絶縁劣化等再使用に耐えない場合は、監督職員に報告すること。

取外し再使用機器は、原則として清掃並びに絶縁抵抗測定を取外し前後で行った後、取り付けること。

設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版）によるものとする。

１５．再　使　用　機　器

耐　震　施　工

及び費用を受注者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

の費用は、すべて受注者の負担とする。

・　他工事　　　　　・　本工事

　・　他工事　　　　　・　本工事

監督員の指示及び工事の手引きによる。

交通誘導員は適宜配置する。

・ 図中記載による

・設けない　　　・設ける（備品については監督員の指示による。）

機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める。

0.6

1.0

0.6

0.4
(0.6)

0.6

(1.0)(1.0)
1.0

(1.0)

(1.0)

(1.5)

(1.5)
1.0

(2.0)

1.5

(1.5)

1.0

(2.0)

1.5

(1.5)
1.5

(2.0)

2.0

中　間　階

地階及び１階

屋上及び塔屋

上 層 階、

設 置 場 所

重要機器 一般機器重要機器一般機器

特定の施設

耐震安全性の分類

一般の施設

（　）書きの数値は防振支持の機器の場合に適用する。

（・特定の施設　　　・一般の施設）（２）耐震安全性の分類

（３）地域係数（Z） 地域係数（Z）は、1.0とする。

環境対応型合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）の一重管とする。なお、打込配管として使用する場合、

・ 金属製（防水形配線器具を除く）　　 　・ 樹脂製

原則として呼び径を22までとする。

１７． 合成樹脂製可とう
電　　 線　　 管

プレートの材質

露出配管等の塗装

呼　　び　　線

表　　　　　示

地中線埋設シート２２．

２１．

２０．

１９．

１８．

屋内においては特記がなければ、F☆☆☆☆製品とし、屋外においても低VOC塗料の使用に努めること。

長さ　１ｍ　以上の入線しない電線管には電線太さ　１．２ｍｍ　以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

スイッチ・コンセント及びプルボックスで用途の判別し難いものは、表示する。

地下埋設の線路には、標識シートを２倍長以上重ね合わせて布設するものとする。

電力用（矢指色：赤色）

通信用（矢指色：黄色）

地　中　埋　設　標 ・ 樹脂製

・ 樹脂製

・ コンクリート製

・ コンクリート製

・ 鉄製

・ 鉄製

２３．

２４． 地 中 埋 設 配 管

（ＧＬ－６００の場合）

　根切り深さが1.5m未満の場合は直堀工法とし、1.5m以上の場合には法付工法とする。

　法付工法の法幅は、根切り深さに0.3を乗じたものとする。

　床堀幅は、埋設管類などの外径（底面）の寸法にゆとり幅×2を加えたものとする。

　ゆとり幅（ａ）及び埋設管相互の間隔（ｂ）は、下表を参照のこと。

100mm

70mm

50mm

間隔（ｂ）

２００ 〃

１５０ 〃

５０以下

呼び径

埋設管の

０．５ｍ

０．３ｍ

根切り深さ
1.5m以上１以上1.5m未満

根切り深さ

０．５ｍ

０．４ｍ０．２ｍ

０．５ｍ地 下 埋 設 物

地 中 電 線 管 類

１m未満
ゆとり幅（ａ）

根切り深さ
（左右・上下）

良質土（山砂など）

間隔(b)

法 幅

ゆとり幅(ａ) 間隔(b)

５０ｍｍ

５０ｍｍ

３００ｍｍ

６００ｍｍ

＋ＧＬ

掘削土埋戻し

１０．

１３．

地中線埋設シート（２倍長以上）

建設副産物の処理内容

建設副産物の処理について

「建設副産物の処理計画書」の作成

　（４）「電気設備工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「機械設備工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

資源の有効利用・環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発

生抑制・再利用・適正処理を推進する。

現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所

を設置し集積すること。

工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報

告書」（共に添付書類を含む）を提出すること。

また、「再生資源の利用の促進に関する法律」・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか

建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

有価物（スクラップ）については受注者責任の元、適切に処分を行うこと。処分を行った場合は、

また鉄筋等への結束や配管の支持を行う場合は、樹脂被覆を施したバインド線を用いること。

できるようにして施設管理者に引き渡すこと。

る特別措置法」に従い、報告書を作成し届出を行うこと。また廃ＰＣＢについては、適切に保管

マニフェストと別に、有価物としての処分量が確認できる伝票等を添付すること。

承認覧 工事名称 図面名称

（公財）福岡県建設技術情報センター 尺度 図面番号
〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号 日付
１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

特記仕様書

E-01

　（13）「建築工事の手引き」　（公財）福岡県県建設技術情報センター編集

用途別に「高圧」「電気」「弱電」の刻印をすること。

福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧２１２２－１

体 育 館 ２階ＲＣ 第７項

体育館

改修

２階ＲＣ 第７項本 　 館

本　館

改修

改修

改修

改修

改修

改修

改修

改修

改修

10,737.44

 3,629.47

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、発注者及び監理者と協議すること。

ただし、改定内容で発注仕様の変更、又は工事価格の変更が生じる場合は、発注者及び監理者と協議すること。
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実習棟２
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-850部室
棟１

N

配置図　　 S=1/1000

附近見取図

小牧

八劔神社

コメリ

種善寺

セトル鞍手

ｾﾚﾓﾆｰﾎｰﾙ
鞍心館

鞍手町立武道館

鞍手町立体育館

タケシタ調剤
薬局くらて店

鞍手病院

鞍手町役場

鞍手歴史民族博物館

鞍手町中央公民館

福岡鞍手店

直方警察署
鞍手交番

鞍手あゆみこども園

剣南小学校

願照寺

上新橋

大池

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ

スーパーセンター

トライアル鞍手店

鞍手町民グランド

N

鞍手中学校

1

訂
2

3
正

4

〒 811-2416

１ 級 建 築 士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1 - 1 2 2 9 0号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田 中　希 代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福 岡県糟 屋郡篠 栗町田 中 3丁 目 10-20

附近見取図・配置図

図 面 名 称

工 事 名 称
縮 尺 図面番号

A1　1/1000

A3　1/2000 Ｅ-02

体育館棟

延床面積　 10, 737. 44　 ㎡
建築面積　 　 6, 115. 00　 ㎡

延床面積　 3, 629. 47　 ㎡
建築面積　 2, 712. 31　 ㎡

FL =GL+500

今回改修建物本館（ 校舎棟）

FL =GL+300

今回改修建物

工事場所：福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧2122-1

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

凡 例

今回改修建物

１．仮設施工計画書を提出後、監督員の承認を得ること。
２．足場設置の可能な期間はR8.11月～R9.2月までとし、この期間内に機器類の設置が
　　できるように、機器類の発注を行うこと。
３．平日（月～金）の作業終了時間は、16:30までとすること。　
４．土日祝日における作業実施については、学校管理者との打ち合わせを要することとし、
　　原則として土曜日の13時00分までは作業しない。
５．やむを得ず、上記２・３以外の期間や日時で工事を行う場合は、事前に学校管理者と
　　協議し、承諾を得ること。
６．工事車両は、登下校集中時（登校時間：7：30～8：30、下校時間16：00～17：00、
　　スクールバス発車前18：00頃、19：15頃）は、避けて出入りを行うこと。
７．工事車両と生徒との動線が重なる部分は安全対策を徹底し、大型車両の搬入・搬出
　　時は交通誘導員が誘導し、事故防止に努めること。
　　時は交通誘導員が誘導し、事故防止に努めること。
８．大型車両の廻りはカラーコーン等を設置して、安全対策を図り、事故防止に努めること。
９．工事ヤードについては学校管理者と打合せを行うこと。
10．側溝・土間等に重機が入る可能性がある部分は、鉄板敷等で養生すること。
11．工事中やその他工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は、現況復旧すること。

工事上の注意事項



工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺

A3　NOT

A1　NOT Ｅ-03
高圧受変電設備　単線結線図

ＰＡＳ

ＣＨ

ＴＣ

ＰＤ

ＶＣＴ

ＬＡ

ＬＢＳ

ＰＣ

ＭＣＣＢ

ＴＲ

ＳＲ

ＳＣ

ＰＦ

Ｆ

ＶＴ

ＣＴ

ＺＣＴ

ＶＭＣ

Ｗｈ

Ａ

Ｖ

Ｗ

ＣＯＳφ

柱上取付高圧気中開閉器

ケーブルヘッド

引きはずしコイル

分圧器

電力需給用計器用変圧器

避雷器

高圧交流負荷開閉器

高圧カットアウト

配線用遮断器

変圧器

直列リアクトル

進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

ヒューズ

電力会社取付

トップランナー型

油入

油入

モールド型

モールド型

モールド型

計器用変圧器

計器用変圧器

零相変流器

真空電磁接触器

〈５１〉

ＬＧＲ

過電流継電器

漏電警報器

瞬時要素付静止型

電力会社取付電力量計

電圧計 角形

角形

角形

角形

電流計

電力計

力率計

電圧計切換スイッチ

電流計切換スイッチ

電圧試験用端子

電流試験用端子

EA,B,D,t 接地

名　　称 記 号 名　　称記 号 仕　様 仕　様Ｎｏ.

１

２

３

４

５

６

（Ｆ＝６５０Ａ）（Ｆ＝６５０Ａ）

７.２ＫＶ ２００Ａ

ＬＢＳ

７.２ＫＶ ２００Ａ

ＬＢＳ

１５０Ａ

３００ＶＶ

ＶＳ

Ａ

ＡＳ

高圧受電盤１

（Ｆ＝６３０Ａ）

７.２ＫＶ ２００Ａ

１２.５Ｋ

７.２ＫＶ ６００Ａ

ＶＣＢ

７.２ＫＶ ４００Ａ

ＤＳ

ＬＢＳ

Ｗ

ＶＴＴＦ
６,６００／１１０Ｖ

ＶＴ×２

１５０／５Ａ

ＣＴＴ

〈５１〉×２ＣＴ×２

ＴＣ×２

ＺＣＴ,ＬＡ,ＶＴ内蔵

７.２ＫＶ ３００Ａ

ＰＦ

６ＫＶ ＣＶＴ６０（ＦＥＰ８０）

ＣＨ

ＣＨ

ＷｈＶＣＴ

〈６７〉

５.５

Ｅ２

１４

Ｅ２

３φ３Ｗ ６.６ＫＶ ６０Ｈｚ

ＳＯＧ付（方向性）

ＰＡＳ

ＣＰ１２-１９-５００

構内柱

ＰＤ

ＺＣＴ

ＴＣ

２Ｌｎ２Ｌ１

６.６ＫＶＡ／２１０-１０５Ｖ

１５０ＫＶＡ

ＴＲ１φ３Ｗ

６.６ＫＶＡ／２１０-１０５Ｖ

１５０ＫＶＡ

ＴＲ１φ３Ｗ

１,０００Ａ

ＶＳＦ

Ａ

ＡＳ

３００ＶＶ

ＺＣＴ

ＬＧＲ

ＬＧＲＢＬ-１

ＶＳＦ

Ａ

ＡＳ

３００ＶＶ

ＺＣＴ

ＬＧＲ

７.２ＫＶ ２００Ａ

ＬＢＳ

１５０ＫＶＡ

ＶＳＦ

Ａ

ＡＳ

３００ＶＶ

ＺＣＴ

ＬＧＲ

（Ｆ＝６４０Ａ）

ＴＲ３φ３Ｗ

６.６ＫＶＡ／２１０Ｖ

６００Ａ

１Ｍ１ １Ｍｎ

７.２ＫＶ ２００Ａ

ＬＢＳ

６.６ＫＶＡ／２１０-１０５Ｖ

１５０ＫＶＡ

ＴＲ１φ３Ｗ

ＶＳＦ

Ａ

ＡＳ

３００ＶＶ

ＺＣＴ

ＬＧＲ

（Ｆ＝６３０Ａ）

４００Ａ

３Ｌ１ ３Ｌｎ

７.２ＫＶ ２００Ａ

ＬＢＳ

ＶＳＦ

Ａ

ＡＳ

３００ＶＶ

ＺＣＴ

ＬＧＲ

６.６ＫＶＡ／２１０Ｖ

１,０００／５Ａ

ＣＴ×２ ＣＴ×２

１,０００／５Ａ

ＣＴ×２

６００／５Ａ

ＣＴ×２

４００／５Ａ

ＯＶＧＲ

ＲＰＲ

パワーコンディショナーへ

（太陽光発電設備）

（Ｆ＝６５０Ａ）

ＴＲ３φ３Ｗ

３００ＫＶＡ

ＺＰＤ

１,０００Ａ １,０００ＡＣＴ×２

１,０００／５Ａ

２Ｍ１ ２Ｍｎ ＧＭ１ ２Ｍ７

高圧コンデンサー盤 低圧電灯配電盤(１) 低圧電灯配電盤(２) 低圧動力配電盤(１) 低圧電灯配電盤(３)３ ４ ５ ６ ７ ８ 低圧動力配電盤(２)

７.２ＫＶ ４００Ａ

ＶＣＢ

８ｋＡ

Ｅｔ Ｅｔ

５
.５

５
.５

６
０

２
２

２
２

ＥＡ ＥＢ ＥＤ ＥＤ

（ＥＬＢ）

ＣＴ×２

７５／５Ａ

〈５１〉×２

ＡＳ

Ａ ７５Ａ

２
２

ＣＴＴ

予備

（キュービクル内設置）

２接地端子盤 高圧饋電盤

配電盤遮断機リスト

幹線Ｎｏ.配電盤名称

低圧電灯配電盤

（１）

１Ｌ１ ＢＬ－１

負荷容量

（ＫＶＡ）

遮断機容量

（ＭＣＣＢ）

　４.２８

負荷名称

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ１

１Ｌ２ 発電機

１Ｌ－１

１Ｌ－２

ＵＰＳ

１ＭＬ－１

１ＭＬ－２

盤内電源

ＬＧＲ電源

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／２００

ＭＣＣＢ３Ｐ６００／５００

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１２５

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０／　３０

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０／　２０

ＭＣＣＢ２Ｐ　５０／　２０

１０.００

　３.００

４０.２５

９７.８７

２５.３０

１７.３０

ＣＶ８－３Ｃ

ＣＶ３８－２Ｃ

ＣＶ１４－２Ｃ

ＣＶＴ１５０

ＣＶＴ１５０×２

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ３８

　計

低圧電灯配電盤

　計

２Ｌ１

２Ｌ２

２Ｌ３

２Ｌ４

２Ｌ５

Ｌ１Ｇ

２Ｌ－１

２Ｌ－２

２ＭＬ－１

２ＭＬ－２

ＩＴＶ

Ｌ－１Ｇ

４１.５８

ＭＣＣＢ２Ｐ４００／３００ ６２.５３

ＣＶＴ１５０ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／２００

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１２５

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／２２５

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　５０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　５０

ＭＣＣＢ２Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

２５.３０

４２.４０

ＣＶＴ１５０

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１４

ＣＶＴ３８

備　　考幹線サイズ 幹線Ｎｏ.配電盤名称

（１）

負荷容量

（ＫＶＡ）

遮断機容量

（ＭＣＣＢ）
負荷名称

ＣＶ８－３Ｃ

備　　考幹線サイズ 幹線Ｎｏ.配電盤名称

低圧電灯配電盤

負荷容量

（ＫＷ）

遮断機容量

（ＭＣＣＢ）
負荷名称 備　　考幹線サイズ

１ＭＬ－２

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

１Ｍ１

１Ｍ３

１Ｍ４

１Ｍ５

１Ｍ６

１Ｍ７

１Ｍ８

１Ｍ９

１Ｍ１０

１Ｍ１１

　計

ＢＭ－１

２Ｍ－１

２Ｍ－２

消火ポンプ制御盤(１)

消火ポンプ制御盤(２)

１ＭＬ－１

２ＭＬ－１

２ＭＬ－２

防球ネット

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／２００

ＭＣＣＢ３Ｐ４００／２５０

ＭＣＣＢ３Ｐ４００／２５０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　５０

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／　７５

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　５０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　５０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　４０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　４０

４６.４０

３６.８０

４４.６０

　７.５０

１５.００

１１.８０

　７.８０

　７.８０

　６.００

　５.００

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１００

ＦＰ８－３Ｃ

ＦＰ２２－３Ｃ

ＣＶ８－３Ｃ

ＣＶ１４－３Ｃ

ＣＶ１４－３Ｃ

ＣＶＴ６０

ＣＶＴ６０

低圧動力配電盤

（２）

（３）

３Ｌ１

３Ｌ２

３Ｌ３

３Ｌ４

１Ｌ－体育館

２Ｌ－体育館

予備

実習棟電源

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／２００

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１２５

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１５０

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

３５.７１

２１.３５

ＣＶＴ１５０

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ６０

５８ＫＶＡ

２Ｍ－１１Ｍ２

ＣＶ５.５－３Ｃ１９８.００

１７１.８１

１８８.７０

　計 ５７.０６

低圧動力配電盤

（２）

２４８．７３ＫＷ

増設６．６５ＫＷ

２Ｍ１

２Ｍ２

２Ｍ３

２Ｍ４

２Ｍ５

２Ｍ６

２Ｍ７

２Ｍ８

２Ｍ９

ＧＭ１

ＧＭ２

　計

２Ｍ－１

２Ｍ－２

２Ｍ－２

ＥＶ制御盤

ろ過機制御盤

給水ポンプ制御盤

太陽光発電

予備

実習棟電源

消火栓ポンプユニット

予備

ＭＣＣＢ３Ｐ４００／３５０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　５０

ＭＣＣＢ３Ｐ４００／４００

ＭＣＣＢ３Ｐ４００／２５０

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／２２５

ＭＣＣＢ３Ｐ２２５／１５０

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／１００

ＭＣＣＢ３Ｐ１００／　７５

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　４０

ＭＣＣＢ３Ｐ　５０／　２０

６９.４０

６３.４３

４３.３０

　４.２０

　５.５０

　７.４０

５０.００

　５.５０

２５５．３８

ＣＶＴ１００

ＣＶ５.５－３Ｃ

ＣＶＴ６０

ＣＶＴ１４

ＣＶＴ３８

ＣＶＴ１５０

ＣＶＴ１５０

ＣＶＴ６０

ＦＰＴ１４

凡　例

名　　称

盤リスト

高圧受電盤

高圧饋電盤

高圧コンデンサー盤

低圧電灯配電盤（１）

低圧電灯配電盤（２）

低圧動力配電盤

２Ｍ１０ Ｓ－Ａ ＭＣＣＢ３Ｐ５０／５０ 　６．６５ ＣＥＴ３８

〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

今回開閉器追加



工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺

Ｅ-04
A3　NOT

A1　NOT
電気配線システム系統図及び盤リスト（Ｓ－Ａ） 

入力
復電検知

ＥＴ（ＥＤ）

電源切替盤１（露出壁掛型）（機械設備）

電源
室外機用

入力
自立発電

信号
自立発電

電源
室内機１

電源
室内機子機１

電源
室外機子機１

電源
室内機子機２

電源
室外機子機２

Ａ－１ １.３３ｋＷ
３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室外機親機）

ガスヒートポンプマルチエアコン

復電検知
入力

室外機用
電源

自立発電
入力

自立発電
信号

１.３３ｋＷ
３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室外機子機１）

ガスヒートポンプマルチエアコン

復電検知
入力

室外機用
電源

自立発電
入力

自立発電
信号

１.３３ｋＷ
３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室外機子機１）

ガスヒートポンプマルチエアコン

復電検知
入力

室外機用
電源

自立発電
入力

自立発電
信号

１.３３ｋＷ
３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室外機親機）

ガスヒートポンプマルチエアコン

復電検知
入力

室外機用
電源

自立発電
入力

自立発電
信号

１.３３ｋＷ
３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室外機子機１）

ガスヒートポンプマルチエアコン

復電検知
入力

室外機用
電源

自立発電
入力

自立発電
信号

電源
単相電源

室外機用
電源
照明

電源
照明・コンセント

入力
復電検知

ＥＴ（ＥＤ）

電源切替盤２（露出壁掛型）（機械設備）

電源
室外機用

入力
自立発電

信号
自立発電

電源
室内機１

電源
室内機子機１

電源
室外機子機１

電源
単相電源

室外機用
電源
照明

ＥＴ（ＥＤ） 電源
室内機

ＨＢ ２００ＶＡ×７
１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室内機×７台）

電源
室内機

ＥＴ（ＥＤ） 電源
室内機

ＨＢ ２００ＶＡ×６
１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室内機×６台）

電源
室内機

ＥＴ（ＥＤ） 電源
室内機

ＨＢ ２００ＶＡ×７
１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室内機×７台）

電源
室内機

ＥＴ（ＥＤ） 電源
室内機

Ｎ ２００ＶＡ×４
１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室内機×４台）

電源
室内機

ＥＴ（ＥＤ） 電源
室内機

Ｎ ２００ＶＡ×４
１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）

ＧＨＰ

（室内機×４台）

電源
室内機

ＥＴ（ＥＤ） 電源
室外機

電源
室外機

室外機

電源

ＥＴ（ＥＤ）

電源
照明

電源
照明・コンセント

電源

空調盤Ｓ－Ａ

（露出壁掛型）

電灯スイッチ盤Ｌ－Ａ　

（露出自立型）

電源
照明

電源
コンセント

電源 電源 電源 電源
照明 照明 コンセント 照明 コンセント

電源

電源 電源

コンセント
電源

Ａ Ｂ ＣＣ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｄ ＤＥ Ｆ Ｇ Ｅ Ｆ Ｇ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｊ Ｊ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｌ Ｌ

Ｍ Ｍ
Ｍ

イ イ イ イ イ イ

配　管　配　線　リ　ス　ト

記　号 配　線　サ　イ　ズ 備　　考

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ 集中リモコン用イ

Ｍ Ｍ

電源
換気扇

Ｎ

電源
換気扇

Ｎ

Ｓ

Ｓ

ＥＴ（ＥＬＣＢ）

ＥＴ（ＥＬＣＢ）

○　　　　　　　○

３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＴ（ＥＤ）　　ＥＴ（ＥＬＢ）
受変電室より

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ

新設

Ｓ－Ａ

盤仕様

盤名称　空調盤

３.塗装色　：２．５Ｙ　９／１

４.鍵　　　：Ｎｏ．２００

１.材質　　：屋内露出壁掛型　鋼板製（焼付塗装仕様）

２.扉　　　：扉は中板付とする。

５.遮断器　：室外機送り漏電遮断器は、雷サージ電流・高周波（インバーター）対応品を採用の事。

盤リスト（Ｓ－Ａ）

盤名称・幹線 記号 機器名称
容量

（ｋＷ）
分岐用漏電遮断器 配線サイズ

ＧＨＰＡー１・Ｂ－１・Ｂ－２ 電源切替盤１（ガスヒートポンプエアコン機） ３．９９ ＥＬＣＢ　３Ｐ　　５０ＡＦ／３０ＡＴ ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ、Ｅ３．５ｓｑ

配管サイズ
の配管サイズ

室外機接続部

（Ｅ２５）

ＧＨＰＡ－２・Ｂ－３ ２．６６ ＥＬＣＢ　３Ｐ　　５０ＡＦ／３０ＡＴ ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ、Ｅ３．５ｓｑ （Ｅ２５）電源切替盤２（ガスヒートポンプエアコン機）

Ｂ－１ Ｂ－２ Ａ－２ Ｂ－３

Ｂ－２

ＧＨＰ

Ｂ－３

ＧＨＰ

Ａ－２

ＧＨＰ

Ａ－１

ＧＨＰ

Ｂ－１

ＧＨＰ

〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

記　号 備　　考

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ×２ 受変電からＳ－Ａ：３Φ３Ｗ　２００ＶＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

体育館内照明・コンセント負荷

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ、Ｅ５．５ｓｑ×２ 体育館１階既設分電盤からＬ－Ａ：１Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ、Ｅ３．５ｓｑ Ｓ－Ａから電源切替盤１・２：３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ Ｌ－Ａから電源切替盤１・２：１Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ 電源切替盤１・２からＬ－Ａ：１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ 電源切替盤１・２からＬ－Ａ：１Φ２Ｗ　１００Ｖ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ 電源切替盤１から室外機：３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ 電源切替盤２から室外機：３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（１ＣＥ） 電源切替盤１から室内機：１Φ２Ｗ　２００ＶＫ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（１ＣＥ） 電源切替盤２から室内機：１Φ２Ｗ　２００ＶＬ

室内機間：１Φ２Ｗ　２００ＶＭ ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×４

ＥＭ－ＣＥＥ２．０－２ＣＳ

イ ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ 集中リモコン

電源切替盤１・２からＬ－Ａ：信号

配　管　配　線　リ　ス　ト

配　線　サ　イ　ズ

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

・・・・・・・・・

・・・・・・

(２００Ｖ) (１００Ｖ) (２００Ｖ) (１００Ｖ)

(２００Ｖ) (１００Ｖ) (１００Ｖ) (２００Ｖ) (１００Ｖ)

(２００Ｖ) (２００Ｖ) (１００Ｖ)(１００Ｖ)

３φ３Ｗ　受変電室から １φ３Ｗ　体育館１階電灯盤から

各負荷へ

本館管理棟事務室
集中リモコン盤（機械設備）

(１００Ｖ) (１００Ｖ)

信号 信号

信号 信号

１Ｌ－体育館本館管理棟受変電室

既設低圧動力盤（２）

幹線Ｎｏ．

２Ｍ－１０



工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺

Ｅ-05
A3　NOT

A1　NOT
盤リスト（Ｌ－Ａ）

5
0

2
1
5
0

700 700 30 400

2
2
0
0

覗き窓（ポリカーボネート）

覗き窓（ポリカーボネート）

N  PN  P

N  P

N  P

▲

▲

1 2

3 4

5

10

6

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ｌ－Ａ

新設

盤仕様

盤名称　電灯スイッチ盤

２.扉　　　：扉は中板付とする

３.塗装色　：２．５Ｙ　９／１

４.鍵　　　：Ｎｏ．２００

１.材質　　：屋内露出自立型（Ｈ＝２,２００）・鋼板製（焼付塗装仕上）を取付とし、盤内側面に配線スペースを取付

電灯スイッチ盤（Ｌ－Ａ）

盤名称・幹線 備　　考回路番号 電圧(Ｖ)
分岐開閉器

ＥＬＣＢ Ｐ ＡＦ／ＡＴ 電　灯 換気扇

容　量（ＶＡ）

コンセント 空　調 その他

Ｇ１Ａ

Ｇ１Ｂ

Ｇ１Ｆ

２００／１００ ３

３

Ｅ

Ｅ

２００

〃

１００

Ｅ ２

〃

Ｅ ２

Ｅ ２１００

　５０　５０／

　５０／　５０

　１５　５０／

　１５　５０／

　２０　５０／

〃

２５２０

　５０

屋内運動場　照明

リモコントランス

予備

計　　２５２０　ＶＡ

１．分岐開閉器欄のＥは、漏電遮断器（ＥＬＣＢ）は高感度・高速形とする。

２．　ＣＯＳは電源切替盤１・２よりの電源供給切替スイッチとし、停電災害時発電対応室外機等の故障により、電源供給が不可能な場合は互いに各自立ユニットよりの電源供給切替が可能な様に制御を行う。

　　尚、インターロック回路信号にて他負荷へ同時通電がない様、回路遮断を行うこと。（電源切替盤より）

１Φ３Ｗ
１００／２００Ｖ

１Φ２Ｗ
２００Ｖ

ＭＣＣＢ　２Ｐ
５０／２０

ＭＣＣＢ　３Ｐ
１００／７５

SPD-Ⅱ

▲
ライトコントロール

　　　R

小型リモコントランス

　　　ＲＴRT

２０Ａフルパワーリモコンリレー

２線式リモコンスイッチ

（盤内取付）ｘ１

ED

R

（盤内取付）ｘ２

（盤内取付）ｘ１

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ

（電源切替盤１より）

RT

RL

GL

Mgs 2P20A

（体育館１階既設電灯盤より）

ＥＴ（ＥＤ）　　ＥＴ（ＥＬＢ）

電灯スイッチ盤内機器収納リスト

※寸法は参考とする

室内機個別リモコン

室内機個別リモコン

室内機個別リモコン

室内機個別リモコン

室内機個別リモコン 盤内に取付

盤内に取付

盤内に取付

盤内に取付 機械設備支給品取付（ＧＨＰ　１）屋内運動場

機械設備支給品取付（ＧＨＰ　１）屋内運動場

機械設備支給品取付（ＧＨＰ　２）屋内運動場

機械設備支給品取付（ＧＨＰ　２）屋内運動場

機械設備支給品取付（ＧＨＰ　２）屋内運動場

盤内に取付

盤内に取付

盤内に取付

盤内に取付

盤内に取付

自立運転切替スイッチ

自立運転切替スイッチ

非常用回路用電源切替押し釦

非常用回路用電源切替押し釦

機械設備支給品取付（ＧＨＰ　１）

機械設備支給品取付（ＧＨＰ　１）

電源切替盤１の照明用、コンセント用

１

１

１

１

１

１

１

１

１

番号 個数 収納方法 備　　考機 器 名 称

▽底面

正面図　1：20 側面図　1：20
注記

　１）パネル部は指定色メラミン焼付とする。

　２）寸法は参考とし、最終承認機器にて作成する事。

Ａ 盤面取付機器は使用方法、対照機器が分かる様表示パネル取付を行う事。

※電灯スイッチ盤の機能について

１．自立運転型空調機の起動は自動運転として、全て電灯スイッチ盤の個別リモコンスイッチで個別に操作できること。

２．操作盤に設けた、切替スイッチ１～２を操作することにより、非常用電源でもある自立運転型空調機ＧＨＰ１～２を選択できること。

　　スイッチを切り替えることによって、例えば非常用照明回路へ電源を供給するＧＨＰ－１が故障した場合でも、ＧＨＰ－１以外の

　　機器から電力が供給できること。

３．非常用回路については、自立運転型空調機を起動した後で盤内のスイッチ⑧⑨を操作して使用できること。
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（電源切替盤１より）

Mgs 2P20Ax2
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２５２０ 屋内運動場　照明

予備

計　　２５５０　ＶＡ
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２００Ｖ 常用切替SW1

（電源切替盤２より）
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計　　１６５０　ＶＡ
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インターロック

常用
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切替SW1
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GL

Mgs 2P20A

　５０

１Φ２Ｗ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ

（電源切替盤２より）

Mgs 2P20Ax2

１２００

Ｇ４Ｂ 〃 〃 〃

コンセント

１２００
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換気扇電源
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電源切替盤２の照明用、コンセント用
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１０ ２線式リモコンスイッチ １ 盤内に取付 ６回路用

２００
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Ｅ ２ 　５０ 電源切替盤１へ
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イ
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表示灯電源

表示灯電源

表示灯電源

表示灯電源

Mgs 2P20Ax2
切替SW1常用
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〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

１Ｌ－体育館

電源切替盤１より（運転信号）

電源切替盤２より（運転信号）



３・５０／５０

器具庫　電灯

渡り廊下　電灯

階段通路誘導灯

誘導灯

（　　 １１８）

　　 １００

　　 　１８

２・５０／２０

２・５０／２０

階

誘

２Ｌ-体育館

３・５０／３０ 　５,０００

　５,０００

（１０,０００）

Ｌ－部室２

Ｌ－部室１３・５０／３０
（屋内壁掛盤）

２１０／１０５Ｖ

ＡＣ１φ３Ｗ

Ｐ･ＡＦ／ＡＴ
備　　　考

（ＶＡ）

容　量

幹線記号・主幹開閉器

盤名称・電源種別

ＥＬＣＢＭＣＣＢ１００２００

分岐開閉器電圧（Ｖ）
回路ＮＯ分　岐

（　５,９００）

（　３,２００）ＥＴ（ＥＤ,ＥＬＢ）

調光盤　３,２００

　１,０００

調光盤ＥＴ（ＥＤ） ３・５０／５０

３０,１４８計

予備

だん帳用モーター電源　　 ２００

　　 ２００

階段室・ギャラリー　コンセント

３１８ ２・５０／２０ 　　 　－

３１７

３１６

２・５０／２０

　　 ４００２・５０／２０

外灯

　　 ２００

女子便所　コンセント

男子便所　コンセント

　　 ２００

多目的便所　コンセント

　１,０００

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

３・５０／５０

３１５

３１４

３１３

３・５０／５０

ＡＭＰ・パルス発振器

　　 　－

　　 　－

　　 ４００

　　 ４００

３１２

３１１ ２・５０／２０

機械室他　コンセント　　 ６００

　　 ６００

２・５０／２０

３１０

３０８

調整室他　コンセント

調整室他　コンセント

３０９

　　 ３００

　　 ３００

ステージ他　コンセント３０７

アリーナ　コンセント

アリーナ　コンセント

　　 ３００

２・５０／２０

３０６

３０５

部室　コンセント３０４

器具庫他　コンセント３０３

廊下他　コンセント３０２

２・５０／２０

２・５０／２０

　　 ４００２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

　　 ４００２・５０／２０

卓球場　コンセント　　 ４００

　　 ４００

３０１ ２・５０／２０

（　　 ３００）

　　 ３００

２０２

２０１ Ｒ

予備２・５０／２０

２・５０／２０

（１３,８０８）

　　 　－ 予備１１８ ２・５０／２０

プール外壁灯　１,０００

１１６ Ｒ

１１７ ２・５０／２０

　　 　５０２・５０／２０

　　 ４０８

１１５

廊下１　電灯　１,２９２１１４

２・５０／２０

２・５０／２０

ファン

　　 ８２９

１１３ ２・５０／２０

更衣室他　電灯　１,２５１１１２ ２・５０／２０

プール機械室他　電灯２・５０／２０

２・５０／２０

１１１

１１０ Ｒ 　　 　－

　　 ３２０

　　 ６００

２・５０／２０

２・５０／２０

１０９ Ｒ

　１,２８０

３・５０／５０１０８ Ｒ

　　 ９７１

１０６ Ｒ

１０７ Ｒ

２・５０／２０
×２

×３

　　 ７１２

３・５０／５０１０５

更衣室他　電灯

部室　電灯

　１,２９５１０４

１０３

２・５０／２０

　１,２００２・５０／２０

卓球場　電灯　１,２００１０２ ２・５０／２０

ロビー２階　電灯２・５０／２０

２・５０／２０

１０１

　　 　－ 非常灯非

×３

（４回路用）

Ｔ／Ｕ

伝送ユニット

部２

部１

３Ｌ１

２２５／１７５

ＭＣＣＢ３Ｐ

（屋内壁掛盤）

２１０／１０５Ｖ

ＡＣ１φ３Ｗ
１Ｌ-体育館

Ｐ･ＡＦ／ＡＴ
備　　　考

（ＶＡ）

容　量

幹線記号・主幹開閉器

盤名称・電源種別

ＥＬＣＢＭＣＣＢ１００２００

分岐開閉器電圧（Ｖ）
回路ＮＯ分　岐

工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺

既設　電灯盤結線図（体育館）

A3　NOT

A1　NOT

誘

予

２・５０／２０

２・５０／２０

　　 　４０

　　 　－

（　　 　４０）

誘導灯

予備

Ｅ-06

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

３・５０／５０

２・５０／２０

３・５０／５０１０５

１０４

１０３

２・５０／２０

２・５０／２０

１０２ ２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

１０１

　　 　－ 非常灯非

２２５／１７５

ＭＣＣＢ３Ｐ

３Ｌ２

×３

（４回路用）

Ｔ／Ｕ

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

　　 ７００ 廊下２他　電灯

　１,１５２ シューズボックス　電灯

　　 ６００

予備　　　　　　　　　　　　　 Ｒ８

ステージ　電灯　　　　　　　　 Ｒ７

ステージ　電灯　　　　　　　　 Ｒ６

ステージ　電灯　　　Ｒ３,４（５予備）

アリーナ　電灯　　　　　　　Ｒ１,２

外壁灯　　　　　　　　　　　　 Ｒ９

外灯　　　　　　　　　　　　 Ｒ１０

柔剣道場　電灯

柔剣道場　電灯

　１,６００

　１,６００

武道場倉庫他　電灯

　　 　－ 予備

ファン

　　 ３５０ 渡り廊下　電灯

　　 　－

　　 　－ 予備

予備

２０１ Ｒ ２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２０２ Ｒ

２０３ Ｒ

２０４ Ｒ

２０５ Ｒ

２０６

　１,３４０

　２,０２５

　２,０２５

　２,０２５

　２,０２５

　２,０２５

アリーナ　電灯　　　　　　　　 Ｒ１

アリーナ　電灯　　　　　　　　 Ｒ２

アリーナ　電灯　　　　　　　　 Ｒ３

アリーナ　電灯　　　　　　　　 Ｒ４

アリーナ　電灯　　　　　　　　 Ｒ５

（　７,３４２）

（１０,１２５）

３・５０／５０３１０

３０８

３０９

３０７

３０６

３０５

３０４

３０３

３０２

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

２・５０／２０

３０１ ２・５０／２０

計

ＥＴ（ＥＤ,ＥＬＢ）

ＥＴ（ＥＤ）

　　 　－

　　 　－

　　 　－

　　 　－

　　 　－

予備

予備

予備

予備

予備

２・５０／２０

　　 ５００

　　 ４００

　　 ４００

　　 ３００

　　 ５００

　　 ５００

アリーナギャラリー　コンセント

アリーナギャラリー　コンセント

柔剣道場　コンセント

武道場倉庫他　コンセント

電動カーテン用　コンセント

電動カーテン用　コンセント

（　２,６００）

２０,１８５

〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

手元開閉器

ＭＣＣＢ３Ｐ

１００／７５

ＥＭ－ＣＥ２２ｓｑ－３Ｃ

体育館１階ＥＰＳ内設置

電灯スイッチ盤

Ｌ－Ａ

体育館１階器具庫２内設置

ＥＭ－ＣＥ２２ｓｑ－３Ｃ

既設分電盤より離線し

Ｌ－Ａからの配線に接続

既設分電盤より離線し

Ｌ－Ａからの配線に接続

既設分電盤より離線し

Ｌ－Ａからの配線に接続

器具庫２の照明改造部分

既設リモコン制御を離脱する
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訂
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正
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図面番号縮 尺
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幹線設備　校舎棟Ｂ１階平面図
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高圧受電盤

コンデンサー盤

低圧電灯盤

低圧電灯盤

低圧電灯盤

低圧動力盤

低圧動力盤

配管ピット

配管ピット

7,0007,0007,0007,0007,0007,000

20191817161514

８７６５４３２１

高圧キュービクル姿図（参考図）

Ｓ＝１:２００幹線設備　校舎棟Ｂ１階平面図

A1　1:200

A3　1:400

８

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ ピット内

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ラック内

Ｐ３

Ｐ３Ｓ 壁貫通補修　φ５０既設ダクト内立ち上げ

既設配線棚

プルボックスサイズ

Ｐ２ ２００×２００×２００ 鋼板製プルボックス

Ｐ３ ３００×３００×３００ 鋼板製プルボックス

Ｐ５ ５００×５００×５００

Ｐ２Ｓ ２００×２００×２００ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

Ｐ５Ｓ ステンレス製プルボックス

３００×３００×３００

５００×５００×５００

Ｐ１ １００×１００×１００ 鋼板製プルボックス

鋼板製プルボックス



普通教室普通教室 普通教室 普通教室
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訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺

Ｅ-08
幹線設備　校舎棟１階・２階平面図
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女子便所

男子便所

階段室(3)

廊下

EVホール

PS

事務室

金庫室

湯

沸

室

印刷室

休憩スペース
校長室

職員室

配膳室

職員通用口

体育館通路

機器

ｼｬﾜｰ室

倉

庫

EV

更衣室２

ドライエリア

多目的室

床点検口

特別支援学級２ 特別支援学級３

保健室

収納庫

身障者

便所
職員・来客用

便所

会議室
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階段室(3)PS

廊下

女子便所

男子便所

DN美術準備室

調理室

職員室

2

多目的便所

室外機置場

相談室

調理準備室

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

14 15 16 17 18 19 20

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

14 15 16 17 18 19 20

7,000

幹線設備　校舎棟１階平面図 Ｓ＝１:２００ Ｓ＝１:２００幹線設備　校舎棟２階平面図

倉庫３

倉庫４

倉庫２

応接室１ 応接室２

５
更衣室１

放送室
放送機材倉庫

普通教室

C1
進路指導室

A3　1:400

A1　1:200

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２ Ｇ１６

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２

ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＭＭ－Ａ）

集中空調リモコン盤（機械設備）

Ｐ３Ｓ Ｐ３Ｓ

Ｐ３Ｓ

Ｐ３Ｓ

Ｐ３Ｓ

Ｐ３Ｓ
Ｐ２Ｓ

壁貫通補修　φ２５

メタルモールＡ型

天井ころがし
天井点検口６００

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２・Ｆ２－５０

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

注記： ※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２（１条は将来用）

（Ｆ２－１７）

プルボックスサイズ

Ｐ２ ２００×２００×２００ 鋼板製プルボックス

Ｐ３ ３００×３００×３００ 鋼板製プルボックス

Ｐ５ ５００×５００×５００

Ｐ２Ｓ ２００×２００×２００ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

Ｐ５Ｓ ステンレス製プルボックス

３００×３００×３００

５００×５００×５００

Ｐ１ １００×１００×１００ 鋼板製プルボックス

鋼板製プルボックス



E-09

工事名称

図面名称

縮尺 図面番号

空調設備　体育館１階平面図ー１
A1　1/100

A3　1/200

正

訂

1

2

3

4

6,500 5,500 5,5003,000
X1 X2 X3 X4 X5

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

１階平面図－１

 X 

EPS1

階段下倉庫

器具庫1

女子更衣室

下足場1

男子更衣室

部活倉庫5

部活倉庫6

廊下1

男子WC

部活倉庫1

部活倉庫2

駐車場

風除室

多目的

女子WC

ロビー1

校 舎 棟

部活倉庫3

部活倉庫4

WC

器具庫3
卓球場

Ｓ

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

体育館１階既設分電盤

体育館１階ＥＰＳ内

１Ｌ－体育館
手元開閉器ＭＣＣＢ３Ｐ１００／７５追加

（Ｆ２－５０）（Ｆ２－１７）
（Ｆ２－５０）

（Ｆ２－１７）
（Ｆ２－５０）

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

Ｇ４２

Ｇ１６

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×２ Ｅ３１

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

天井内ころがし

天井内ころがし

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ 天井内ころがし

ＥＭ－ＣＥＴ　２２ｓｑ、Ｅ５.５ｓｑ×２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×４

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

天井内ころがし

天井内ころがし

天井内ころがしＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×４

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

Ｅ５１

Ｅ５１

Ｅ３１×２

Ｅ１９

Ｐ２Ｓ
Ｐ３Ｓ

Ｐ２Ｓ
Ｐ３Ｓ

Ｐ２Ｓ
Ｐ３Ｓ

Ｐ２Ｓ
Ｐ３Ｓ

Ｐ２Ｓ
Ｐ３Ｓ

Ｐ２Ｓ（☆）
Ｐ３Ｓ Ｐ３Ｓ

Ｐ２Ｓ

Ｐ３
Ｐ２

壁貫通補修　φ８０

壁貫通補修　防火区画処理　φ１００

壁貫通補修　防火区画処理　φ１００

プルボックスサイズ

Ｐ２ ２００×２００×２００ 鋼板製プルボックス

Ｐ３ ３００×３００×３００ 鋼板製プルボックス

Ｐ５ ５００×５００×５００ 鋼板製プルボックス

Ｐ２Ｓ ２００×２００×２００ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

Ｐ５Ｓ ステンレス製プルボックス

３００×３００×３００

５００×５００×５００

Ｐ１ １００×１００×１００ 鋼板製プルボックス

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２ Ｇ１６

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２（１条は将来用）注記：

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２ Ｇ１６

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２ Ｇ１６

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

※ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２ Ｇ１６

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ Ｇ４２

ＰＳ２(☆)ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ将来用はボックス内で養生する事。

ＥＭ－ＣＥＴ　２２ｓｑ、Ｅ５.５ｓｑ×２
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工事名称

図面名称
正

訂

1

2

3

4

縮尺 図面番号

１階平面図－２

×7

GHP
HB

×6

GHP
HB

×７

GHP
HB

GHP

GHP

GHP

GHP
Ｂ－１

GHP

5,500 6,500 6,500 6,500 6,500 5,500 7,0006,500 21,100
X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

4
,
5
0
0

8
,
0
0
0

7
,
2
0
0

6
,
4
0
0

6
,
4
0
0

8
,
0
0
0

2
3
2
0

2720

 X 

1

アリーナ

ス
テ

ー
ジ

下
収

納

ステージ

プール

プール

ステージ

倉庫

▽上部 メンテナンス通路

下部:消火水槽

消火ポンプ室

屋外通路

200

EPS1

器具庫3

△
防

球
ネ

ッ
ト

調整室

男子更衣室

女子
足洗場

男子

足洗場

女子更衣室

プール倉庫

プール機械室

器具庫2

女子更衣室

器具庫1

女子WC

男子WC

女子更衣室

空調設備　体育館１階平面図ー２

1

器具庫2

器具庫２内の配線ラック図

Ａ－２

Ａ－１Ｂ－３

Ｂ－２

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

配　管　配　線　リ　ス　ト

記　号 配　線　サ　イ　ズ 備　　考

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ×２ 受変電からＳ－Ａ：３Φ３Ｗ　２００ＶＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

体育館内照明・コンセント負荷

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ、Ｅ５．５ｓｑ×２ 体育館１階既設分電盤からＬ－Ａ：１Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ、Ｅ３．５ｓｑ Ｓ－Ａから電源切替盤１・２：３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ Ｌ－Ａから電源切替盤１・２：１Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ 電源切替盤１・２からＬ－Ａ：１Φ２Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ 電源切替盤１・２からＬ－Ａ：１Φ２Ｗ　１００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－３Ｃ、Ｅ３．５ｓｑ 電源切替盤１から室外機：３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－３Ｃ、Ｅ３．５ｓｑ 電源切替盤２から室外機：３Φ３Ｗ　２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（１ＣＥ） 電源切替盤１から室内機：１Φ２Ｗ　２００ＶＫ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（１ＣＥ） 電源切替盤２から室内機：１Φ２Ｗ　２００ＶＬ

室内機間：１Φ２Ｗ　２００ＶＭ ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）

配管

サイズ

Ｅ５１

Ｅ５１

Ｅ５１

Ｅ２５

Ｅ３１

Ｅ２５

Ｅ２５

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×４

Ｅ３１

Ｅ３１

Ｅ２５

Ｅ２５

Ｅ２５

ＥＭ－ＣＥＥ２．０－２ＣＳ Ｅ１９

Ｋ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｅ Ｆ Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｌ

イ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（Ｇ２８）×２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３ＣＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ

Ｍ

イ ＥＭ－ＣＰＥＥ１．２－１Ｐ 集中リモコン Ｅ１９

電源切替盤１・２からＬ－Ａ：信号

Ｓ

〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

体育館１階既設分電盤

×２

×４

×３

×２

×３

電源切替盤１
電源切替盤２

Ｌ－Ａ

Ｓ－Ａ

２．０２．０２．０２．０２．０２．０

２．０

２．０

２．０

２．０

２．０

２．０ ２．０ ２．０ ２．０ ２．０ ２．０

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）（天井内ころがし）

特記なき配線配管は下記とする

２．０

器具庫２内は

ケーブルラックＺ３５

４００Ｗに布設する。

各盤上立ち上り部

（約ＦＬ＋２５００）

壁面にラックを設置

Ｌ－Ａ
Ｓ－Ａ

電源切替盤２
電源切替盤１

器具庫２内はケーブルラックＺ３５（４００Ｗ）

各盤上立上ラック（約ＦＬ＋２５００）設置

１Ｌ－体育館

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×２ Ｅ３１

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ、Ｅ３.５ｓｑ×２ 天井内ころがし

ＥＭ－ＣＥＴ　２２ｓｑ、Ｅ５.５ｓｑ×２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×４

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

天井内ころがし

天井内ころがし

天井内ころがし

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ×５

Ｇ１６

Ｇ３６×５
ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ，Ｅ３．５ｓｑ（Ｇ３８）×３

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ

Ｇ１６－＃１７

Ｇ３６ー＃３８

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ（Ｇ３６－＃３８）
ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ（Ｇ３６－＃３８）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ（Ｇ１６－＃１７）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ（Ｇ１６－＃１７）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ（Ｇ１６）

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ、Ｅ３．５ｓｑ（Ｇ３６）×５

Ｐ３
Ｐ２

Ｐ３
Ｐ２

Ｐ５Ｓ

Ｐ２Ｓ

Ｐ５Ｓ
Ｐ２Ｓ

Ｐ５Ｓ

Ｐ２Ｓ

壁貫通補修　防火区画処理　φ１００ 壁貫通補修　φ２５

壁貫通補修　防火区画処理　φ１００

壁貫通補修　防火区画処理　φ１００

壁貫通補修　φ６３

壁貫通補修　φ１００

Ｐ５Ｓ
Ｐ２Ｓ

Ｐ３Ｓ

プルボックスサイズ

Ｐ２ ２００×２００×２００ 鋼板製プルボックス

Ｐ３ ３００×３００×３００ 鋼板製プルボックス

Ｐ５ ５００×５００×５００ 鋼板製プルボックス

Ｐ２Ｓ ２００×２００×２００ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

Ｐ５Ｓ ステンレス製プルボックス

３００×３００×３００

５００×５００×５００

Ｐ１ １００×１００×１００ 鋼板製プルボックス
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図面番号縮 尺
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A3　1:200

A1　1:100

GHP
×8N-1

EPS2

部活倉庫7 部活倉庫8 柔剣道場倉庫

階段室2

収納スペース2

階段室1

ラウンジ

△
防

球
ネ

ッ
ト

ギャラリー

キャノピー

収納スペース1

屋上

ベンチ

柔剣道場

ギ
ャ

ラ
リ

ー

ギャラリー

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12X2 X3X1

Y2

Y1

Y3

Y4

Y5
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空調設備　体育館２階平面図

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（Ｇ２８）×２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（Ｅ２５）×２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（Ｅ２５）

Ｍ

〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

体育館２階既設分電盤

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）（Ｅ２５）

特記なき配線配管は下記とする

２Ｌ－体育館

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ×２ Ｅ３１

Ｐ３Ｓ

Ｐ３

壁貫通補修　防火区画処理　φ１００

壁貫通補修　φ５０

プルボックスサイズ

Ｐ２ ２００×２００×２００ 鋼板製プルボックス

Ｐ３ ３００×３００×３００ 鋼板製プルボックス

Ｐ５ ５００×５００×５００ 鋼板製プルボックス

Ｐ２Ｓ ２００×２００×２００ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

Ｐ５Ｓ ステンレス製プルボックス

３００×３００×３００

５００×５００×５００

Ｐ１ １００×１００×１００ 鋼板製プルボックス

Ｐ１Ｐ１Ｐ１Ｐ１
Ｐ１Ｐ１Ｐ１Ｐ１



X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y7

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y7

Y6Y6

３

３

Ｌ

ＫＫ

Ｆ Ｆ

２４Ｈ

×２

７Ｒ

７Ｒ

ＣＰＥＶ０.９－１Ｐ

１１Ｒ

Ｓ

Ｓ

１０４

１Ｐ

ステージ照明

アリーナ照明

１０５

１１７

１１７

１１７１１２ １１２

１１７

１１７

１１７

１１７

１１７

Ｌ

Ｌ

ＷＰ

Ｌ

１０５

１１６

２

１１４１０３

１０６

Ｒ

Ｒ２

Ｒ２

１Ｐ

１０５

調 ＣＶＴ１４ Ｅ１.５

１Ｐ

１０２

１０１

１１３

６

１０８

Ｒ１ １０５

Ｒ１

１Ｐ

Ｓ

３＋Ｅ

７＋Ｅ

２＋Ｅ ４＋Ｅ

３ ２

４＋Ｅ

２＋Ｅ

６＋Ｅ

２＋Ｅ ２＋Ｅ

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

６＋Ｅ

６＋Ｅ

７＋Ｅ

３＋Ｅ

７＋Ｅ

４＋Ｅ

２＋Ｅ

６＋Ｅ

６＋Ｅ

６＋Ｅ

４＋Ｅ

２

３＋Ｅ

５＋Ｅ

３＋Ｅ

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

６＋Ｅ６＋Ｅ

１１７

４＋Ｅ

４＋Ｅ

１１２

（Ｅ１９）

Ｌ
６＋Ｅ

６＋Ｅ

１１７

１１１
１１７６＋Ｅ２＋Ｅ

３＋Ｅ ２＋Ｅ

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

７＋Ｅ

（Ｅ２５）

１１１

（Ｅ２５）

１１７

（Ｅ２５）

３

（Ｅ１９）

１１７

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）Ｅ

Ｌ
３

１１１

３３２

３３２

（Ｅ１９）
４４３

１１１

１１２

１１７

４４３

（Ｅ２５）

１１７

１１７

１１２１１１

１１２１１１１０５

１０７ １０８

工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺

Ｅ-12

Ｓ＝１:１００

A3　1:200

A1　1:100

Ｍ　　　 × ７

プール

既設

Ｅ３１１ × ６

プール機械室

Ｅ３２１ × ３

消火ポンプ室

Ｅ３２２ × ２

プール倉庫

Ｋ２５Ｗ × ４

シャワー×２

Ｅ３２２ × ５

Ｅ３２２ × ４

女子更衣室

男子更衣室

既設

既設

既設

既設

既設

既設

Ｅ３２１Ｗ × ３

ステージ・プール間軒下

既設

Ｄ３２２ × １

ステージ倉庫

Ｂ３２２ × ２

調整室

既設

既設

アリーナ(下部)

Ｄ３２１ × １２

Ｆ３２２ × １２

卓球場

既設

既設

通路

Ｉ３２２ × ２

Ｉ３２２ × ２

下足場２

既設

既設

Ｉ３２２ × ２

風除室

Ｉ３２２ × ４

Ｊ２１　 × ２ Ｈ４２Ｗ × ２

エントランス

既設

既設

ロビー２

多目的トイレ

既設

既設

Ｊ１５　 × ２

男子トイレ

Ｌ　　　 × ３

Ａ３２１ × ２

既設

Ｌ　　　 × ３

Ｊ１５　 × ４

Ａ３２１ × ２

女子トイレ

既設

Ｉ３２２ × ５

廊下１

既設

Ｉ３２２ × ４

Ａ３２１ × ６

更衣室×２

既設

部屋×６

Ｂ３２２ × １２

既設

下足場１

Ｉ３２２ × ２

Ｂ３２２ × ６

既設

既設

器具庫×３

ロビー１

階段下倉庫

Ｉ３２２ × ９

Ａ３２１ × １

既設

既設

照明設備設備　１階平面図

照明設備　１階平面図

卓球場

ステージ

調整室

屋外通路

ロビー1

階段下倉庫
器具庫1

下足場1

女子更衣室

部活倉庫１

部活倉庫２

部活倉庫３

部活倉庫４

部活倉庫５

部活倉庫６

廊下1

多目的WC

女子WC

男子WC

風除室

エントランス

下足場2 ロビー2

男子更衣室

器具庫3

アリーナ

ステージ

倉庫

プール

男子更衣室

女子更衣室
プール

女子足洗場

男子足洗場

プール倉庫

消火ポンプ室

プール機械室

器具庫2

３０５

３０６

１０５

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

体育館１階既設分電盤

Ｌ－Ａ

ＥＥＦ２．０－３Ｃ（Ｅ２５）

既設プルボックス内で既設線と今回新設配線の接続

器具庫２内の照明を非常時に点灯する事

リモコンスイッチ４Ｌ（新設）

メタルモールＡ型

非常時コンセント使用可能

非常時コンセント使用可能

非常時点灯可能

ＥＥＦ２．０－３Ｃ
床貫通補修φ２８

ＥＥＦ２．０－３Ｃ
床貫通補修φ２８

ＥＥＦ２．０－３Ｃ
床貫通補修φ２８ ＥＥＦ２．０－３Ｃ

床貫通補修φ２８

ＥＥＦ２．０－３Ｃ ＥＥＦ２．０－３Ｃ

リモコンスイッチ４Ｌ（新設）

メタルモールＡ型

壁貫通補修　φ２５

リモコンスイッチ４Ｌ（新設）

メタルモールＡ型

１Ｌ－体育館

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２ 天井内ころがし

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２（Ｅ１９）

（ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ、Ｅ２．０（Ｅ２５））×２

（ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ、Ｅ２．０）×２ 天井内ころがし

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ、Ｅ２．０ 天井内ころがし

天井内ころがし 天井内ころがし

Ｐ２
Ｐ２

Ｐ２

Ｐ３

プルボックスサイズ

Ｐ２ ２００×２００×２００ 鋼板製プルボックス

Ｐ３ ３００×３００×３００ 鋼板製プルボックス

Ｐ５ ５００×５００×５００ 鋼板製プルボックス

Ｐ２Ｓ ２００×２００×２００ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

Ｐ３Ｓ ステンレス製プルボックス

３００×３００×３００

５００×５００×５００

天井内ころがしＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２

天井内ころがしＥＭ－ＦＣＰＥＥ　１．２－１Ｐ×２



工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

図面番号縮 尺
鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

Ｅ-13

Ｓ＝１:１００

A3　1:200

A1　1:100
照明設備　２階平面図

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

１０２

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

１０７

２４Ｈ

×２

３
３

ＫＫ

３
３

１０４

１０３
１０１

３３

ＫＫ
３

３

Ｌ １０５

２０１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ１

２０３ ２０５

１０５

ＣＰＥＶ０.９－１Ｐ

ＣＶＴ１４ Ｅ１.５調

（Ｅ１９） （Ｅ１９）

１０６

Ｒ６

Ｒ６

１０８

Ｒ７

１０９

Ｒ３ Ｒ４

１０７

１０９

Ｒ３～Ｒ５

（Ｅ１９）

１０６（Ｅ２５）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

既設 既設 既設 既設

ラウンジ シューズボックス

Ｉ３２２ × ５ Ｉ３２２ × １６

廊下２

Ｉ３２２ × ９

柔剣道場

Ｆ３２２ × ３２

既設 既設

部屋×２

Ｂ３２２ × ４ Ｂ３２２ × ２

武道場倉庫

既設

アリーナ(上部)

Ｇ２００ × ４８

既設

収納スペース×２

Ｅ３２２Ｈ × ２

既設

ステージ

Ｅ３２２　 × ２

Ｅ３２２ × １５

Ｍ５００ × 　５

演出照明 × １４

照明設備　２階平面図

風 除 室

柔剣道場

ギ
ャ

ラ
リ

ー

渡廊下

ギャラリー

階段室1

ラウンジ

廊下2

部活倉庫7 部活倉庫8

柔剣道場倉庫

階段室2

屋上

２０２ ２０４

〒811-2416

１級建築士

TEL 092-947-2493

管理建築士

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代

（公財）福岡県建設技術情報センター
福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

体育館２階既設分電盤

非常時点灯可能 非常時点灯可能

（抜止め）

ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＭＭ－Ａ）

（抜止め）

ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＭＭ－Ａ）ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＭＭ－Ａ）ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＭＭ－Ａ）

（抜止め）（抜止め）

換気扇（機械設備） 換気扇（機械設備） 換気扇（機械設備） 換気扇（機械設備）

２Ｌ－体育館



固定家具の養生　・行わない　・行う（ベンチ・固定椅子）

M3ASI、M4ASI及びP0ASI工法の防湿用シート　　　　・設ける　　・設けない　　　  (表3.4.3)

２）　建　築　工　事　仕　様

工事名称 図面名称

尺度

日付

図面番号

１）　工　事　概　要

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

４．別途工事　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

２．工事場所

１．工事名称

福　岡　県　改　修　工　事　特　記　仕　様　書

　ただし、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事

１．標　準　仕　様

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

（２）特記事項は　○印のついたものを適用する。

   　〇印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

   　〇印と　※印のついた場合は、共に適用する。○

（３）特記事項に記載の（　    ）内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

（４）特記事項に記載の「      」内表示番号は、公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

（５）形状寸法の単位は特記なきかぎり、ミリメートルとする。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

 1 ．適用基準等 図面もしくは特記仕様書に記載なき場合は、以下の仕様書による。

繕部監修

 2 ．補足基準等 適用仕様等、図面、特記仕様書に記載なきものについては、以下の基準、指針、要領、標準図等

による。

（５）｢建築工事安全施工技術指針・同解説　平成27年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（６）｢建設廃棄物処理指針｣　厚生労働省生活衛生局

（８）｢建築物等の解体等工事における石綿粉じんへのばく露防止マニュアル（新版）」

建設業労働災害防止協会

（９）｢基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」国土交通省告示第468号

（10）｢官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説(平成８年版)」建設大臣官庁営繕部監修

（11）｢建築工事標準仕様書・同解説」　日本建築学会

 3 ．適用範囲等 全ての設計図書は相互に補完する。ただし設計図書間に相違がある場合、適用の優先順位は、次

上記の「１.適用基準等」及び「２.補足基準等」のうち、当該工事に係る図書等については現

場事務所に常備し監督員の確認を得ること。

 5 ．工事実績サービス

登録内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、工事完成時は完成後１０日以内に、

契約室の確認を受けた後に、（一財）日本建設情報総合センターに提出しなければならない。

また、同センター発行の「登録内容確認書」の写しを建築都市総務課に提出しなければなら

ない。ただし、期間には、行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める

行政機関の休日は含まない。

問い合わせ先　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東3-11-28博多サンシティビルⅡ6F

　　（一財）日本建設情報総合センター九州地方センター

　　　　　　TEL　092-411-3664  FAX　092-411-3486 （1.1.4）

 6 ．施工体制台帳

 7 ．実施工程表

図面等

 4 ．現場に常備する

改修工事特記仕様書（１）

4．監督員事務所 （2.4.1）

※構内に新設する。（　　　　　㎡程度）

※設ける　・設けない

・既存建物内の一部を使用する。

監督員事務所に設ける設備、備品については監督員との協議による。

5．工事用水

6．工事用電力

7．総合仮設計画書

構内既存の施設　・ 利用できる（※有償　　・ 無償）　※利用できない

構内既存の施設　・ 利用できる（※有償　　・ 無償）　※利用できない

8．危険防止

※要する　・要しない

仮囲い等　※設ける　・ 設けない

　　　　・ ハンガー（Ｗ＝　　　　ｍ）

垂直防護施設　・ メッシュシート（・防炎Ⅰ類 ・防炎Ⅱ類）・防音シート（防炎Ⅰ類同等）

　　　　　　　・ 枠付き金網　・アルミ防音パネル　・（　　　　　　　）

水平防護施設　・ 防護柵（朝顔）  ・ ダブルネット

設置範囲　※図示による  ・ 監督員の指示による

防護施設等取付足場　・ 単管一本足場  ・ 枠組本足場（Ｗ＝　　　　ｍ）  ・（　　　　　）

設置期間　※工事期間中  ・ 監督員の指示による

9．構台 養生構台

乗入れ構台

・ 設置する（図示による）  ・ 設置しない

・ 設置する（幅員　　　ｍ、長さ　　　ｍ）  ・ 設置しない

10．工事表示板等

11．工事車両の出入口

監督員の指示による

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

交通誘導員  ・ 配置する（　　　　名以上）  ・ 配置しない

1．改修方法の種類

　 及び工程 シーリング改修工法の種類及び工程については「改修標仕」表３．１．２による。

（表3.1.1）

（表3.1.2）

2．アスファルト防水 (3.3.2,3) (表3.1.1) (表3.3.3～10)

屋内

防水

・ P1B工法

・ P1BI工法　 ・ T1BI工法

・ P2AI工法

・ P2A工法

・ M4C工法

・ M3D工法　　・ P0D工法

・ P0DI工法   ・M3DI工法

・ M4DI工法

・ P1E工法　  ・P2E工法

防水改修工法種別

・B-1   ※　B-2

・BI-1  ※　BI-2

・AI-1  ※　AI-2

・A-1   ※　A-2

・C-1   ※　C-2　 

・D-1   ※　D-2　 

・DI-1  ※　DI-2

・E-1   ※　E-2

（保護層は図示による）

新規防水層の種別 施工箇所

　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ（スキン層付き）　厚さ(mm)　※25　・（　）

                   (見え隠れ部分）

　　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

　・れんが　　　　※JIS　R　1250によるもの

　・乾式保護材　 ※押出成型セメント版(厚さ15mm)　

　・図示による

　・コンクリート　仕上りの平たんさ　※ａ種　・ｂ種　・ｃ種

3．改質アスファルト

　 シート防水 防水改修工法の種別

・ M4AS工法

・ M3AS工法

・ P0AS工法

・ M3ASI工法

・ M4ASI工法

・ P0ASI工法

アスファルトの種類　　※3種                   　　　　           　　   (3.2.2)(3.3.2)

M3D、POD、P0DI、M3DI、及びM4DI工法の脱気装置　　※設ける　・設けない       　　(3.3.3)

断熱工法の断熱材                                                       　　    (3.3.2)

立上り部の保護材                                                       　　    (3.3.2)

防水改修方法の種類及び工程については「改修標仕」表３．１．１による。

（表8.1.5）

新規防水層の種別 施工箇所厚さ(mm)

4．合成高分子系ルー

　 フィングシート防水 防水改修工法の種別 新規防水層の種別

・ P0S工法

・ S4S工法

・ POSI工法

・ S4SI工法

・ S3S工法

・ S3SI工法

・ M4S工法

・ M4SI工法

施工箇所 仕上げ塗料塗り 使用分類

※非歩行

・ カラー

・ 製造メーカー仕様

・ シルバー・S-F1  ・S-F2

・S-M1　・S-M2

・S-M3

・SI-F1　・SI-F2

・SI-M1　・SI-M2

・S-F1  ・S-F2

・SI-F1  ・SI-F2

・S-M1  ・S-M2

・S-M3

・SI-M1  ・SI-M2

目地処理　※図示による　 ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   　　(3.5.4)

脱気装置　・設ける　・設けない 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　(3.5.3)

5．塗膜防水

施工箇所 改修工法種別 新規防水層種別 仕上げ塗料塗り

　・　P0X

　・　L4X

　※　X-1

　※　X-2

　※ カラー　・ シルバー

　※ カラー　・ シルバー

脱気装置 ※図面図示による   ・ 種類（　　　　　） ・ 設置数量（　　　　　）

6. シーリング シーリング改修工法の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (3.1.4) (表3.1.2)

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法　　　・ブリッジ工法

シーリング材の種類

「改修標仕」表3.7.1による。                                              (表3.7.1)

接着性試験 ※ 簡易接着性試験                                            　（3.7.8）

・ 引張接着性試験（部位　　　　　　　）

仕上げ塗料の使用量等　※シートの製造所の仕様による　・（　　　　）

・AS-T1 ・AS-T2 ・AS-J2

・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J1

・AS-J3

・ASI-T1 ・ASI-J1

M3AS、P0AS、M3ASI、M4ASI及びP0ASIの脱気装置　　※設けない　・設ける　　   　　 (3.4.3)

（3.4.2,3) (表3.1.1) (表3.4.1～3)

(3.5.2,3) (表3.1.1) (表3.5.1,2)

 8 ．余裕期間 方式　　・発注者指定方式　　・任意着手方式

　材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。なお、実工事期間には、準備

　・後片付け期間を含む。詳細は、契約特則による。）

工事日報は、工事記録を兼ねることができる。

下記要領により撮影し、写真帳に説明を記入のうえ提出する。（原版は撮影業者が保管する。）

（1.2.4）

 24×36以上又は

区　分

着工前

施工中

分　類

カラー

カラー

完成時 カラー

規　格

　※サービス版

　※サービス版

　・（　　　　）

　・（　　　　）

　※サービス版

　・（　　　　）

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

 24×36以上又は

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

※１部

 ・（　）

※１部

・（　）

※２部

・（　）

部数

24×36以上又は

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

撮影箇所は監督員との協議による

撮影箇所は監督員との協議による

撮影箇所は監督員との協議による

原版の大きさ 備考

注　記

　撮影者は建築完成写真の撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影者(着工前、施行中）、

　監督員の承諾する専門業者(完成時)とする。

　電子データはRGB(フルカラー)、JPEG形式としCD-Rで提出する。（200万画素以上300dpi以上）

をあて撮影する。このほか、写真の撮影、整理等については国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編」による。

（1.3.3）※適用する（工事用電力設備の保安責任者が兼ねる。　）　・適用しない　　

（1.3.5）

 9 ．工事の記録

 10．電気保安技術者

 11.施工条件

５．その他（○印のついたものを適用する。）

 12.施工中の安全確保 　建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等に定めるところによるほか、 （1.3.7） 種類及び提出形式は下記による

建設工事公衆災害防止対策要綱に従うとともに、建築工事安全施工技術指針を参考に、 種　　類 提　　出　　形　　式 部　　数

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。   
完成図 ※二つ折り白焼き製本（Ａ１） ※１部

 13.建設リサイクル法 「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(建設リサイクル法)の対象となる工事に該当 ※設計図一式 ・（　）部

 14.建設副産物の処理
総合図 ※二つ折り白焼き製本（適宜Ａ１又はＡ３） ※１部

建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　てについて
※一式 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ) ・（　）部

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設

副産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。
施工図 ※二つ折り白焼き（適宜Ａ１又はＡ３） ※１部

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分
※構造躯体 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ) ・（　）部

別し指定された場所へ集積すること。
※平面図

　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場内に
※建具

分別保管場所を設置するとともに、再生資源の利用の促進に関する法律、建設工事に係る
※屋根及び樋

資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設廃棄物処理指
・（　　　）

針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法

により適正に処理を行うこと。
工作図 ※二つ折り白焼き（適宜Ａ１又はＡ３） ※１部

　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、工事
※家具図 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ) ・（　）部

竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。
・（　　　）

 指 定 副 産 物（原則として再資源化施設へ持込むもの）
　（注）データの提出はCD-R、DVD-R又はUSBフラッシュメモリーに保存して提出すること。

がれき類 指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等については、

　(コンクリート塊） 「リサイクル原則化ルール（平成１８年６月１２日策定）」により

　(アスファルト塊） 実施する。 建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き」

木くず 建設汚泥については、｢建設汚泥の再生利用に関するガイドライン 提出部数　　※ 2 部　　・（　　）部

建設発生土 （平成１８年６月１２日　事務次官通知）｣に従い、建設汚泥の再生 保全に関する説明書　※建物概要及び内部仕上げ表　※施工者一覧表

汚泥 利用を推進する。 　　　　　　　　　　※取り扱い説明書、メンテナンスについての注意事項

３
　
　
防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

その他の廃棄物 ※図示による　　・現状地盤の平均高さとし、監督員の指示による

廃プラスチック　　ガラス、陶磁器くず　　廃石膏ボード　　金属くず　　繊維くず
ダンプトラック等による工事用資機材等の過積載を行わないこと。さし枠の装置又は物品

 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 積載装置の不正改造をしたダンプトラックは工事現場内に出入りさせないこと。

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル(環境省水・大
解体等工事にかかる範囲は以下のとおり。

廃石綿等 気環境局大気環境課)」及び「石綿障害予防規則(平成17年7月1日施
・建築物

行)」に従い、収集、運搬、処分を行う。
・付属構造物 ・浄化槽 ・貯油槽 ・杭 ・（　　　　　　　）

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物
・電気設備 ・建物内配管配線 ・電気設備機器 ・（　　　　　　）

の適正な処理の推進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届
廃ＰＣＢ等 ・建物への引込線 ・敷地への引込線（廃止）　・（　　　　　　）

出を行うとともに、適正に保管できるようにして施設管理者に引き渡
・給排水設備 ・建物内配管配線 ・衛生設備機器 ・（　　　　　　）

すこと。
・建物への引込管 ・敷地への引込管（玉下ろし） ・（　　　　   ）

15．施工中の環境 　建築基準法、建設リサイクル法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、水質 ・空調設備 ・建物内配管 ・空調設備機器 ・建物内風道 ・（　　　　　　）

 　保全等 ・ガス設備 ・建物内配管 ・ガス設備機器 ・（　　　　　　）

・建物への引込管 ・敷地への引込管（廃止） ・（　　　　　　）

・屋外付帯

・植栽（　　　　　　） ・（　　　　　　）

・有害廃棄物の処理 ・廃PCB ・特定フロンガス ・廃石綿等 ・（　　　　　　）

・什器、備品類等の撤去

・各種残留物等の撤去は下表による。　※を標準とする。

区　　分 建物管理者

アスベスト含有建材 ※

オイルタンク内のオイル ※

ピット（浄化槽、便槽）汚泥 ※

使用されていた酸、アルカリ、薬品等 ※

医療系特別管理産業廃棄物、放射性廃棄物 ※

フロン、ハロン使用機器 ※

ＰＣＢ使用機器 ※

・敷地内障害物の調査　　・敷地内配管、配線の調査　　・地下水位の調査

工事中、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は原形に復する。

※施工区分表による

・施工範囲は下記による    取合い

　　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　　※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

　　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

風速　　　　　（・　32 ｍ/秒　　　・　34 ｍ/秒　　　）

地表面粗度区分 地表面粗度区分（・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　　 ） （各章共通）

ホルムアルデヒド放散等級（※Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆　・Ｆ☆☆　） （各章共通）

各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承諾を受ける。

総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などをすべて

盛り込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。

参考図の製品等の使用にあたっては、参考図以外の形状等に多少相違がある製品等でも同等品

　　（ﾒｰｶｰ仕様の図面） 以上であれば使用できる。

　竣工後(※２　・１)年以内に当該工事範囲に関する経年変化の状況を調査し、報告すること。

1．足場その他
手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

（2.2.1）

外部足場　･枠組足場　　･くさび緊結式足場　･単管足場　･（　　　　　　　　）

防護シートによる養生　※行う　・ 行わない

材料、撤去材等の運搬　・A種　※B種　・C種　・D種　・E種 (表2.2.1)

2．養生 （2.3.1）

既存家具の養生　※ビニールシート等　・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

3．仮設間仕切 仮設間仕切等の種別 （2.3.2）（表2.3.1）

種別 下地 　仕上材　（厚さ） 充てん材 塗装 設置箇所

・Ａ種  ・軽量鉄骨 ・合板（※9.0　・12.0） 厚さ　　ｍｍ ※無し

・Ｂ種  ・ 木下地 ・石こうボード（※9.5　・　　　） ・片面

・Ｃ種 単管下地 防湿シート 図示による

 ※ 木製扉 ※無し
仮設扉

 ・ 鋼製扉 ・片面

備考 承認覧

23．保全に関する資料

24．設計ＧＬ

25．過積載の防止

26．解体等工事の範囲

27．敷地に関する調査

28．原形復旧

29．設備工事との

30．風速及び

31．接着剤

32．総合図での調整

34．竣工後の調査

33．参考図の取り扱い

※ＰＤＦデータ(竣工図電子データ作成要領による)

石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」　環境省水・大気環境局

（７）｢建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び　　　　厚生労働省労働基準局

22．完成図

各工程ごとに作業時の状況がわかるように黒板(工事名、撮影箇所等記入)､スケール等

中桟及び幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

（１）｢建築構造設計基準 令和３年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（２）｢建築工事標準詳細図　令和４年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（３）｢建築工事監理指針　令和４年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（４）｢建築改修工事監理指針　令和４年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

受注者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約締結後１０日以内に、

・概成工期（令和　　年　　月　　日） ※概成工期　設けない

（余裕期間内は、受注者の責により現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資

（1.9.2）

（1.9.3）

工事受注者

総合図の調整は、建築工事の受注者が行い、設備工事・その他の受注者がそれに協力する。

設置方法　※ 鋼製仮囲い(Ｈ＝　　　　ｍ) ・ シート張り　

露
出
防
水

保
護
防
水

(3.6.3)(表3.6.1)(表3.6.2)

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」

の２の（１）手すり据置方式又は（２）手すり先行専用足場方式により行うこと。

Ｎｏ．１　　　令和６年度改訂（R6.6）

※受注者は下請け契約を行う全ての工事で施工体制台帳を作成し、工事現場に据え置くと

ともに、その写しを監督員に提出すること。

（・する　・しない）

（公財）福岡県建設技術情報センター

〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

（12）｢建築工事の手引き」　（公財）福岡県県建設技術情報センター編集

足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省 基発

1226第2号令和5年12月26日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」による

ものとし、足場の組立て、解体、変更の作業時及び使用時には、両面に常時、手すり、

Ａ-01

１
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事
　
　
項

既存部分の養生　※ビニールシート等　・合板　　･（　　図示　　）

（２）特記仕様書

（３）別冊の図面

（４）改修標準仕様書

の（１）から（４）までのとおりとする。

（１）質問回答書　　（（２）から（４）に対するもの）

2

１

・（　　　　　　　　　　）程度

※合板張り程度（鍵付）

※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ)

監修（以下「標準仕様書」又は「標仕」という。）による。

（１）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部

（２）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」国土交通省大臣官房官庁営

（３）「公共木造建築工事標準仕様書　令和７年版」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（４）「建築物解体工事共通仕様書　令和４年版」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（コリンズ)への登録

工事実績情報サービス（ｺﾘﾝｽﾞ）に基づき、「建設情報実績」を作成し、建築都市総務課

（1.3.11）

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械　に　つ　い　て

「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。

（対象機種：ﾊﾞｯｸﾎｳ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙ（車輪式）、空気圧縮機（可動式）、油圧ﾕﾆｯﾄ

（油圧ﾊﾝﾏ･ｱｰｽｵｰｶﾞ油圧式鋼管圧入引抜機･油圧式杭圧入引抜機・ｱｰｽｵｰｶﾞ･ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機

ﾘﾊﾞｰｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾘﾙ・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ・地下連続壁施工機・全回転型ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機の基礎工事用機

械のうちﾍﾞｰｽﾏｼﾝとは別に独立したﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動の油圧ﾕﾆｯﾄを搭載しているもの）、ﾛｰﾄﾞ

ﾛｰﾗｰ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ、ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ、発電発動機（可動式（溶接兼用機を含む））但し、以上

はﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ（ｴﾝｼﾞﾝ出力7.5Ｋｗ以上260Ｋｗ以下）を搭載したものに限る。）

･工事における振動被害防止要領の適用　振動計の設置については現場説明書による

※ 提出する　　・提出しない16．再資源利用(促進）

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。17．建築材料等

ただし、「同等のものとする場合は、監督員の承諾を得る。」と特記されたものについては、

国土交通省大臣官房営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿

（最新版）」による。福岡県認定リサイクル製品の使用製品名及び使用部位については、現場

説明書によること。標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受け、

当該製品の指定工法によることができる。 （1.4.1）

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）により、環境負荷の低

減できる材料を選定すること。

使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する

こと。

工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

指定品目、判断基準は「福岡県環境物品等調達方針」によること。

調査項目 調査範囲 調査方法 報告書・数量書

全面打診 ※２部

※２部

※２部

※２部

※既存部分の破壊を行った場合の補修方法は図面図示による。　　　　（1.5.2）（1.5.3）

２
　
　
仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

 18 ．施工数量調査

　適用工事 19 ．技能士

工　事　種　別 技　能　検　定　職　種 備　　　考

・鉄筋工事 鉄筋施工

・コンクリート工事 型枠施工

・木工事 建築大工

・左官工事 左官

・塗装工事 塗装

・屋根及び樋工事 建築板金

・内装工事 内装仕上げ施工

・内装工事 表装

・金属工事 内装仕上げ施工（鋼製下地）

・植栽工事 造園 　請負額　300万以上

見本施工の実施箇所（　　　　　　　　　　　　　）　工種（　　　     　　　）

室内空気中化学物質の濃度測定　　・行う　　・行わない

ホルムアルデヒド測定の検体数　　・　　カ所　　及び揮発性有機化

VOC測定の検体数　　・　　カ所　　合物の測定

測定対象室

測定時期、測定位置、方法については、測定前に監督員に確認する。

測定方法等は「揮発性有機化合物の室内測定要領」参照

※学校施設については、文部科学省「学校環境衛生基準」

(平成２１年４月１日告示第60号)に基づきVOC等の測定を行う。

20．施工の検査等

21．ホルムアルデヒド

 ※調査結果を監督員に報告し設計図書と異なる場合は、監督員と協議する。(1.6.2)(1.6.3）

（1.7.5）

（1.7.9）

1

1

　汚濁防止法、廃棄物処理法、土壌汚染対策法、資源有効利用促進法、プラスチック資源循環促進

　法、盛土規制法、その他関係法令等に定めるところによるほか、建設副産物適正処理推進要綱に

　従い、工事の施工の各段階において、騒音、　振動、粉じん、臭気、大気汚染、水質汚濁等の保

　全に努める。

「改修標仕」1.9.3(１)の他、下記について必要事項を記入のうえ監督員に提出する。

３．工事概要 空調設備新設工事に伴う建築工事

  図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編）（令和７年版）」（以下「改修標仕」）及び「建築改修工事監理指針（令和７年版）」による。

２．特　記　仕　様

編）（令和７年版）」及び「建築工事監理指針（令和７年版）」による。

・図示　　　　・　アリーナ

内部足場　※脚立、足場板等　・くさび緊結式足場　　・内部枠組仕上足場

・門、門塀 ・塀、フェンス ・舗装（図示部）

・地上部 ・地下部 ・杭 ・（図示部）

鞍手郡鞍手町大字小牧２１２２－１

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

ゲート　・ シート（Ｗ＝3.6ｍ）  ・ パネル（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ ロープ張り   ・ 樹脂フェンス（　H1200　）
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事

備考 承認覧 工事名称 図面名称

尺度

日付

図面番号

改修工事特記仕様書（２）

7. とい

防露材のホルムアルデヒド放散量       ※　F☆☆☆☆のもの　・（　　　　　　　）

8. アルミニウム製笠木 部材の種類  ・ 250形 ・ 300形 ・ 350形 ・ （　　　　　　　）     

といの材種等　・　（       　　　　　　　　　　　）        　　　　          （3.8.2）

（3.9.2）

表面処理

棟上避雷導体システム ※ 無 ・ 有

9．施工 次表のとおりとする。

（１）延べ面積が５００㎡以上の建築物

（２）特殊な用途等に係る建築物で、

      高度な防水技術を要するものと

      監督員が承諾する場合

（３）　（１）、（２）以外の場合

防水施工業者は、建設業法第３条の許可（防水工事業）を

受けている者で、（一社）福岡県防水工事業協会会員又は、

これと同等以上の施工責任が認められる者から選ぶこと。

防水施工工事業者は、建設業法第３条の許可（防水工事業）

を受けている者から選ぶこと。

10．保証年限 防水保証年限は、引渡の日から次表のとおりとする。

保証については防水工事業者が、（一社）福岡県防水工事業協会会員の場合は、

保証年限（年）

アスファルト防水（A-1,2,3、Al-1,2,3、B-1,2,3、Bl-1,2,3、D-1,2,3,4、DI-1,2）

SI-F1,2、SI-M1,2）　、　塗膜防水（X-1,2）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1:ｼｰﾄ(ｱ)1.2mm）

防水の種類

7

10

11．その他の防水
施工箇所 種別・工法 保証年限（年） 備考

1．施工調査数量 調査範囲 ※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

調査項目　　

調査方法　　　　・図示　　　　※目視及ぶ打診　　　・（　　　　　　　　　　）

※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の

　挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

2．調査のための 補修方法 ・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

   破壊部分の補修

3．ひび割れ部改修方法 ・樹脂注入工法

材　　料 製　造　所

※エポキシ樹脂

（・低粘度形　　・中粘度形）

・軟質形エポキシ樹脂

JIS　A6024の規格品

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

注入工法の種類

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　注入口間隔　　※200～300mm間隔　　・（　　　　　　　　　　　　）

　　　エポキシ樹脂の注入量 ・（　　　　　　　　　　　　）

　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　・機械式エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ幅(mm)

0.3以下

0.3～0.5

0.5～1.0

50～100

100～200

150～200

エポキシ樹脂の注入量　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

注入口間隔(mm)

コア抜き取り確認 ・実施する　　　　　※実施しない

　コア抜き取り個数　　　ひび割れ長さ　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　ひび割れ長さ　　500m毎及びその端数につき１個

　コアの形状　　　　径50mm　　深さ70mm

　抜き取り部の補修方法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシール材充填工法

材　　料 種　　別 備　　考

・シーリング用材料

JIS　A6024

JIS　A5785

・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリウレタン系シーリング材

　※１成分形又は２成分形

　・（　　　　　　　　）

・ポリマーセメントモルタルの充填

※行う　　　　・行わない

製造所　・（　　　　　　　　　）

製造所　・（　　　　　　　　　）

・シール工法

材　　料 製　造　所

・パテ状エポキシ樹脂　JIS　A6024

・可とう性エポキシ樹脂　JIS　A6024

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

4．欠損部改修方法 ・充填工法

材　　料 製　造　所

・エポキシ樹脂モルタル　JIS　A6024

・ポリマーセメントモルタル

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

1．施工調査数量 調査範囲 ※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

調査項目　　※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動

　の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

※モルタルのはがれ及び剥離部を壁面に表示する。

※浮き部分を壁面に表示する。

調査方法　　　　・図示　　　　※目視及ぶ打診　　　・（　　　　　　　　　　）

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

   破壊部分の補修

2．調査のための 補修方法

3．ひび割れ部改修方法 ・樹脂注入工法

材　　料 製　造　所

※エポキシ樹脂

（・低粘度形　　・中粘度形）

・軟質形エポキシ樹脂

JIS　A6024の規格品

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　）

ひび割れ幅(mm)

0.3以下

0.3～0.5

0.5～1.0

50～100

100～200

150～200

注入工法の種類

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　注入口間隔　　※200～300mm間隔　　・（　　　　　　　　　　　　）

　　　エポキシ樹脂の注入量

　・手動式エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂の注入量　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

注入口間隔(mm)

　・機械式エポキシ樹脂注入工法

　　　注入口間隔　　　　　　　　　　　

　　　注入口間隔　　　　　　　　　　　

・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

1．施工調査数量 調査範囲 ※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

調査項目　　

※タイルの剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

※浮き部分を壁面に表示する。

※漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

調査方法　　　　・図示　　　　※目視及ぶ打診　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

2．調査のための

   破壊部分の補修

補修方法 ・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

3．ひび割れ部改修方法 ・樹脂注入工法

材　　料 製　造　所

※エポキシ樹脂

（・低粘度形　　・中粘度形）

・軟質形エポキシ樹脂

JIS　A6024の規格品

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　）

ひび割れ幅(mm)

0.3以下

0.3～0.5

0.5～1.0

50～100

100～200

150～200

注入工法の種類

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　注入口間隔　　※200～300mm間隔　　・（　　　　　　　　　　　　）

　　　エポキシ樹脂の注入量

　・手動式エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂の注入量　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

注入口間隔(mm)

　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜き取り確認 ・実施する　　　　　※実施しない

　　　　　　　　　　　　ひび割れ長さ　　500m毎及びその端数につき１個

　　　注入口間隔　　　　　　　　　　　

　コアの形状　　　　径50mm　　深さ70mm

　コア抜き取り個数　　　ひび割れ長さ　　（　　　　　　　　　　）

　抜き取り部の補修方法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・Ｕカットシール材充填工法

材　　料 種　　別 備　　考

・シーリング用材料

JIS　A6024

JIS　A5785

・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリウレタン系シーリング材

　※１成分形又は２成分形

　・（　　　　　　　　）

・ポリマーセメントモルタルの充填

※行う　　　　・行わない

製造所　・（　　　　　　　　　）

製造所　・（　　　　　　　　　）

　コアの形状　　　　径50mm　　深さ70mm

　抜き取り部の補修方法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシール材充填工法

材　　料 種　　別 備　　考

・シーリング用材料

JIS　A6024

JIS　A5785

・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリウレタン系シーリング材

　※１成分形又は２成分形

　・（　　　　　　　　）

・ポリマーセメントモルタルの充填

※行う　　　　・行わない

製造所　・（　　　　　　　　　）

製造所　・（　　　　　　　　　）

・シール工法

材　　料 製　造　所

・パテ状エポキシ樹脂　JIS　A6024

・可とう性エポキシ樹脂　JIS　A6024

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

4．欠損部改修方法 ・充填工法

既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類

・充填工法

・モルタル塗替え工法

・ポリマーセメントモルタル

改修標仕4.2.2(9)による既製目地材

　・適用する

　　（形状　※図示　・　　　）

材　料 品質・規格等

塗厚25mmを超える場合の補強

※行う　・行わない　・図示

・モルタル塗替え工法

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

　※図示　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

5．浮き部改修方法

注入口の箇所数アンカーピンの本数

（本/ｍ2）

指定部一般部 一般部 指定部

（箇所/ｍ2）

（箇所/ml）

又は注入量

充填量
改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面ポリマー

　セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマー

　セメントスラリー注入工法

※16

・

※25

・

※25

・

※13

・

※20

・

※13

・

※9

・

※9

・

※9

・

※20

・

※16

・

※16

・

※16

・

※12

・

※12

・

※9

・

※9

・

※20

・

※20

・

※16

・

※16

・

※25

・

※50

・

※25

・

※25

・

※50

・

- -

--

　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径4mmの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径外径6mm

・固定用エポキシ樹脂高粘度形

・注入用エポキシ樹脂

・ポリマーセメントスラリー

注入量(ｍｌ/箇所)

・25　・（　　　　　）

・25　・（　　　　　）

・50　・（　　　　　）

材　　料 製造所

　JIS　A6024の規格品

　JIS　A6024の規格品

・浮き部分撤去モルタル塗替え工法

　厚さ　　※10　　　・（　　　　　　）

※検査

テストハンマーによる打診により確認を行い、その結果を監督員に提出し、承諾を受ける。

　コア抜き取り個数　　　ひび割れ長さ　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　ひび割れ長さ　　500m毎及びその端数につき１個

・実施する　　　　　※実施しないコア抜き取り確認 4．欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法

材　　料 製　造　所

※ポリマーセメントモルタル

・変形シリコーン樹脂

・ポリウレタン樹脂

・エポキシ樹脂

・シリコン樹脂

・（　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　）

・タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

方向

形式
外部側に柱形のない場合 外部側に柱形のある場合

垂直方向

水平方向

　柱形の両端及び3～4m　柱の両側又は開口端部上下及び

　中間3～4m程度 　程度

各階ごと打継ぎ目地の位置

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の寸法

　誘発目地

　コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ

　上記以外の箇所の目地

　幅20mm以上、深さ10mm以上

　幅10mm以上、深さ10mm以上

タイルの種類 タイルの大きさ

外装壁タイル
 二丁掛けタイル以下

 小口タイル

　25mm角を越え

ユニットタイル 　小口未満

　小口未満  モザイクタイル張り

 マスク張り

 改良圧着張り

 改良積上げ張り

 密着張り

工法

モルタル

モルタル

塗厚(mm)

5～8

4～7

下地側4～6

タイル側3～4

3～4

3～5

備考
種類

張り付け材料

１枚ずつ張り

付ける

ユニットごと

に張り付ける

施工箇所
きじの質 うわぐすり

無ゆう 施ゆう

役物 色

有 無 標準 特注

見本

焼き
備考形状・寸法

役物

タイルの試験張り

タイルの見本焼き ※行わない

※行わない

・行う

・行う

標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

5．浮き部改修方法

注入口の箇所数アンカーピンの本数

（本/ｍ2）

指定部一般部 一般部 指定部

（箇所/ｍ2）

（箇所/ml）

又は注入量

充填量
改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面ポリマー

　セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマー

　セメントスラリー注入工法

※16

・

※25

・

※25

・

※13

・

※20

・

※13

・

※9

・

※9

・

※9

・

※20

・

※16

・

※16

・

※16

・

※12

・

※12

・

※9

・

※9

・

※20

・

※20

・

※16

・

※16

・

※25

・

※50

・

※25

・

※25

・

※50

・

- -

--

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

※9

・

※16

・

※9

・

※16

・

※50

・

　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径4mmの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　材質　　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径外径6mm

タイル張り工法と張付け材料の塗厚

タイルの種類

目地等の形状は、凹凸、広狭等のないものとする。

鋼管製といの防露巻きは改修標仕(表3.8.4)による。                    　　　　  （3.8.3）

・固定用エポキシ樹脂高粘度形

・注入用エポキシ樹脂

・ポリマーセメントスラリー

注入量(ｍｌ/箇所)

・25　・（　　　　　）

・25　・（　　　　　）

・50　・（　　　　　）

材　　料 製造所

　JIS　A6024の規格品

　JIS　A6024の規格品

※検査

　テストハンマーによる打診により確認を行い、その結果を監督員に提出し、

　承諾を受ける。

6．目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

　シーリング用材料 ※改修標仕(表3.7.1)による。種類

　既製調合モルタル（目地材料）　製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．施工調査数量 調査範囲

調査項目　　

※図示　　　　・（　　　　　　　　　　　）

※仕上げ塗材等の劣化部分、剥落部分等を壁面に表示する。

※既存塗膜と新規塗材との適合性を確認する。

調査方法　　　　

調査報告書 ※（　　　　　）部を監督員に提出する。

・図示　　　　※目視及ぶ打診　　　・（　　　　　　　　　　　　　）

補修方法 ・図示　　　　・（　　　　　　　　　　　　　）2．調査のための

   破壊部分の補修

　 下地処理及び下地

　 調整

3．既存塗膜等の除去、 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　　　 　　　　

工法 処理範囲 下地処理

※高圧水洗工法（３０MPａ程度以上）

・サンダー工法（１０MPａ程度以上）

・塗膜剥離剤工法

・集じん装置併用手工具ケレン工法

・集じん装置付き超高圧水洗工法

・集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

・水洗い工法

※既存仕上げ面全体・図面図示

※既存仕上げ面全体・図面図示

※既存仕上げ面全体・図面図示

※既存仕上げ面全体・図面図示

・（　　　　　　　　　　　　）

※上記処理範囲以外の既存面全面

・（　　　　　　　　　　　　）

塗膜剥離剤　製造所（　　　　　　　　　　　　　　）

下地調整材

※下地調整塗材

・防水形仕上塗材主材を使用

・ポリマーセメントモルタル　　製造所（　　　　　　　　　　　　　）

4．仕上塗材仕上げ

・ 薄付け仕上塗材 ・ 砂壁状

・ ゆず肌状

・ さざ波状

・ 平たん状

・ 凹凸状

・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状

・吹付け

・ローラー

・こて

種類 呼び名 仕上げの形状 工法 備考

・ 厚付け仕上塗材 ・ 吹放し

・ 凸部処理

・ 平たん状

・ ひき起こし

・ かき落とし

・ 凹凸状

・吹付け

・ローラー

・こて

上塗材

 ・ 外装厚塗材Ｃ

　  ※適用

     （　　　　　　　）

 ・ 外装厚塗材Si,E

 ・ ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の塗材の場合

    ・適用 ・適用しない

・複層仕上塗材

・ 凹凸模様

・ 凸部処理

・ ゆず肌状

・吹付け

・ローラー

・ 外装薄塗材Si

・ 可とう形外装薄塗材Si

・ 外装薄塗材E

・ 可とう形外装薄塗材E

・ 防水形外装薄塗材E

・ 外装薄塗材S

・ 外装厚塗材C

・ 外装厚塗材Si

・ 外装厚塗材E

・ 複層塗材CE

・ 可とう形復層塗材CE

・ 複層塗材Si

・ 複層塗材E

・ 複層塗材RE

・ 防水形複層塗材CE

・ 防水形複層塗材E

・ 防水形複層塗材RE

上塗材

※水系アクリルつやあり

・ （　　　　　　　　）

　・水系ポリウレタンつやあり

・可とう形改修用 ・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・吹付け

・ローラー

上塗材

※水系アクリルつやあり

・（　　　　　　　　　）

・溶剤系

・（　　　　　　　　　）

・外装用塗膜防水材

・ゆず肌状

・さざ波状

・凸部処理

・凹凸状 ・吹付け

・ローラー

※外壁用アクリルゴム系 下地挙動緩衝材

・適用する

・（　　　　　　　　　）

・製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　剥離剤

・製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

JIS　A6916規格品

※監督員の承諾する製造所ポリマーセメントモルタル

セメント系下地調整材

その他の材料

受けた防火材料とする。

※屋内の壁及び天井の仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を防火材料の指定

※ホルムアルデヒドの放散量 Ｆ☆☆☆☆等級のもの ・ （　　　　　　　　　　　　）

1．改修工法 既存建具を新規金属製建具に改修する場合の工法

　・　かぶせ工法 　・　撤去工法

(5.1.3)

(5.2.2～4)（表5.2.1）（表5.2.2）

種別 外部に面する建具 内部建具

 ・ 防音サッシ

 ・ 断熱サッシ

 ※ 普通サッシ  ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ （　　　　　　　）

 性能 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 性能 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

枠の見込み寸法　　※図示による

表面処理　　※図示による
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・ （　　　　　　　）※ ＡＢ－１種又はＢＢ－１種

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

2．アルミニウム

   製建具

改質アスファルトシート防水（AS-T1,2,3,4、AS-J1、ASI-T1、ASI-J1）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1,2:ｼｰﾄ(ｱ)1.5mm及び2.0mm、S-M1,2、

4．樹脂製建具 (5.3.1)（表5.3.1）

種別 外部に面する建具 内部建具

 ※ 普通サッシ

 ・ 防音サッシ

 ・ 断熱サッシ

 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ （　　　　　　　）

 性能 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 性能 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

枠の見込み寸法　　※図示による

5．鋼製建具 簡易気密型ドアセットの性能値

　※適用する （※Ａ－３　・ 　　　　　） ・ 適用しない

亜鉛めっき鋼板のめっき付着量  ※Ｚ１２又はＦ１２  ・ （　　　　　　）

(5.4.2)

鋼板の厚さ  ※「改修標仕」表５．４．２による  ・ 建具表による

6．鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの性能値 ※適用する（※A-3　・　　　　）・ 適用しない

(5.4.3)

(5.4.4)

(5.5.2)

(5.5.3)・ 適用する ・ 適用しない

・ 適用する ・ 適用しないカラー鋼板

召合わせ、縦小口包み板などの材質 ※鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ （　　　　　　　　）

3．網戸

　　網の材種  ※ 合成樹脂製  ・ ガラス繊維入り合成樹脂製  ・ ステンレス製

(5.2.3～4)

7．ステンレス製建具 材質 ※SUS304 ・ （　　　　　）表面仕上げ　※HL  ・（　  　　　）

曲げ加工 ※普通曲げ  ・ 角出し曲げ

(5.6.2～5)

検出装置

見本品を監督員に提出して承諾を受ける。

マスターキー ※製作する （※新規　・ 既存に合わせる） ・ 製作しない

建具金物の種類

種　　　　　類 品　質　・　規　格

評価名簿による本締り錠

ドアクローザ

ピポットヒンジ

ヒンジクローザ

フロアヒンジ
評価名簿による

引き戸用

駆動装置の性能値

引き戸（多機能トイレ）用

※「改修標仕」表5.8.1による

※「改修標仕」表5.8.2による

・ （　　　　　　）

・ （　　　　　　）

※「改修標仕」表5.8.3による ・ （　　　　　　）

戸の開閉方式　※図示による ・ （　　　　　　）

検出装置の種類　・光線（反射）センサー　　・熱線センサー　　・音波センサー

　　　　　　　　・光電センサー　　・電波センサー

　　　　　　　　・タッチスイッチ　・押しボタンスイッチ　　・多機能トイレスイッチ

工事範囲

受注者、防水工事業者、（一社）福岡県防水工事協会の連名保証とする。

その他の場合は、受注者、防水工事業者、製造メーカーの連名保証とする。

(1.6.2)

(1.6.3)

(4.1.4)(4.2.4)(4.2.5)

(4.1.4)(4.2.4)(4.2.6)

(4.1.4)(4.2.4)(4.2.7)

(4.1.4)(4.2.4)(4.2.8)

(1.6.2)

(1.6.3)

(4.1.4)(4.3.5)(4.3.6)

(4.1.4)(4.3.5)(4.3.7)

(4.1.4)(4.3.5)(4.3.8)

(4.1.4)(4.3.5)(4.3.9)

(4.1.4)(4.3.5)(4.3.10)

(4.1.4)(4.3.11～16)(表4.3.5,6)

アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　(4.3.5)

注入口付アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　(4.3.5)

(4.3.5)

(1.6.2)

(1.6.3)

(4.1.4)(4.4.5)(4.4.6)

(4.1.4)(4.4.5)(4.2.6)

(4.1.4)(4.4.7)

(4.1.4)(4.4.8)

(表4.4.2)

(4.4.8)

(表4.4.4)(表4.4.5）

(4.2.4)(4.4.7)(4.4.8)

(4.1.4)(4.4.9～15）(表4.3.5,6)

アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 (4.3.5)

注入口付アンカーピン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  (4.3.5)

(4.3.5)

(4.1.4)(4.4.16)

(4.1.4)(4.4.16)

(1.6.2)

(1.6.3)

(4.5.4)(表4.5.4～4.5.7）

(4.1.5)(4.5.2)(表4.4.1)(表4.5.1)(表4.5.2)(表4.7.1)

ステンレス鋼板　※SUS304

ビニル被覆鋼板

8．木製建具 （表5.7.5～7）(表5.7.8～11)(5.7.2～5.7.4)

（表5.8.1）(5.8.2～4)9．建具用金物

シリンダ－箱錠

(5.9.2～3)10．自動ドア開閉装置

一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

Ｎｏ．２　　　令和６年度改訂（R6.6）

（公財）福岡県建設技術情報センター

〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

Ａ-02

※ 外面納まりの可動式  ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）内部固定式

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）



 ・ （　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量  ※F☆☆☆☆  ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼製、ステンレス製

備考 承認覧 工事名称 図面名称

尺度

日付

図面番号

改修工事特記仕様書（３）

機能による種類

・ 管理用  ・ 防火（・ 外壁用　　・ 屋内用）  ・ 防煙

シャッターケース（防火・防煙以外の場合）  ・ 設ける  ・ 設けない

開閉機能による種類

※上部電動式（手動併用） 電源 ※　　　　　　　V　　　　　kw以下（過電流保護装置付）

・ 上部手動式

屋内用防火、防煙シャッターの危害防止機構  ※障害物感知装置 ・シャッター二段降下方式

耐風圧強度  ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

落下防止装置　・二重チェーン　　・急降下制動装置　　・急降下停止装置

　設置個所は図示による

開閉機能による種類

※手動式

電源※　　　　　　　V　　　　　kw以下（過電流保護装置付）

耐風圧強度 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・上部電動式（手動併用）

スラットの形状 ※インターロッキング形 ・ オーバーラッピング形

工事範囲

セクション材料 ※スチールタイプ ・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

開閉方式 ※バランス式 ・ チェーン式 ・ 電動式

収納方式 ・ スタンダード形 ・ ローヘッド形 ・ ハイリフト形 ・ バーチカル形

ガイドレール

耐風圧機能 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

建具に取り付けるガラス及びガラスブロックは図面図示（建具表）による。

ガラス留め材

アルミニウム製 ※シーリング材(SR-1)

※シーリング材(SR-1)

・ グレイジングガスケット

建具の種類 材　　　　　種

　　その他ボード

　　及び合板張り

(6.13.2)(6.13.3)

 ・せっこう

　 ボード

 ・化粧せっこう

　 ボード

 　カルシウム板

 ・トラバーチン模様

 ・木目模様

　（裏桟付）

 ・下地張り

 ・上張り

 ・直張り

 ・直張り

 ・突付け

 ・目透し

 ・継目処理工法

材　種 種　別 張　り　方

 ※9.5 ※突付け

 ※目透し

 ・9.5

 ・12.5

 ・15

 ※9.5

 ※6　・8

厚　さ 備　考

寸法

※450*910

・910*910

専用軽鉄

下地材付き

 ・10  ・12

 ・ （　　　）

 ・木質ｾﾒﾝﾄ板  ・20　※25

 ・30

6．金属成形板張り６
　
　（

１）

　
　
内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

「14.6.2」

・ ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ系

・ ﾊﾟﾈﾙ系

材種 製法

・ 押出し

・ ロール

※プレス

材種 寸法（mm） 厚（mm） 表面処理

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・ （　　　）

・ ＢＢ－１種

・ ＢＢ－２種（　　　　）

伸縮調整継手 ・ 設ける ・ 設けない

６
　（

３）

　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事
 
 
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

　　カーテンレール 施工箇所 きれ地名称品質

 ・片引き ・引分け

 ・片引き ・引分け

 ・片引き ・引分け

 ・片引き ・引分け

 ・有　※無

 ・有　※無

 ・有　※無

 ・有　※無

ひだの種別 形　　式 開閉装置

※暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重掛けは３００㎜以上とする。

材種 ※ステンレス型

形状

・ アルミニウム製

・ 角型

・ 鋼製

　　及び

　　カーテンボックス

材種

色彩

形状

※アルミニウム製（既製品）

※シルバー

※溝幅９０×深さ１５０

・ 着色 ・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 鋼製 ・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 溝幅（　　　　　）×深さ（　　　　　）

材種 ※ステンレス製 ・ （　　　　　　　　　　　　）

施工箇所

材　　種

※仕上表による

※アルミニウム押出型材

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 塩化ビニル製

施工箇所

天井

床

材　　　種 寸　　法

※アルミニウム  ・ （　　　　　）

・アルミニウム  ・ ステンレス

・450×450

・450×450

・600×600

・600×600

材種

　　物品棚
・鋼製書架

・鋼製物品棚
JIS S 1039による

・1種　　・2種　　・3種

・4種　　・5種　　・6種

耐荷重による種類種　類 規格等

材種

形状

形式

寸法

※アルミニウム製

・テーバー式

・ロープ式

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ハンドル式

・同一断面

材種 ※ステンレス製（市販品） SUS 304  ・ （　　　　　　　　　　　　　）

コンロ台

吊戸棚

水切棚

ステンレス流し台　仕様・寸法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　誘導床材
施工箇所

 ・ セラミックタイル

 ・ ビニル床タイル

 ・ 点字鋲

 ・ コンクリート製

寸　　法材　　質 備    考

 ・300角 ・(　　)

 ・300角

無ゆう　黄色

黄色

真鍮製

黄色 ・300角　厚60

 ・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

 ・ 鋼管フェンス

 ・ 樹脂塗装メッシュフェンス

 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

※鋼製市販品 ・ ３０組用 ・ ６０組用 ・ １２０組用

５
　
　
建
　
　
具
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

1．既存床の撤去 合成樹脂塗床材の除去工法

   並びに下地補修 ・機械的除去工法 ・目荒し工法
(6.2.2)

2．接着剤 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤は、トルエン等の含有量

が少ない規格品とする。壁紙用の接着剤は、フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－

２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用している規格品とする。

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　） (6.8.2)

3．ビニル床シート張り (6.8.2)(6.8.3)

材　　種

ビニル床

シート

※発砲層のないもの

・発砲層のあるもの

種　　類

・(  )

※ＦＳ

記号

※無地

・模様

色柄

※2.5

厚さ

※熱溶接

・突付け

工法

・帯電防止

・耐動荷重性

・防滑性

・耐薬品性

特殊機能 備　　　考

4．ビニル床タイル張り (6.8.2)(6.8.3)

材　種

ビニル床

タイル

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・コンポジションビニル床タイル（硬質）

・ホモジニアスビニル床タイル

・帯電防止ビニル床タイル（置敷タイプ）

・ホモジニアスビニル床タイル（パネル一体タイプ）

種　　　　　　　　類

※300角

※500角

・（　　）

形状 厚さ

・(    )

・（　　）

色柄

図示による

帯電防止ビニル床タイル（置敷タイプ）の接着剤は粘着剥離形とし、製造所の指定する

製品とする。

・防滑性床タイル　　※図示による　　・（　　　　）

６
　
　（

１）

　
　
内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

ただし、防火戸は建築基準法に基づく個別認定品とする。

樹脂製 ※グレイジングガスケット

・（　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　）

5．ビニル幅木 材種 ※軟質  ・ 硬質
(6.8.2)

厚さ

高さ ※６０

 ・ （　　　　　　　　　　）

 ・ ７５  ・ １００  ・ （　　　　　　　　　　）

(6.9.2)(6.9.3)(6.9.4)(表6.9.2)

6．カーペット敷き 織りじゅうたん

種別

・A種

・B種

※C種

・ウィルトン

・ダブルフェース

織　り　方

※カットパイル

・ループパイル

・（　　　　）

パイルの形状 色柄

※無地

・模様 人体帯電圧

・防虫加工品

　※3kw以下　　・ （　　　）

備　　　考

下敷き材 ※反毛フェルト(JIS L 3204)第２種２号（厚８）

タフテッドカーペット

・アキスミンスター

 ・ マルチレベルループ

 ・ カットパイル

 ・ レベルループパイル

 ・ カット、ループ併用

パイル形状

※5～7　・（　　　）

※4～6　・（　　　）

※４　　・（　　　）

・ （　　　　　）

パイル長

※全面接着工法

・グリッパー工法

工　　法 備　　考

人体帯電圧

※3kw以下　・（　　）

タイルカーペット

※一種

・二種

種別

※ループパイル

 ・カットパイル

パイルの形状

※５００角

・（　　）

寸法

※６．５

・（　　　）

※無地

・模様

※適用しない

・１０2　Ω以下

総厚さ 色柄 電気抵抗

(6.10.2)(6.10.3)(表6.10.3～7)

(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.1)(表6.9.2)

(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.2)

7．合成樹脂塗床

※平滑仕上げ ・防滑仕上げ ・つや消し仕上げ

種　　別 仕　上　げ　の　種　類

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　　・ 防滑）

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

・弾性ウレタン樹脂系

　塗床材

・エポキシ樹脂系

　塗床材

複合

単相

※複合フローリング

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

類　　　別

※なら

・（　　）

・（　　）

樹種

・A種　・B種　※C種

・接着工法

・（　　　　　　　　）

工法及び寸法

厚さ ・15

幅   ・75　・90

長さ ・　 以上

厚さ・大きさ

（ｍｍ）
塗　　装

※塗装品

・無塗装品

ホルムアルデヒド放散量  ※F☆☆☆☆  ・ （　　　　　　　　　　　　　  　　）

※図示による

　　フローリング張り

樹　種 ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　）

表面塗装

張り付け

下張り板

・ ポリウレタン樹脂塗料３回塗り ・ （　　　　　　　　  　　）

・ 下張り板に接着剤で接着し、隠し釘と脳天釘で止める

・ １２㎜以上（木製根太）

※別添畳工事特記仕様書による                                            (表6.12.1)

・ ステンレス鋼板(SUS304)

接着剤

 ・けい酸

(6.13.2)(6.13.3)

材　　種 表　面　の　品　質 厚　さ 工　法

 ・ 普通合板 生地のまま又は透明塗料塗りの場合

※ラワン程度 ・ （　　　　　　）

不透明塗料塗りの場合

※しな程度　　 ・（　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　）

 ・ 5.5　・ 9　・ 12

 ・ 5.5　・ 9　・ 12

※Ａ種

・Ｂ種

 ・ （　　　　　　　）

壁又は天井に使用する合板は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受けたもの。

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量 (6.13.2)

※F☆☆☆☆   ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

壁紙はJIS A 6921により、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの。

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆ ・ （　　　　　　　　　　　　　） (6.14.2)

施工箇所 品質 程度 防火性能の種類

素地ごしらえの種別 (6.14.3)

・ Ａ種 ※Ｂ種

ホルムアルデヒド放散量 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）※F☆☆☆☆

遮音シール材

 ・繊維板

 ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

 ・天然木化

 　粧合板

 ・福岡県産材

・ジョイントコンパウント

・ Ａ種 ※Ｂ種

施工業者

焼き特注標準無有施ゆう無ゆう
備考形状・寸法施工箇所

見本色役物うわぐすりきじの質

(6.16.3)※内装専門業者とする  ・ （　　　　          　　　　　）

・ （　　　　　　）

材　　　　種 種　　　類 厚　　　さ

ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　　　　　）

施工箇所

※現場発泡工法に示された施工箇所以外の箇所

・現場発泡断熱材（吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材）

厚　さ

施工箇所

厚さ材　　種

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

※2種b-A ・(　　　　　)

・3種b-A（接地部分）　断熱材

燃焼性

モルタル及びプラスター面

せっこうボード面

ガラスクロス張りグラスウール吸音ボード(910*1820)の取付け工法

ポリプロピレン及びプラスチックファスナー留め　　４本／㎡程度以上

　　フォーム床下地材

1．ステンレスの表面

   仕上げ

 ※ヘアライン程度

 ・ №２B程度

 ・ 鏡面仕上げ

 ・ 

種類

 ・ 下記以外の見え掛かり全て

備考施工箇所

2．アルミニウム及び

   アルミニウム合金の

   表面処理  ・ BB-1種

 ・ BB-2種

 ・ 

施工箇所種類 備考

無着色

・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ

3．鉄鋼の亜鉛メッキ

施工箇所 亜鉛めっきの種別 備考

　JIS H 8641

 電気・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種

 溶融・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

4．軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 (6.6.2)(表6.6.1)

　屋内　※ １９形　・ ２５形　・ （　　　　　　　）

屋外における野縁等の間隔  （　　　　　　　　　　　　　　　　　） (6.6.3)

　屋外　・ １９形　・ （　　　　　　　）

5．軽量鉄骨壁下地 (6.7.3)(表6.7.1)

　※「改修標仕」表６．７．１による  ・ 図示による

６
　（

２）

　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事
　
金
　
属
　
工
　
事

・グラスウール吸音材
 ※25

 ・25 ・（　　　）

品質・規格

ガラスクロス(JIS R3414)額縁張

7．床目地棒 床仕上の異なる箇所には目地棒を入れる。

※ステンレス製６×１２ ・ ステンレス製４×１２ ・ 黄銅製４×１２

8．黒板及びホワイト

   ボード

※福岡県黒板工事特記仕様書の項目を適用する。

・図示による

9．鏡 縁

ガラス厚

※なし

※５㎜

・ あり（　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　）

10．表示 ※図示による

・下記による

 ・ 衝突防止表示

 ・ 非常用進入口の表示

 ・ 室名札

 ・ ピクトグラフ

 ・ 案内板

 ・(　　　　　　　　　　　）

 ・(　　　　　　　　　　　）

種　類

 ・ ステンレス製市販品

 ・ 市販品

 ・ ステンレス製

 ・ ステンレス製

 ・ ステンレス製

 ・（　　　　　　　　　　　）

 ・（　　　　　　　　　　　）

  ・（　　　）

  ・（　　　）

  ・（　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・（　　）

 ・（　　）

 ・（　　）

 ・（　　）

 ・（  　）

材　種 寸　法 取付方法

 ・面付 ・持出し

 ・（　　　　）

 ・（　　　　）

 ・（　　　　）

 ・（　　　　）

部　　材

附属金物

・ ステンレス製 ・ （　　　　　　　　　　　　）

※ステンレス製 ・ （　　　　　　　　　　　　）

足形状 ※幅木型 ・ 足金物型

形　　式

・ アルミ製

・ 丁番吊 ・ 中心吊

・ 金属製 材　種

形　式

※ステンレス製(SUS304) ・ 真鍮製

※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・ タイヤなし

幅 ※３５ ・ （　　　　　　）

取　付 ※接着工法 ・ （　　　　　　　　　　　）

・ 磁器製 幅 ※６０ ・ （　　　　　　）

※集成材

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

材　種

※クリアラッカー

・HL

・EP-G

表面仕上げ

・60　　・45

直径(mm) 取付箇所

６
　（

３）

　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事
 
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

1．フリーアクセス

   フロア

「20.2.2」

施工箇所 構　法
耐震

性能

・1.0G

・0.6G

・500×500

所定荷重

・3,000N

・5,000N

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

表面仕上げ材 備 考
寸　法

（mm）

高　さ

（mm）

帯電防止性能（U値）  ・0.6　　　・1.2　　　

感電防止性能（漏えい抵抗　R≧1×106 Ω

構成材の材質　　　・アルミニウム　　　・鋼製　　　・（　　　　　）

2．可動間仕切

　（既製間仕切）

「20.2.3」

※パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

構造形式 パネル部の総厚さ

・（　　　）以上 ※銅板　・（　　　）

※0.6　・（　  　）

・ （　　　　　　）

表面材種(厚さ)

※メラミン樹脂又はアクリル樹脂

 ・ （　　　　　　　　　　）

　焼き付け

仕上げ

品質JIS A 6512によるもの又は評価名簿によるもの

(スライディングドア)

「20.2.4」

 ・ 銅板

 ・（　　　　　）

表面板

 ・ 焼付け

 ・（　　　　　）

仕上げ

※６０　・８０　・１００

 ・ （　　　　　）

パネル厚 遮音性

 ・ 一般タイプ

 ・ 遮音タイプ

4．トイレブース 仕様

パネル ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板 ・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板 ・ （　　　　　　　）

「20.2.5」

3．移動間仕切

※Ｃ型

※あり  ・ なし照明器具

施　　錠 ※あり  ・ なし

材種

形状 ※スプリング付き  ・ スプリングなし

家具専門メーカーの製作品とする。

合板類

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・ （　　　　　　　　　　　　　　）

ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＦＤ）及びパーティクルボード

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆  ・ （　　　　　　　　　　　　　　）

接着剤及び塗料の配付にあたっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な

乾燥時間を取るものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、

室内に発散した化学物質等を室外に放出させる。

1．材料 屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を

受けたものとする。 (7.1.3)

塗料は、トルエン等の含有量が少ない規格品とする。

ホルムアルデヒド放散量  ※F☆☆☆☆    ・ （　　　　　　　　　　　　　）

2．塗装業者 ・（一社）日本塗装工業会の会員    　※監督員の承諾する塗装業者

3．下地調整 (表7.2.1)～(表7.2.7)

・木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・モルタル面及び

　プラスター面

・コンクリート面及び

　ＡＬＣパネル面

・押出成形セメント板面

・ボード面

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

・RC種

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

※RB種

※RB種

・RC種

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

※RB種 ・RC種

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

※RB種 ・RC種

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

※RB種 ・RC種

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

※RB種 ・RC種

・RA種（新規不透明塗料塗りの場合）

※RB種 ・RC種

種別素地 備考

７
　
　
塗
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

・(    )

・ロックウール吸音材

11．重量シャッター (5.11.2～4)

(5.11.2)

（表5.11.1）

12．軽量シャッター

工事範囲  一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

(5.12.2～4)（表5.12.1）

一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

13．オーバーヘッドドア (5.13.2)

※溶融亜鉛めっき鋼板(めっきの付着量Z27)

14．ガラス (5.14.2)

(5.14.2.(2)）(5.14.3）

 ・2.0

 ・(   )

 ※2.0

 ・3.0

 ※2.0

※1.5

※薄膜流しのべ仕上げ ・厚膜流しのべ仕上げ（※平滑・防滑）

・薄膜型床塗仕上げ

8．フローリング張り (6.11.2～7)(表6.11.1～6)

※釘留め工法

9．体育館用

・エポキシ樹脂系     ・ウレタン樹脂系

10．畳敷き

11．せっこうボード

 ・目透し

 ・継目処理 （無石綿）

 タイプ２

 ・敷込み

 ・張付け

 ・打込み ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

 ・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

※アクリル系シーリング材 ・ｳﾚﾀﾝ系シーリング　

12．壁紙張り

 ・不燃　・準不燃　・(　)

 ・不燃　・準不燃　・(　)

 ・不燃　・準不燃　・(　)

 ・不燃　・準不燃　・(　)

コンクリート面 　           ・ Ａ種　※Ｂ種

13．タイル張り

14．断熱材

※評価名簿による

「19.9.4」

15．吸音材

 ロックウール化粧吸音板　DR

ロックウール吸音ボード１号(60K)　RW-B

グラスウール吸音ボード２号32K　　GW-B

 ※9　   ・（　　　）

16．ポリスチレン

建築工事監理指針「14.2.3」「表14.2.6」

「14.2.1」「表14.2.1」

「14.2.2」「表14.2.2」

  JIS H 8610

スタッド、ランナの種類

 ・支柱調整式

 ・置敷式

品質　評価名簿による

ホルムアルデヒドの放散量　　※F☆☆☆☆

品質　評価名簿による

ホルムアルデヒドの放散量　　※F☆☆☆☆

5．手すり

6．階段滑り止め

・ 手すり

種類 材料の種別

※ステンレスSUS304

・鉄

表面処理

※ HL程度

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種

「20.2.6」

・ 鏡面仕上げ ・ （　　　　　　　）

　　　　　　内部　※Ｅ種

「20.2.7」

   階段手すり

※図示による

「20.2.8」

「20.2.9」

「20.2.10」

「20.2.11」

11．タラップ

種類 材料の種別 表面処理

・ タラップ

※ステンレスSUS304

・鉄

※ 研磨なし

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

・ （　　　　　　　　　　）

「20.2.12」

・煙突用成形ライニング材

・キャスタブル耐火材

　製造所　　※監督員の承諾する製造所　・ （　　　　　　　　　　）同等以上

スラットの材種

開閉方式

スラットの幅

※横型ブラインド(JIS A 4801)形　　式

※アルミニウム合金

※ギヤ式 ・コード式　・操作様式

※25 ・ 35

 ・アルミニウム合金　・クロス

 ・縦型ブラインド

 ・80 ・100

材種、品質等 (                                                  )

「20.2.14」

「20.2.15」

「20.2.13」

 適用安全使用温度　 ※６５０℃ ・ （　　　　　）℃

12．煙突ライニング

13．ブラインド

14．ロールスクリーン

 ・1本操作コード ※2本操作コード

15．カーテン及び

カーテンレール　(JIS A 4802)

16．ブラインドボックス

17．コーナービード

18．天井見切縁

19．点検口

20．くつふきマット

21．鋼製書架及び

※塩化ビニル製又はゴム製（受枠ステンレス製）SUS304

・硬質アルミニウム製（受枠硬質アルミニウム合金製）

・ステンレス製（受枠ステンレス製）SUS304

22．旗ざお

23．旗ざお受金物

24．流し台ユニット

25．視覚障害者用

26．既製フェンス

27．かぎ箱

28．敷地境界線

    　　・花こう岩類の石材（文字記号等入り）

種類　※コンクリートブロック製（市販品）

29．屋外掲示板

30．車止め支柱

31．新聞受・郵便受

32．木製家具

33．収納・収納家具

34．施工中の安全管理

「20.2.16」「表20.2.1」

Ｎｏ．３　　　令和６年度改訂（R6.6）

（公財）福岡県建設技術情報センター

〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

Ａ-03

※１２㎜以上（鋼製根太）

・ 敷き込み断熱材

 ・グラスウール断熱材 ・32K　 ・(　　）

※押出法ポリスチレンフォーム

・ 一般型（鍵付）

 ・ 40

床下点検口下

厚さ　※１８　　　　 幅　・　

・ 簡易密閉型 ・ 密閉型 ・ （　　　　　　　　　　）

・（　　　　　）

卓球場：外気に接する基礎立上り、基礎スラブ（図示） 厚さ25mm

ｱﾘｰﾅ床下（根太裏部分）　厚さ40mm

ｱﾘｰﾅ床下：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

立上り断熱施工部 厚さ ・ ６５

厚さ

※４０

※８０

・ ８０

・ ４０

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型） ステンレス製（バリカー横型）

・目透かし貼

12構造用合板 ・Ｂ種 ・ コンパネ



形状（　　　　　　　　） 寸法（　　　　　　　　） 径（　　　　　　　　）

備考 承認覧 工事名称 図面名称

尺度

日付

図面番号

改修工事特記仕様書（４）

4．錆止め塗料塗り 塗料種別

・鉄鋼面 ※Ａ種（屋外）

塗装面 種別

７
　
　
塗
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

9．コンクリートの強度 (8.1.3)

設計基準強度(Fc) N/m㎡

普通コンクリート

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ ・１種・２種

類別

部位

部位

18 21 24

10．コンクリートの

　　種類

※Ⅰ類 ・ Ⅱ類 (8.1.3)

11．スランプ (8.1.4)

打込み箇所

所要スランプ 　※１８

12．普通コンクリート

    の調合

※単位水量の上限値

※単位セメント量の下限値 270 ㎏/m3

(8.1.4)

※水セメント比の上限値 65％　（高炉セメントB種　60％）

185 ㎏/m3

※所要空気量の目標値 4.5％

※塩化物の含有量 0.30 ㎏/m3　以下

気温によるコンクリート強度の補正　　※監督員の指示による

13．セメントの種類 ※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 (8.2.5)

・ 高炉セメントＢ種（・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．打放し仕上げの

    種別

※合板せきを用いる場合

・ A　種

・ B　種

・ C　種

種別 適　　用　　箇　　所

15．ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り

　  の平たんさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表8.1.5)

種　　　　別
適　　　用　　　箇　　　所

柱・梁・壁 床

　・壁紙張り　・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り（接着剤）

　・化粧打放しｺﾝｸﾘｰﾄ　・塗装仕上げ

　・（　　　　　　　　　　） 　・（　　　　　　　　　　）

　・床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ　・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

　・合成樹脂塗床　・ﾋﾞﾆﾙ系床材張り

　・仕上げ塗材塗り

　・（　　　　　　　　　　）

　・ｶｰﾍﾟｯﾄ張り　・防水下地

　・ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り

　・（　　　　　　　　　　）

　・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り（ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

　・ﾓﾙﾀﾙ塗り

　・（　　　　　　　　　　）

　・ﾀｲﾙ張り　・ﾓﾙﾀﾙ塗り

　・二重床

　・（　　　　　　　　　　）

ｂ　　種

ａ　　種

ｃ　　種

16．モルタル及び ・構造体用モルタル （圧縮強度　　　　　　　　　　　　　）　　　　　

・柱底均しモルタル　（※無収縮モルタル　　・　　　　　　　　　　　　）

・グラウト材　（※無収縮グラウト材　）

    グラウト材

※監督員の承諾する工場 (8.1.5)

・ Sグレード ・ Hグレード ・ Mグレード ・ Rグレード ・ Jグレード

加工能力条件　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材質 ※JIS等の規格品

・ 建築基準法に基づき指定又は認定を受けた構造用鋼材及び鋳鋼

種類 ・ SS４００

・ （　　　　　　　　　）・ （　　　　　　　　　）・ （　　　　　　　　　）

寸法 ※図示

(8.2.8)

(8.2.9)

17．鉄骨製作工場

18．鋼材の種類

19．高力ボルト

(8.2.12)

工　　事　　内　　容

電気と十分協議

すること

（○印を塗りつぶしたものを適用する）施　工　区　分　表

建築 外構 植栽 電気 電話 昇降 ガス
黒板

畳
備　　　考給衛 空調

機械関係

特記した基礎

電気関係

配電盤・制御盤の基礎

自家発電機の基礎　　（アンカーボルトを除く）

テレビアンテナの基礎（　　　　〃　　　　　）

避雷針の基礎　　　　（　　　　〃　　　　　）

屋内設備

屋外設備（架台、アンカーボルト含む）

屋上設備（架台、アンカーボルト除く）

屋内

屋外

屋上

機器の基礎

梁、床、壁

　　貫通スリーブ

梁、床、壁

　　貫通部型枠

　　壁・天井ボード類の切込み

　　端子盤等の型枠

上記開口部の補強

上記開口部の墨出し

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

ＯＡフロア器具取付用

埋込型分電盤、

軽量鉄骨下地、

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

開口部

点検口 床、壁、天井

外壁面（ダクト、チャンバーの接続用含む）

ガラリ 建具取付

空調用リターン

厨房

上記以外
排気フード

換気扇の取付枠及びアルミパネル

流し台

壁換気扇（ウェザーカバー含む）

天井換気扇（ベントキャップ含む）

排水トラップ含む

オイルサービスタンクの防油提

床下水槽のマンホール蓋

自火発電用

空調用

換気扇

防油提

雨水

汚水、雑配水管
屋外配水管

雨水竪樋

身障者用便所手すり

ガスボンベ転倒防止用の鎖

はめ込み形洗面器用カウンター（前板共）

電気配管配線

機械設備機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

機械設備機器付属の制御盤と電源供給及び配管配線

機械設備自動制御と電気設備盤との電源供給

機械設備自動制御と電気設備盤との操作回路の渡り配管配線

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチとの渡り配管

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチとの渡り配線

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチ

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチ埋込ボックス

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパー及び排煙口に至る配管配線

小便器用節水装置制御盤以降の配管配線

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部への電源供給

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部

自動ドア及び電動シャッターなどの操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

配線ピット及び蓋

別途機器などへの接続

室外機・室内機間の伝送線

室外機・室内機間の電源渡り線

室内機・リモコン間の配線

室内機・リモコン間の配管

リモコン埋込ボックス

室内機・集中リモコン間の渡り伝送線

パッケージエアコン

の配線

ガス漏れ探知機（遮断弁連動）

ＯＡフロア用配線器具

電気錠及び通電金具

ＴＥＮキー及び制御盤
電気錠

エレベーター出入口三方枠（金属製）

シャワーユニット（バスユニット）

ガス給湯器リモコン用ケーブル

ガス給湯器電線管及びボックス

畳工事

植栽工事

黒板工事
下地補強

黒板・白板・掲示板

大理石のみ建築工事

機械と十分協議

すること

基礎、基礎梁

 ・ １５ 　※１８ ・ １５

柱、梁、スラブ、壁

20．溶接部の検査 　※外観試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8.15.12）

　　　試験箇所　　※全数試験　　・図示による　　・（　　　　　）

　※超音波探傷試験（完全溶け込み溶接）

・工場溶接 AOQL  ※4.0％　・2.5％

検査水準　※第６水準　・（　　　　）

・現場溶接 ※全数試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人　建築研究所　監修

　　　（参考）「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

21．スタッド ※JIS B 1198（頭付きスタッド）

軸径　※図示による

長さ　※図示による

(8.2.11)

22．スタッド溶接後

    の試験

※外観試験

※打撃曲げ試験

※仕上がり高さ及び傾きの試験 (8.16.6)

    及び性能
耐火材吹付け

・吹付けロックウール

・ 

・１時間　 ・３０分

・１時間　 ・３０分

※図示

※図示

種別 性能 使用箇所

(8.18.3)

・完全スリット ・部分スリット

(8.25.2)

・幅（　　　　50　mm） 深さ（・図示　　　・　　　　　　　　）

・耐火材　（仕様　　　　　　　　　　　　　）（仕様箇所　※図示　・　　　　　　）

・遮音材　（仕様　　　　　　　　　　　　　）（仕様箇所　※図示　・　　　　　　）

23．耐火被覆の種別

・溶融亜鉛メッキ高力ボルト　指定、認定品　セットの種類　※１種（F8T相当）

※トルシア形高力ボルト　　　指定、認定品　セットの種類  ※S10T

・JIS形高力ボルト　　　　 　JIS B 1186　  セットの種類  ※２種（F10T）

(表8.1.4)(8.2.7)

錆止め塗料塗り

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・新規鋼製建具等亜鉛めっき鋼面

・ A種

・ A種

・ B種

・ B種

※ A種 ・ B種

※ C種

※ C種

・ C種

塗装面 種別 備考

1．鉄筋の種類 材質 ※JIS G 3112 ・ 建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの　 (8.2.1)

種類

径

　・ SD390　・ SD345

2．鉄筋の継手 (8.3.4)

・ガス圧接・重ね継手・溶接継手

・機械式継手 ・（　　　　　）

※重ね継手 ・（　　　　　）

柱・梁の主筋

その他

※D19以上 ・（　　）

※D16以下　・（　　）

接合方法 部位 径 備考

3．溶接金網 ※JIS G 3551規格品 (8.2.2)

4．帯筋 ※図示による

5．壁の配筋 シアコネクタ (8.3.7)

・種類（　　　　　） ・径（　　　　　　　　） ・長さ（　　　　　　　　）

・彫込み深さ（　　　　　　　　）・間隔（　　　　　　　　）

6．圧接完了後の試験 ※外観試験 ※超音波探傷試験　　 (8.3.8)

7．特殊な鉄筋継ぎ手 ・機械式継手の種類（　　　　　　　　） ・溶接継手 (8.4.2)(8.4.3)

8．割裂補強筋 (8.21.6)(8.22.7)

・スパイラル筋 ※図示

※図示

種類 材料 材種 径 本数・ピッチ 適用箇所

(7.4.3)(表7.4.3)～(表7.4.5)

5．合成樹脂調合

 　ペイント塗り

   （ＳＯＰ） ・木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき

  鋼面

新規

塗替

新規

塗替

新規

塗替

・ A種

・ A種

・ A種

・ A種

塗装面 備考

(7.5.2)(表7.5.1)～(表7.5.3)

6．クリヤラッカー塗り

  （ＣＬ）

・ A種 ※ B種

種別塗装面 備考

(7.6.2)(表7.6.1)

   非水分散形塗料塗り

   （ＮＡＤ）

(表7.7.1)

・ A種

・ A種

※ B種

※ B種

塗装面 種別 備考

   （ＤＰ）

・ A種　　・ B種　　・ C種

・ A種　　・ B種　　・ C種

※上塗1級

※上塗1級

塗装面 種別 塗料の種類 備考

(表7.8.1)～(表7.8.3)

・コンクリート面

・亜鉛めっき鋼面

　その他
・ A種　　・ B種　　・ C種 ※上塗1級

　  エマルション

    ペイント塗り

   （ＥＰ－Ｇ）

(表7.9.1)～(表7.9.4)

・木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき

  鋼面

・コンクリート面

　その他（　　　）

新規

塗替

新規

塗替

新規

塗替

新規

塗替

※ A種

塗装面

・ B種 ・ C種

・ A種 ※ B種 ・ C種

・ A種 ・ B種

・ A種 ※ B種 ・ C種

・ A種 ・ B種

・ A種 ※ B種

・ A種

・ A種 ※ B種 ・ C種

・ B種

種別 備考

　  エマルション

    ペイント塗り

(表7.10.1)

・ 新規

塗替

・ A種 ・ B種

・ A種 ※ B種 ・ C種

塗装面 種別 備考

   （ＥＰ）

　　ワニス塗り

    （ＵＣ） 新規

塗替

・ A種

・ A種

※ B種

※ B種

塗装面 種別 備考

・

備考

(表7.11.1)

(表7.12.1)
12．ステイン塗り

・ 

・ A種

・ A種

※ B種

※ B種

塗装面 種別 備考   （ＷＰ）

(表7.13.1)

Ｂ種（屋内）

備考

・亜鉛めっき鋼面 ※Ａ種

鋼製建具面Ａ種

※ １種　・２種

※ １種　・２種

※ １種　・２種

※ １種　・２種

※ １種　・２種

※ １種　・２種

塗装の種類

・ C種

・ C種

・ C種

・ C種

種別

※ B種

※ B種

※ B種

塗装面

新規

塗替

・ A種

種別

・ B種

・ ＲＡ ・ＲＢ　・ＲＣ

(7.4.2)(表7.4.1)～(表7.4.2)

※Ｂ種（ＥＰ－Ｇの場合）・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種

※Ｂ種（その他）

※Ｃ種（ＥＰ－Ｇの場合）

※ A種(屋外) ※ B種(屋内）

※ B種

※ B種(その他)※ A種(鋼製建具)

・木部(屋内）

7．アクリル樹脂系

・モルタル面(屋内）

8．耐候性塗料塗り

・鉄鋼面(屋外）

9．つや有合成樹脂

10．合成樹脂

11．ウレタン樹脂

・木部(屋内）

・木部

13．木材保護塗装塗り

・木部(屋外） 

　・ SD295

24．耐震スリット 耐震スリットの種類

タラップ含む

ルーフドレイン含む

電極棒（フロートスイッチ含む）

消火栓始動器（起動装置）

Ｎｏ．４　　　令和６年度改訂（R6.6）

（公財）福岡県建設技術情報センター

〒811-2416　福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１級建築士事務所　福岡県知事登録 第1-12290号

１級建築士　第２９８５５０号　管理建築士　田中　希代

TEL 092-947-2493　　FAX 092-947-2504

Ａ-04

ｵｽﾓｶﾗｰｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品

D10

格子 100×100 Φ6

捨てコン

コンクリート基礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ
基礎

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

引っ張り耐力　（　　　　　　　　　）せん断耐力　（　　　　　　　　　）

25．あと施工アンカー 種類 (8.2.4)・金属系アンカー

セット方式（※本体打込み式　　　・　　　　　　　　　　　　　　　）

・接着系アンカー　（※カプセル型　　・　　　　　　　　　　　　　）

引っ張り耐力　（　　　　　　　　　）せん断耐力　　（　　　　　　　　）

径　　（　　　　　　　　　　）埋込み長さ　（※図示　　・　　　　　　）

アンカー筋の種類（※異形棒鋼　　　　・       　                     )

性能確認試験

・適用する ※適用しない

穿孔前の埋込配管等の探査 (8.12.4)

施工確認試験

範囲　※全て　　　　　　・図示

方法　※鉄筋探査機　　　　　　

(8.12.7)

接合筋（種類　　　　　　　　　径　　　　　　　　　長さ　　　　　　　）

径　　（　　　　　　　　　） 埋込み長さ　　（※図示　　・　40　　　　　）

※引張り試験（確認強度　　　　　　　　　　　　　）

10 400

15.2 20.1

14

SD295A
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〒811-2416

１ 級 建 築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1- 1 2 2 9 0号

図面番号縮 尺

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代 A1　1/1000

A3　1/2000

駐車場

歩道 歩道

車道 歩道歩道

国旗掲揚台

正門

▲ ▲

屋外ト イレ

▼

野球場

階段場客席

階段場客席

倉庫

▼

16, 000

車道

-20

-550

-340

植栽帯

横断歩道 車道車道

部室
棟２

横断歩道

（ 42台＋車椅子利用者用2台）

プール

8, 500
5, 000

ダッ クアウト

ダッ クアウト

テニスコート

▼

駐輪場

-3420

グラウンド

1, 025

1300

（ 402台）

-50

-220

本館（ 校舎棟）
延床面積　 10, 737. 44　 ㎡
建築面積　 　 6, 115. 00　 ㎡

プロパン庫
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駐輪場

石灰倉庫

FL =GL+300

実習棟２

実習棟１

渡
り
廊
下

-850部室
棟１

N

配置図　　 S=1/1000

附近見取図、配置図兼仮設計画図

1050
-30

体育館棟
FL =GL+500

延床面積　3,314.23　㎡

今回改修建物

建築面積　2,394.65　㎡

-420 780

駐車場

鞍手中学校

小牧

八劔神社

コメリ

種善寺

セトル鞍手

ｾﾚﾓﾆｰﾎｰﾙ
鞍心館

鞍手町立武道館

鞍手町立体育館

タケシタ調剤
薬局くらて店

鞍手病院

鞍手町役場

鞍手歴史民族博物館

鞍手町中央公民館

福岡鞍手店

直方警察署
鞍手交番

鞍手あゆみこども園

剣南小学校

願照寺

上新橋

大池

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ

スーパーセンター

トライアル鞍手店

鞍手町民グランド

N

工事場所：福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧2122-1

附近見取図

Ａ-05

凡 例

今回改修建物

ｼｰﾄｹﾞｰﾄ W=3.6

Ａ

Ａ部拡大図　　 S=1/300

仮囲い（成形鋼板 H=2.0 L=24.4ｍ）

仮囲い（成形鋼板 H=2.0 L=24.4ｍ+ｼｰﾄｹﾞｰﾄ W=3.6）

工事用駐車場

仮設事務所資材置き場

工事用駐車場

仮設事務所資材置き場

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

　　時は交通誘導員が誘導し、事故防止に努めること。　　時は交通誘導員が誘導し、事故防止に努めること。

　　スクールバス発車前18：00頃、19：15頃）は、避けて出入りを行うこと。

　　協議し、承諾を得ること。

工事上の注意事項

１．仮設施工計画書を提出後、監督員の承認を得ること。

　２．足場設置の可能な期間はR8.11月～R9.2月までとし、この期間内に機器類の設置が

　　できるように、機器類の発注を行うこと。

３．平日（月～金）の作業終了時間は、16:30までとすること。

４．土日祝日における作業実施については、学校管理者との打ち合わせを要することとし、

　　原則として土曜日の13時00分までは作業しない。

６．工事車両は、登下校集中時（登校時間：7：30～8：30、下校時間16：00～17：00、

７．工事車両と生徒との動線が重なる部分は安全対策を徹底し、大型車両の搬入・搬出

８．大型車両の廻りはカラーコーン等を設置して、安全対策を図り、事故防止に努めること。

９．工事ヤードについては学校管理者と打合せを行うこと。

10．側溝・土間等に重機が入る可能性がある部分は、鉄板敷等で養生すること。

11．工事中やその他工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は、現況復旧すること。

５．やむを得ず、上記２・３以外の期間や日時で工事を行う場合は、事前に学校管理者と
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・本計画は参考とし、仮設計画・工事は施設側と十分打合せのうえ、施工者の責任にて安全対策を行うこと。

・搬入経路の床養生は、床養生シートで養生を行うこと。

・アリーナ部分の床養生は、足場設置前にブルーシート敷きの上、合板t=12敷とし、ジャッキベース下は道板敷きとする。

・ギャラリー部分の床養生は、足場設置前にブルーシート敷きの上にベニア等で養生を行い、ジャッキベース下は道板敷きとする。

・施設利用者出入口を工事業者が利用する場合は、施設管理者の了承を得た上、安全対策や養生を考慮すること。

仮設概要

A

Ａ'

Ｂ

Ｂ'

Ｃ'Ｃ

内部枠組仕上足場

凡 例

くさび緊結式足場（手摺先行方式）

Ａ-06

くさび緊結式足場（手摺先行方式）
＋メッシュシート

くさび緊結式足場（手摺先行方式）
＋メッシュシート

くさび緊結式足場（手摺先行方式）
＋メッシュシート

＋メッシュシート

１階仮設計画図（参考図）

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

3000

工事用搬入口

工事用搬入口

仮設間仕切壁（軽鉄下地＋石膏ボードt9） くさび緊結式足場（手摺先行方式）＋ FL±0～1800 合板養生（防護板）、1800＜ 養生ﾒｯｼｭｼｰﾄ

くさび緊結式足場（手摺先行方式）＋ FL±0～1800 合板養生（防護板）、1800＜ 養生ﾒｯｼｭｼｰﾄ
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この範囲は、常時、人が安全に通行できる状態に足場を設置すること
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工 事 名 称

２階仮設計画図（参考図）

くさび緊結式足場（手摺先行方式）+最上部ブラケット持ち出し

・本計画は参考とし、仮設計画・工事は施設側と十分打合せのうえ、施工者の責任にて安全対策を行うこと。

・搬入経路の床養生は、床養生シートで養生を行うこと。

・アリーナ部分の床養生は、足場設置前にブルーシート敷きの上、合板t=12敷とし、ジャッキベース下は道板敷きとする。

・施設利用者出入口を工事業者が利用する場合は、施設管理者の了承を得た上、安全対策や養生を考慮すること。

仮設概要

・ギャラリー部分の床養生は、足場設置前にブルーシート敷きの上にベニア等で養生を行い、ジャッキベース下は道板敷きとする。

・庇上に足場を設置するに当たって、梁間に道板等敷き、屋根材を保護すること。また、梁下にはサポートを入れること。
＋メッシュシート＋メッシュシート

Ａ-07

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

ベンチ取り外し、再設置

凡 例

くさび緊結式足場（手摺先行方式）足場設置補強用パイプサポート設置位置

仮設間仕切壁（軽鉄下地＋石膏ボードt9）

工事期間は施錠する

工事期間は施錠する
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１階平面図（改修前）

扉のみ【撤去】

Ａ-08

13,100

SD
1

SD

2

ガラリ設置部分ＲＣ壁 t=220【撤去】

（ＡＧ－1 ）×1 

（４周カッター入）

扉のみ【撤去】
器具庫2

撤去開口寸法：2080W × 725H

（４周カッター入）

（４周カッター入）

ガラリ設置部分ＲＣ壁 t=220【撤去】

カルバリウムカラー鋼板スパンドレル【撤去】

（ＡＧ－２）×２（上下）
撤去開口寸法：1730W × 925H

決定すること。

凡 例

既存アスファルト舗装部分

既存コンクリート舗装部分

舗装撤去部分

S＝1/100１階平面図（改修前）

アスファルトカッター入

舗装撤去部車止め【13個所撤去】

アスファルトカッター入

5,45011,000

※アスファルト撤去範囲は、総合図でバルクタンク離隔確認後、
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鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

は、今回の工事対象部分

仮設ﾌｪﾝｽ（樹脂ﾌｪﾝｽ H=1200）
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扉のみ【新設】

扉のみ【新設】
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ガラリ取付【新設】
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ガラリ取付【新設】
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器具庫2

コンリート舗装部分

既存コンクリート舗装部分

既存アスファルト舗装部分

凡 例

S＝1/100

決定すること。

※コンクリート基礎位置は、総合図でバルクタンク離隔確認後、

バリカー横型

バリカー横型

コンクリート基礎④　3,400×4,100×300H

ネットフェンス9,400×4,000×1,800H（扉1か所）
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11,000 5,450

コンクリート基礎③　8,700×3,600×300H

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

は、今回の工事対象部分

１階平面図（改修後）



西立面図

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

4500 8000 6400 7200 6400 8000

5
5
0

5
5
0
0

5
5
0
0

X12 X11 X10 X9 X8 X7 X5X6 X4 X3 X2 X1

6500 5500650065006500 650055007000 3000 5500 6500

5
5
0

5
5
0
0

5
5
0
0

160 160 160 160 160 160

工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

〒811-2416

１ 級 建 築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1- 1 2 2 9 0号

図面番号縮 尺

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504

第２９８５５０号 田中　希代 A1　1/100

A3　1/200

△GL±0

▽1FL±0

▽2FL±0

▽RFL1±0(水下)
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▽1FL±0

▽2FL±0

▽RFL1±0(水下)
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南立面図

1 2 2 1

凡 例

建具改修個所を示す。

※※

※

※※

※
改修建具を示す。

新設建具を示す。

1

2

×２

立面図（改修後）

AG

AG
くさび緊結式足場（手摺先行方式）+

+メッシュシート張り計画位置を示す。

200 200

20
0

20
0

アクリル系吹付タイルにより補修

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

外壁；ガルバリウムカラー鋼板スパンドレル 15×15

フイルムはがし（外側）１個所

足場設置補強用
パイプサポート
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S＝1/40矩計図（Ａ－Ａ'断面） S＝1/40 S＝1/40矩計図（Ｂ－Ｂ'断面） 矩計図（Ｃ－ｃ'断面）

矩計図（撤去・新設）

※撤去・新設の範囲は目地までとし、詳細寸法は現地合わせとする。

アリ ーナ

※足場は計画図であり、現地に合わせて、足場を設置すること。

600

コンパネ t=12下地、
軽量鉄骨天井下地、

コンパネ t=12下地、

1,350600

くさび緊結式足場（手摺先行方式）+最上部ブラケット持ち出し

＋メッシュシート

くさび緊結式足場（手摺先行方式）+最上部ブラケット持ち出し

＋メッシュシート

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

ベンチ取り外し

足場設置補強用

パイプサポート

既存のまま【撤去・新設】既存のまま

環境対応型塗料塗
（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）

環境対応型塗料塗
（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）
【撤去・新設】

シナ化粧合板 t=5.5 

（目透かし貼）、 （目透かし貼）、

シナ化粧合板 t=5.5 

【撤去・新設】

環境対応型塗料塗

軽量鉄骨天井下地、
コンパネ t=12下地、

シナ化粧合板 t=5.5 

（目透かし貼）、

（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）

既存のまま

再設置

養生ﾒｯｼｭｼｰﾄ

防護板 H1800
合板養生



工 事 名 称1

訂
2

図 面 名 称3
正

4

〒811-2416

１ 級 建 築 士

TEL 092-947-2493

（公財）福岡県建設技術情報センター

管理建築士

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1 - 1 2 2 9 0号

図面番号縮 尺

福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

FAX 092-947-2504
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凡 例

N

天井点検口 450□（ Al  細目地タ イ プ） 　 15ヶ 所

機械設備

天井付換気扇( 左から 天井直付、 ニッ チ埋込) 制気口( 左から 天井直付、 ニッ チ埋込)

ダウン ラ イ ト ( 天井直付) ダウン ラ イ ト ( ニッ チ内埋込 270□×D50) 蛍光灯( 天井直付)

蛍光灯( ニッ チ内埋込 1250×200×D120) 天井付スピ ーカ ー( 天井直付) 天井付スピ ーカ ー( ニッ チ内埋込 250□×D9. 5)

感知器( 天井直付) 感知器( ニッ チ内埋込 180□×D9. 5) 誘導灯( ニッ チ内埋込 90×250×D9. 5)

建　 　 築

電気設備

基準FLから

の天井高さ

仕上記号

天井記号・凡例（既存）

C03
2700

Ａ

Ａ'

Ｂ'

Ｂ

Ａ-12
１階天井伏図（撤去・新設）

環境対応型塗料塗（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）

【撤去・新設】

軽量鉄骨天井下地、コンパネ t=12下地、

環境対応型塗料塗（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）

【撤去・新設】

軽量鉄骨天井下地、コンパネ t=12下地、

環境対応型塗料塗（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）

【撤去・新設】

軽量鉄骨天井下地、コンパネ t=12下地、

S＝1/100１階天井伏図

【撤去・新設】部分を示す

環境対応型塗料塗（ｵｽﾓｶﾗｰ、ｳｯﾄﾞﾜｯｸｽ同等品）

シナ化粧合板 t=5.5環境対応型塗料塗

軽量鉄骨天井下地、コンパネ t=12下地、

Ｃ Ｃ'

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

シナ化粧合板 t=5.5（目透かし貼）、

シナ化粧合板 t=5.5（目透かし貼）、

シナ化粧合板 t=5.5（目透かし貼）、
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工 事 名 称1 縮 尺 図面番号（公財）福岡県建設技術情報センター訂
2 〒811-2416 福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1- 1 2 2 9 0号 図 面 名 称3
正 １ 級 建 築 士 田中　希代管理建築士第２９８５５０号

TEL 092-947-2493 FAX 092-947-25044

A3　1/200

A1　1/100

UP

Ａ-13

SD SD

1 2

建具符号図１（１階）

AG

2
×２

1
AG

※※

※

※※

※
改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡 例

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
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工 事 名 称1 縮 尺 図面番号（公財）福岡県建設技術情報センター訂
2 〒811-2416 福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1- 1 2 2 9 0号 図 面 名 称3
正 １ 級建 築 士 田中　希代管理建築士第２９８５５０号
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改修建具を示す。

新設建具を示す。

凡 例

1 2 2 1

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）



シーリング

工 事 名 称1 縮 尺 図面番号（公財）福岡県建設技術情報センター訂
2 〒811-2416 福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1- 1 2 2 9 0号 図 面 名 称3
正 １ 級 建 築 士 田中　希代管理建築士第２９８５５０号

TEL 092-947-2493 FAX 092-947-25044

符 号 １
ＳＤ 器具庫３

材質・仕上

型 式

見 込

ガ ラ ス

金 物

形 状

枠：３８５　　扉：５０

片引きスチール製フラッシュドア（自動閉鎖装置付）

スチール製　ＯＰ

備 考
扉に室名入

建具は現地採寸の上、承認図を提出し、監督員の承諾を得たのちに制作に掛かること。

付属金物一式

符 号

材質・仕上

型 式

見 込

ガ ラ ス

金 物

形 状

備 考

１
ＡＷ アリーナ（ギャラリー）

１
ＳＤ 器具庫３

片引きスチール製フラッシュドア（自動閉鎖装置付）

スチール製　ＳＯＰ

扉：５０

シリンダー錠（既存マスターにに合わせること。）

扉に室名入

握手、付属金物一式

１
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１ヶ所
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4
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0

1655
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扉のみ撤去

器具庫３

ＳＤ

スチール製　ＯＰ
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両引きスチール製フラッシュドア

枠：１６０　　扉：４０

扉に室名入

シリンダー錠、レバーハンドル、ステンレス丁番

フランス落シ、ドアチェック、付属金物一式
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両引きスチール製フラッシュドア
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片流れ　開口率43.5％以上
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アルミ製（シルバー）

片流れ　開口率43.5％以上
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フロートガラス　t=5

オペレーター（手動）、付属金物一式

アルミ製突出し窓＋アルミ製FIXガラス窓 アルミ製突出し窓＋アルミ製FIXガラス窓

アルミパネル t=3 新設

アルミパネル t=3 （設備用開口600角）
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ＡＧ－１詳細図（参考図）
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※既存コンクリートはカッターを入れて撤去すること。
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※既存カラー鋼板スパンドレル下地位置を確認し、カッターを入れて撤去すること。

※既存カラー鋼板スパンドレルは、開口廻りに開口補強を設置すること。
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A3　1/100、10

A1　1/50、5
建具表、建具詳細図（参考図）
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片流れガラリ付　開口率30％以上　（865×1,800）

1950

※外部の建具の周囲はアクリル系吹付タイルにより補修を行うこと。

シリンダー錠、握手、ハンガーレール（既存利用）、

建具枠ＳＯＰ塗替 建具枠ＳＯＰ塗替

フロートガラス　t=5（既存のまま） フロートガラス　t=5（既存のまま）

シーリング

3
07
5

7
5

※撤去位置は、立面図・展開図１を正とする。

※新設位置は、立面図・展開図１を正とする。

※撤去位置は、立面図・展開図１を正とする。

片流れガラリ付　開口率30％以上　（775×2,100）×２ヶ所

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

外部ステンレスフード、付属金物一式 外部ステンレスフード、付属金物一式

X6～7間、外側からﾌｨﾙﾑをはがすこと

※新設位置は、立面図・展開図１を正とする。
X6～7間の窓の一部、外部からﾌｨﾙﾑをはがすこと。
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アルミ固定ガラリ（防虫網付） アルミ固定ガラリ（防虫網付）

10-Φ12
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凡 例

建具改修個所を示す。

※※

※

※※

※
改修建具を示す。

新設建具を示す。

Ａ-16

アリーナ

 展開図 １（改修後）

くさび緊結式足場（手摺先行方式）+最上部ブラケット持ち出し

＋メッシュシート計画位置を示す。

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）

外側からフイルムをはがすこと
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 展開図 ２（改修後）

鞍手町立鞍手中学校体育館棟空調設備新設工事（アリーナ）
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2 〒811-2416 福岡県糟屋郡篠栗町田中 3丁目10-20

１ 級 建 築 士 事 務 所 　 福 岡 県 知 事 登 録  第 1- 1 2 2 9 0号 図 面 名 称3
正 １ 級建 築 士 田中　希代管理建築士第２９８５５０号

TEL 092-947-2493 FAX 092-947-25044

Ａ-18
屋外付帯詳細図

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に
依る。

備考

設計条件

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する場合には、
　両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き方向の変更が必要で

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

本図門扉は片側１８０゜開きとする。

注意

  ワイヤメッシュ

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

２．

１．
・門　柱、枠　体
　ジョイント
　押え金具

外装について

・バ　ン　ド
樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

きの上高耐候性樹脂粉体塗装
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

・戸当り付両面回転施錠

　ある。

開き方向 41

門柱

5
3

扉枠

34

門柱・扉枠位置関係図
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50≒

φ4.0

(φ3.6)

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す．
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備考

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計条件

依る。
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

  ワイヤメッシュ

・ ・

・ ・

１．

・バ　ン　ド ・ ・

外装について

　押え金具
・主柱、ジョイント

・ ・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

S=1/20、6 S=1/20、6

S=1/50・20S=1/50・20 コンクリート基礎② 6,000×860×300H　詳細図コンクリート基礎① 2,600×860×300H　詳細図

A3 1/100、40、12

A1 1/50、20、6

※コンクリート舗装、捨てコンクリート以外は、コンクリートの構造体

強度補正を行うこと。
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ネットフェンス H=1800　詳細図 ネットフェンス扉 H=1800　詳細図
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カギボルト　SUS

φ21.7×t1.5
25ミリ南京錠
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φ70×t2.3

溶融亜鉛メッキ

再生クラッシャラン　t=50
基礎コンクリート Fc=21 SL=15

1000

（帝金株式会社SY82PK-10同等品）バリカー横型　詳細図

溶接金網 CD6×100X100
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